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広広島島文文化化学学園園大大学学おおよよびび看看護護学学部部のの３３つつののポポリリシシーーととアアセセススメメンントトププラランン

広広島島文文化化学学園園大大学学 ３３つつののポポリリシシーーととアアセセススメメンントトププラランン

① ディプロマ・ポリシー 卒業認定・学位授与の方針

広島文化学園大学では、卒業を認定し、学士の学位を授与する要件として、所定の単位を修得

し、広島文化学園の建学の精神である「究理実践」に基づき、深く専門の学術、豊かな人間性と

総合的な判断力、地域社会及び国際社会の発展に貢献できる力を身に付けることを求める。

具体的には次の３つの事項を求める。

ア 深い教養と人間性を有し、創造的態度と志向性を有している。

イ 対人援助に係る専門的な知識・技能、問題解決能力、論理的思考力を有している。

ウ 平和を希求し、地域の教育、文化の発展に積極的に貢献できる力を有している。

② カリキュラム・ポリシー 教育課程編成・実施の方針

ディプロマ・ポリシーに基づき、深い教養をもつ人間性の形成（人間力）、専門的な知識・技術

や問題解決能力の育成（専門力）、社会の変化に対応し、社会に貢献できるキャリアの育成（キャ

リア形成力）を基本として、各学部・学科の教育目標達成のために、各授業科目の位置付けをカ

リキュラムツリーで示し、学修者中心の視点に依拠した教養教育・専門教育・キャリア教育の三

位一体となったカリュラムを編成する。

なお、学修方法、学修内容、学修成果の評価は、次のように定める。

ア 学修方法

授業では、講義、演習、実験、実習等の教育内容に応じて、アクティブ・ラーニングや情報通

信技術（ ）を活用し、理論と実践を往還する学修を行う。

イ 学修内容

ｱ 教養教育では、高い倫理性や豊かな人間性とともに、社会を多面的に理解するための幅広

い知識、思考力・判断力・表現力、コミュニケーション力、情報活用力、キャリア形成力等

を総合的に養う。

ｲ 専門教育では、各学科の教育目的を達成するために必要な、必修科目と選択科目による体

系的な教育課程を編成する。

ｳ キャリア教育では、社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てるた

めに、教養教育及び専門教育を通してキャリア形成力を養う。

ウ 学修成果の評価

学修成果の評価は、別に定めるアセスメントプランに基づき実施する。

③ アドミッション・ポリシー 入学者受入れの方針

建学の精神「究理実践」に基づく教育目的を理解し、入学後の修学に必要な学力として、基礎

的知識・技能、思考力・判断力・表現力、主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度を持ち、

本学の教育を通して精神的自立、経済的自立を目指そうとする人を、多様な入学者選抜方法によ

り受け入れる。

広広島島文文化化学学園園大大学学おおよよびび看看護護学学部部のの３３つつののポポリリシシーーととアアセセススメメンントトププラランン

広広島島文文化化学学園園大大学学 ３３つつののポポリリシシーーととアアセセススメメンントトププラランン

① ディプロマ・ポリシー 卒業認定・学位授与の方針

広島文化学園大学では、卒業を認定し、学士の学位を授与する要件として、所定の単位を修得

し、広島文化学園の建学の精神である「究理実践」に基づき、深く専門の学術、豊かな人間性と

総合的な判断力、地域社会及び国際社会の発展に貢献できる力を身に付けることを求める。

具体的には次の３つの事項を求める。

ア 深い教養と人間性を有し、創造的態度と志向性を有している。

イ 対人援助に係る専門的な知識・技能、問題解決能力、論理的思考力を有している。

ウ 平和を希求し、地域の教育、文化の発展に積極的に貢献できる力を有している。

② カリキュラム・ポリシー 教育課程編成・実施の方針

ディプロマ・ポリシーに基づき、深い教養をもつ人間性の形成（人間力）、専門的な知識・技術

や問題解決能力の育成（専門力）、社会の変化に対応し、社会に貢献できるキャリアの育成（キャ

リア形成力）を基本として、各学部・学科の教育目標達成のために、各授業科目の位置付けをカ

リキュラムツリーで示し、学修者中心の視点に依拠した教養教育・専門教育・キャリア教育の三

位一体となったカリュラムを編成する。

なお、学修方法、学修内容、学修成果の評価は、次のように定める。

ア 学修方法

授業では、講義、演習、実験、実習等の教育内容に応じて、アクティブ・ラーニングや情報通

信技術（ ）を活用し、理論と実践を往還する学修を行う。

イ 学修内容

ｱ 教養教育では、高い倫理性や豊かな人間性とともに、社会を多面的に理解するための幅広

い知識、思考力・判断力・表現力、コミュニケーション力、情報活用力、キャリア形成力等

を総合的に養う。

ｲ 専門教育では、各学科の教育目的を達成するために必要な、必修科目と選択科目による体

系的な教育課程を編成する。

ｳ キャリア教育では、社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てるた

めに、教養教育及び専門教育を通してキャリア形成力を養う。

ウ 学修成果の評価

学修成果の評価は、別に定めるアセスメントプランに基づき実施する。

③ アドミッション・ポリシー 入学者受入れの方針

建学の精神「究理実践」に基づく教育目的を理解し、入学後の修学に必要な学力として、基礎

的知識・技能、思考力・判断力・表現力、主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度を持ち、

本学の教育を通して精神的自立、経済的自立を目指そうとする人を、多様な入学者選抜方法によ

り受け入れる。



ア 入学を希望する人に求める内容

ｱ 入学後の修学に必要な基礎的能力を有する人。

ｲ 地域における支援や共生、地域貢献に関心を有する人。

ｳ ボランティアの経験などにより社会的な活動に関心を有する人。

ｴ 対人援助専門職に志を有する人。

ｵ 社会の様々な分野で貢献し、活躍しようとする意欲を有する人。

イ 入学者選抜の基本方針

各学科のディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーを踏まえ、入学者に求める能力やそ

の評価方法を「学力の３要素」と関連付けて明示し、多面的・総合的な評価による選抜を実施す

る。

選抜区分
学力の３要素

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

総合型選抜
◎

（調査書）

◎

（自己アピール・面談）

◎

（面談・調査書）

学校推薦型選抜
◎

（調査書）

〇

（小論文／志望理由書・面

接）

◎

（面接・調査書）

一般選抜
◎

（調査書）

◎

（学科試験／小論文）

〇

（調査書）

大学入学共通テス

ト

◎

（調査書）

◎

（共通テスト）

〇

（調査書）

社会人特別選抜
〇

（調査書）

〇

（小論文）

◎

（面接・調査書）

注１：「学力の３要素」のうち、Ⅰは「知識・技能」、Ⅱは「思考力・判断力・表現力」、Ⅲは

「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」を表す。

注２：音楽学科では、上記に加え演奏実技によりⅠの「技能」及びⅡの「表現力」を評価す

る。

注３：◎は特に重視する、〇は重視する、を表す。

注４：（ ）内は、評価方法を表す。
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広広島島文文化化学学園園大大学学ののアアセセススメメンントトププラランン  

広島文化学園大学では、ディプロマ・ポリシー（DP）、カリキュラム・ポリシー（CP）、アドミ

ッション・ポリシー（AP）の 3つのポリシーに基づく教育の実施と、それらの自己点検・評価を通

した改善・改革の取組を、教育の質保証の中核として位置づける。  

本アセスメントプランでは、大学全体レベル、学部・学科レベル、科目レベルの 3 段階で、3 つ

のポリシーの達成状況、学修成果・教育成果に対する測定・評価指標を以下の通り定める。 

 

【各レベルの指標】 

 入学前・入学時 在学中 卒業時・卒業後 

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー ディプロマ・ポリシー 

 

 

 

 

大学全体レベル 

各種入学試験結果 

新入生調査 

入学前教育に関する調査 

ジェネリックスキルテスト 

GPA 

単位修得状況 

ジェネリックスキルテスト 

学生授業評価アンケート 

（学修行動調査を含む） 

学生満足度調査 

休学率・退学率 

アクティブラーニング実施

率 

GPA 

単位修得状況 

卒業研究 

学位授与数・卒業決定率 

免許・資格取得率 

就職率・進学率 

対人援助職への就職率 

学生満足度調査 

卒業生への振り返り 

アンケート調査 

就職先アンケート 

 

 
 
 
 

学
科
レ
ベ
ル 

 

 

 

 

 

 

学科共通 

各種入学試験結果 

新入生調査 

入学前教育調査 

ジェネリックスキルテスト 

GPA 

単位修得状況 

ジェネリックスキルテスト 

学生授業評価アンケート 

（学修行動調査を含む） 

アクティブラーニング実施

率 

休学率・退学率 

学生満足度調査 

夢カルテの活用（記入率） 

GPA 

単位修得状況 

卒業研究 

学位授与数・卒業決定率 

免許・資格取得率 

就職率・進学率 

対人援助職への就職率 

学生満足度調査 

卒業生への振り返り 

アンケート調査 

就職先アンケート 

学生への外部からの評価

（表彰等） 

看護学部 

看護学科 

入学時準備教育参加率 選択コース別希望者数 国家試験結果（合格率） 

教員採用試験（合格者数） 

選択コース別卒業者数 

学芸学部 

子ども教育学科 

入学直後の基礎学力テスト 各免許・資格取得希望者数 

教職履修カルテ分析結果 

 

専門職比率 

小学校・特別支援学校教諭

合格者数 

公立幼稚園教諭・公務員保

育士合格者数 
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学芸学部

音楽学科
入学前教育での音楽基礎力

の査定

入学後のソルフェージュク

ラス分けテスト

履修制限判定結果

年後期、卒業研究中間発表

（公開演奏・論文発表）

専門職比率

人間健康学部

スポーツ健康福祉

学科

入学前ガイダンス「新入生

用アンケート」の分析

実力確認テストの分析

専門コース登録申請状況の

分析

進路希望調査

採用試験（教員、健康・福祉

専門職等）の結果

科目レベル

基礎教科（英語等）の

プレイスメントテスト

基礎学力調査

成績評価

夢カルテ（学修履歴）

学生授業評価アンケート

※上記の各指標は、必要に応じて追加・修正することがある。

学芸学部

音楽学科
入学前教育での音楽基礎力

の査定

入学後のソルフェージュク

ラス分けテスト

履修制限判定結果

年後期、卒業研究中間発表

（公開演奏・論文発表）

専門職比率

人間健康学部

スポーツ健康福祉

学科
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実力確認テストの分析

専門コース登録申請状況の

分析
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採用試験（教員、健康・福祉

専門職等）の結果

科目レベル

基礎教科（英語等）の

プレイスメントテスト

基礎学力調査

成績評価

夢カルテ（学修履歴）

学生授業評価アンケート

※上記の各指標は、必要に応じて追加・修正することがある。



看看護護学学部部看看護護学学科科 ３３つつののポポリリシシーー

１  ディプロマ・ポリシー 卒業認定・学位授与の方針

看護学部看護学科では、所定の単位を修得し、以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定

し、学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え、高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けてい

る。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し、自己成長する力を身に付けている。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び

地域社会に貢献する力を身に付けている。

２  カリキュラム・ポリシー 教育課程編成及び実施に関する方針

看護学部看護学科の教育目的「地域社会に貢献できる専門知識と実践能力を有し、グローバルな

視点を持ち生命に対する畏敬の念と倫理観に基づいた行動ができる感性豊かな人間を育成するこ

とを目的とする」を達成するために、各授業科目の位置づけをカリキュラムツリーで示し、次のこ

とを意図したカリキュラムを編成する。また、選択型教育課程における特色として６つのコースを

配置する。

（１） 学修方法

授業は、講義、演習、実験、実習等のいずれかにより、アクティブ・ラーニングや情報通信技術

（ ）を活用し、理論と実践を往還する学修を行う。

（２）学修内容

１）初年次には、教養教育として「スタートアップセミナー」及び「フレッシュマンセミナー 文化

に生きる 」を必修とし、学修方法や大学生活に必要な知識・技能・表現力の修得及び平和を希

求し、広島文化学園大学の学生としてのアイデンティティの涵養を図る。また，キャリア形成

力育成の為にキャリアデザイン科目を配置する。

２）グローバルな視点に立ち，感性豊かで倫理観に基づいた行動がとれることを目的に教養教育

を、教養教育科目を配置する。

３）専門教育では、地域社会における問題理解のための基本的視点・考え方を基礎科目・専門科目

として配置する。

４）キャリア教育では、看護専門技術を展開するために必要な科目と演習、看護実践能力を高める

ための実習科目を配置し、地域社会に貢献できる力を修得する。

また、問題解決能力の深化とキャリア形成に応じて各選択コースの指定の科目を配置する。
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（３）学修成果の評価

学修成果の評価は，別に定めるアセスメントプランに基づき実施する。

３ アドミッション・ポリシー 入学者受入れの方針

看護学部看護学科の教育目的を理解し、ディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーを踏ま

えて、入学後の修学に必要な基礎的能力、コミュニケーション力、及び目的意識と学ぶ意欲を持ち、

入学を希望する次のような人を、多様な入学者選抜方法により受け入れる。

（１）高等学校の教育課程である国語・数学・理科の基礎科目を幅広く習得し、入学後の修学に必

要な基礎学力を有している。

（２）高等学校までの履修内容を通じて、聞く・話す・読む・書くというコミュニケーションの基

礎的な能力を身に付けている。

（３）主体的に学習できる姿勢を持ち、予習・復習等の学習時間を確保する習慣がある。

（４）対人関係作りの基礎づくり経験があり、感性豊かで、人と関わり合うことが好きである。

（５）看護職に就き、社会貢献したいという明確な意思を持ち、ボランティア経験や地域社会にお

ける体験活動に参加したことがある。
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水 春季休業開始 金 ④ 月 ⑦ 水 ⑪ 土 高大連携公開講座 火 木 ② 日 火 ⑨ 金 元日 月 ⑭ 月

木 オリエンテーション 土 火 ⑦ 木 ⑫ 日 水 金 ② 月 ⑤ 水 ⑩ 土 火 立入禁止 火

金 入学宣誓式 日 憲法記念日 水 ⑦ 金 ⑫ 月 ⑮ 木 土 火 文化の日 木 ⑩ 日 水 ⑯ 水

土 月 みどりの日 木 ⑧ 土 火 ⑯ 金 日 水 ⑥ 金 ⑩ 月 木 ⑯ 木

日 春季休業終了 火 こどもの日 金 ⑧ 日 入試説明会 水 ⑯ 土 月 ② 木 ⑥ 土 火 金 ⑯ 金

月 オリエンテーション 水 振替休日 土 月 ⑫ 木 日 オープンキャンパス 火 ② 金 ⑦ 日 水 土 土

火 オリエンテーション 木 休業日 日 火 ⑫ 金 ⑮水曜授業振替日
前期授業終了

月 水
②
履修登録〆切（17：
00）

土 月 ⑨ 木 冬季休業終了 日 日

水 ①前期授業開始 金 休業日 月 ⑧ 水 ⑫ 土 オープンキャンパス 火 木 ③ 日 火 ⑩ 金 ⑫ 月 ⑮ 月

木 ① 土 火 ⑧ 木 ⑬ 日 水 金 ③ 月 ⑥ 水 ⑪ 土 火 ⑯ 火

金 ① 日 水 ⑧ 金 ⑬ 月 休業日 木 土 立入禁止
（13：00まで）

火 ⑥ 木 ⑪ 日 水 水

土 新入生歓迎交流会 月 ④ 木 ⑨ 土 火 山の日
夏季休業開始

金 秋季学位記授与式 日 水 ⑦ 金 ⑪ 月 成人の日 木 建国記念の日 木

日 火 ④ 金 ⑨ 日 オープンキャンパス 水 休業日 土 立入禁止
（13：00まで）

月 スポーツの日 木 ⑦ 土 火 ⑬ 金 金

月 ① 水 ④ 土 月 ⑬ 木 休業日 日 火 ③ 金 ⑧ 日 水 ⑬ 土 土

火 ① 木 ⑤ 日 火 ⑬ 金 休業日 月 水 ③ 土 大学祭 月 ⑩ 木 ⑬ 日 日

水 ② 金 ⑤ 月 ⑨ 水 合同スポーツ大会 土 火 木 ④ 日 火 ⑪ 金 ⑬ 月 ⑯ 月

木 ② 土 火 ⑨ 木 ⑭ 日 水 金 ④ 月 ⑦ 水 ⑫ 土 火 立入禁止 火 学位記授与式

金 ② 日 水 ⑨ 金 ⑭ 月 木 土 立入禁止
（13：00まで）

火 ⑦ 木 ⑫ 日 水 水 立入禁止

土 月 ⑤ 木 ⑩ 土 火 金 後期オリエンテーショ
ン

日 水 ⑧ 金 立入禁止 月 ⑫ 木 宣誓式【1年生】 木

日 火 ⑤ 金 ⑩ 日 水 土 月 ③ 木 ⑧ 土 火 ⑭ 金 後期授業終了 金

月 ② 水 ⑤ 土 月 海の日 木 日 夏季休業終了 火 ④ 金 立入禁止 日 水 ⑭ 土 土

火
②
履修登録〆切（17：
00）

木 ⑥ 日 オープンキャンパス 火 ⑭ 金 月 敬老の日 水 ④ 土 月 ⑪月曜授業振替日
冬季休業開始

木 ⑭ 日 学年末休業開始 日 春分の日

水 ③ 金 ⑥ 月 ⑩ 水 ⑬ 土 高大連携公開講座 火 国民の休日 木 ⑤AM看護研究論文
発表会【4年生】

日 火 ⑫火曜授業振替日 金 ⑭ 月 月 振替休日

木 ③ 土 火 ⑩ 木 ⑮ 日 水 秋分の日 金 ⑤ 月 勤労感謝の日 水 土 火 天皇誕生日 火

金 ③ 日 オープンキャンパス 水 ⑩ 金 ⑮ 月 木 ①後期授業開始 土 火 ⑧ 木 日 水 水

土 月 ⑥ 木 ⑪ 土 立入禁止 火 金 ① 日 水 ⑨ 金 月 ⑬ 木 木

日 火 ⑥ 金 ⑪ 日 入試説明会 水 土 立入禁止
（13：00まで）

月 ④ 木 ⑨ 土 火 ⑮ 金 金

月 ③ 水 ⑥ 土 月 ⑭ 木 日 火 ⑤ 金 ⑨ 日 水 ⑮ 土 土

火 ③ 木 ⑦ 日 火 ⑮ 金 月 ① 水 ⑤ 土 月 休業日 木 ⑮ 日 日

水 昭和の日 金 ⑦ 月 ⑪ 水 ⑭ 土 立入禁止
（13：00まで）

火 ① 木 ⑤PM看護学部公開
講座【全学年対象】

日 火 休業日 金 ⑮ 月

木 ④ 土 火 ⑪ 木 ⑯ 日 水 ① 金 ⑥ 月 ⑧ 水 休業日 土 火

日 金 ⑯ 月 土 木 休業日 日 水 学年末休業終了

前期：4/1(水）～9/20(日) 後期：9/21(月)～3/31(水)

　 4/21(火）17：00まで　前期履修登録期間 8/31(月)～9/18(金)　基礎看護学実習Ⅱ【2年生】 　10/7(水）17：00まで　後期履修登録期間 2/17(水)～3/5(金)　基礎看護学実習Ⅰ【1年生】

★長期休業期間中に，補講・集中講義等を設定する場合があります。 ★長期休業期間中に，補講・集中講義等を設定する場合があります。

予定表は都合により変更する場合があります。入学者選抜実施日は，原則学生の構内への立ち入りは出来ません。 予定表は都合により変更する場合があります。入学者選抜実施日は，原則学生の構内への立ち入りは出来ません。
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2026（令和８）年度 行事予定表（前期）　 【看護学部・看護学研究科】 2026（令和８）年度 行事予定表（後期）　 【看護学部・看護学研究科】

44月月 55月月 66月月 77月月 88月月 99月月 1100月月 1111月月 1122月月 11月月 22月月
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水 春季休業開始 金 ④ 月 ⑦ 水 ⑪ 土 高大連携公開講座 火 木 ② 日 火 ⑨ 金 元日 月 ⑭ 月

木 オリエンテーション 土 火 ⑦ 木 ⑫ 日 水 金 ② 月 ⑤ 水 ⑩ 土 火 立入禁止 火

金 入学宣誓式 日 憲法記念日 水 ⑦ 金 ⑫ 月 ⑮ 木 土 火 文化の日 木 ⑩ 日 水 ⑯ 水

土 月 みどりの日 木 ⑧ 土 火 ⑯ 金 日 水 ⑥ 金 ⑩ 月 木 ⑯ 木

日 春季休業終了 火 こどもの日 金 ⑧ 日 入試説明会 水 ⑯ 土 月 ② 木 ⑥ 土 火 金 ⑯ 金

月 オリエンテーション 水 振替休日 土 月 ⑫ 木 日 オープンキャンパス 火 ② 金 ⑦ 日 水 土 土

火 オリエンテーション 木 休業日 日 火 ⑫ 金 ⑮水曜授業振替日
前期授業終了

月 水
②
履修登録〆切（17：
00）

土 月 ⑨ 木 冬季休業終了 日 日

水 ①前期授業開始 金 休業日 月 ⑧ 水 ⑫ 土 オープンキャンパス 火 木 ③ 日 火 ⑩ 金 ⑫ 月 ⑮ 月

木 ① 土 火 ⑧ 木 ⑬ 日 水 金 ③ 月 ⑥ 水 ⑪ 土 火 ⑯ 火

金 ① 日 水 ⑧ 金 ⑬ 月 休業日 木 土 立入禁止
（13：00まで）

火 ⑥ 木 ⑪ 日 水 水

土 新入生歓迎交流会 月 ④ 木 ⑨ 土 火 山の日
夏季休業開始

金 秋季学位記授与式 日 水 ⑦ 金 ⑪ 月 成人の日 木 建国記念の日 木

日 火 ④ 金 ⑨ 日 オープンキャンパス 水 休業日 土 立入禁止
（13：00まで）

月 スポーツの日 木 ⑦ 土 火 ⑬ 金 金

月 ① 水 ④ 土 月 ⑬ 木 休業日 日 火 ③ 金 ⑧ 日 水 ⑬ 土 土

火 ① 木 ⑤ 日 火 ⑬ 金 休業日 月 水 ③ 土 大学祭 月 ⑩ 木 ⑬ 日 日

水 ② 金 ⑤ 月 ⑨ 水 合同スポーツ大会 土 火 木 ④ 日 火 ⑪ 金 ⑬ 月 ⑯ 月

木 ② 土 火 ⑨ 木 ⑭ 日 水 金 ④ 月 ⑦ 水 ⑫ 土 火 立入禁止 火 学位記授与式

金 ② 日 水 ⑨ 金 ⑭ 月 木 土 立入禁止
（13：00まで）

火 ⑦ 木 ⑫ 日 水 水 立入禁止

土 月 ⑤ 木 ⑩ 土 火 金 後期オリエンテーショ
ン

日 水 ⑧ 金 立入禁止 月 ⑫ 木 宣誓式【1年生】 木

日 火 ⑤ 金 ⑩ 日 水 土 月 ③ 木 ⑧ 土 火 ⑭ 金 後期授業終了 金

月 ② 水 ⑤ 土 月 海の日 木 日 夏季休業終了 火 ④ 金 立入禁止 日 水 ⑭ 土 土

火
②
履修登録〆切（17：
00）

木 ⑥ 日 オープンキャンパス 火 ⑭ 金 月 敬老の日 水 ④ 土 月 ⑪月曜授業振替日
冬季休業開始

木 ⑭ 日 学年末休業開始 日 春分の日

水 ③ 金 ⑥ 月 ⑩ 水 ⑬ 土 高大連携公開講座 火 国民の休日 木 ⑤AM看護研究論文
発表会【4年生】

日 火 ⑫火曜授業振替日 金 ⑭ 月 月 振替休日

木 ③ 土 火 ⑩ 木 ⑮ 日 水 秋分の日 金 ⑤ 月 勤労感謝の日 水 土 火 天皇誕生日 火

金 ③ 日 オープンキャンパス 水 ⑩ 金 ⑮ 月 木 ①後期授業開始 土 火 ⑧ 木 日 水 水

土 月 ⑥ 木 ⑪ 土 立入禁止 火 金 ① 日 水 ⑨ 金 月 ⑬ 木 木

日 火 ⑥ 金 ⑪ 日 入試説明会 水 土 立入禁止
（13：00まで）

月 ④ 木 ⑨ 土 火 ⑮ 金 金

月 ③ 水 ⑥ 土 月 ⑭ 木 日 火 ⑤ 金 ⑨ 日 水 ⑮ 土 土

火 ③ 木 ⑦ 日 火 ⑮ 金 月 ① 水 ⑤ 土 月 休業日 木 ⑮ 日 日

水 昭和の日 金 ⑦ 月 ⑪ 水 ⑭ 土 立入禁止
（13：00まで）

火 ① 木 ⑤PM看護学部公開
講座【全学年対象】

日 火 休業日 金 ⑮ 月

木 ④ 土 火 ⑪ 木 ⑯ 日 水 ① 金 ⑥ 月 ⑧ 水 休業日 土 火

日 金 ⑯ 月 土 木 休業日 日 水 学年末休業終了

前期：4/1(水）～9/20(日) 後期：9/21(月)～3/31(水)

　 4/21(火）17：00まで　前期履修登録期間 8/31(月)～9/18(金)　基礎看護学実習Ⅱ【2年生】 　10/7(水）17：00まで　後期履修登録期間 2/17(水)～3/5(金)　基礎看護学実習Ⅰ【1年生】

★長期休業期間中に，補講・集中講義等を設定する場合があります。 ★長期休業期間中に，補講・集中講義等を設定する場合があります。

予定表は都合により変更する場合があります。入学者選抜実施日は，原則学生の構内への立ち入りは出来ません。 予定表は都合により変更する場合があります。入学者選抜実施日は，原則学生の構内への立ち入りは出来ません。
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2026（令和８）年度 行事予定表（前期）　 【看護学部・看護学研究科】 2026（令和８）年度 行事予定表（後期）　 【看護学部・看護学研究科】

44月月 55月月 66月月 77月月 88月月 99月月 1100月月 1111月月 1122月月 11月月 22月月
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水 春季休業開始 金 ④ 月 ⑦ 水 ⑪ 土 高大連携公開講座 火 木 ② 日 火 ⑨ 金 元日 月 ⑭ 月

木 オリエンテーション 土 火 ⑦ 木 ⑫ 日 水 金 ② 月 ⑤ 水 ⑩ 土 火 立入禁止 火

金 入学宣誓式 日 憲法記念日 水 ⑦ 金 ⑫ 月 ⑮ 木 土 火 文化の日 木 ⑩ 日 水 ⑯ 水

土 月 みどりの日 木 ⑧ 土 火 ⑯ 金 日 水 ⑥ 金 ⑩ 月 木 ⑯ 木

日 春季休業終了 火 こどもの日 金 ⑧ 日 入試説明会 水 ⑯ 土 月 ② 木 ⑥ 土 火 金 ⑯ 金

月 オリエンテーション 水 振替休日 土 月 ⑫ 木 日 オープンキャンパス 火 ② 金 ⑦ 日 水 土 土

火 オリエンテーション 木 休業日 日 火 ⑫ 金 ⑮水曜授業振替日
前期授業終了

月 水
②
履修登録〆切（17：
00）

土 月 ⑨ 木 冬季休業終了 日 日

水 ①前期授業開始 金 休業日 月 ⑧ 水 ⑫ 土 オープンキャンパス 火 木 ③ 日 火 ⑩ 金 ⑫ 月 ⑮ 月

木 ① 土 火 ⑧ 木 ⑬ 日 水 金 ③ 月 ⑥ 水 ⑪ 土 火 ⑯ 火

金 ① 日 水 ⑧ 金 ⑬ 月 休業日 木 土 立入禁止
（13：00まで）

火 ⑥ 木 ⑪ 日 水 水

土 新入生歓迎交流会 月 ④ 木 ⑨ 土 火 山の日
夏季休業開始

金 秋季学位記授与式 日 水 ⑦ 金 ⑪ 月 成人の日 木 建国記念の日 木

日 火 ④ 金 ⑨ 日 オープンキャンパス 水 休業日 土 立入禁止
（13：00まで）

月 スポーツの日 木 ⑦ 土 火 ⑬ 金 金

月 ① 水 ④ 土 月 ⑬ 木 休業日 日 火 ③ 金 ⑧ 日 水 ⑬ 土 土

火 ① 木 ⑤ 日 火 ⑬ 金 休業日 月 水 ③ 土 大学祭 月 ⑩ 木 ⑬ 日 日

水 ② 金 ⑤ 月 ⑨ 水 合同スポーツ大会 土 火 木 ④ 日 火 ⑪ 金 ⑬ 月 ⑯ 月

木 ② 土 火 ⑨ 木 ⑭ 日 水 金 ④ 月 ⑦ 水 ⑫ 土 火 立入禁止 火 学位記授与式

金 ② 日 水 ⑨ 金 ⑭ 月 木 土 立入禁止
（13：00まで）

火 ⑦ 木 ⑫ 日 水 水 立入禁止

土 月 ⑤ 木 ⑩ 土 火 金 後期オリエンテーショ
ン

日 水 ⑧ 金 立入禁止 月 ⑫ 木 宣誓式【1年生】 木

日 火 ⑤ 金 ⑩ 日 水 土 月 ③ 木 ⑧ 土 火 ⑭ 金 後期授業終了 金

月 ② 水 ⑤ 土 月 海の日 木 日 夏季休業終了 火 ④ 金 立入禁止 日 水 ⑭ 土 土

火
②
履修登録〆切（17：
00）

木 ⑥ 日 オープンキャンパス 火 ⑭ 金 月 敬老の日 水 ④ 土 月 ⑪月曜授業振替日
冬季休業開始

木 ⑭ 日 学年末休業開始 日 春分の日

水 ③ 金 ⑥ 月 ⑩ 水 ⑬ 土 高大連携公開講座 火 国民の休日 木 ⑤AM看護研究論文
発表会【4年生】

日 火 ⑫火曜授業振替日 金 ⑭ 月 月 振替休日

木 ③ 土 火 ⑩ 木 ⑮ 日 水 秋分の日 金 ⑤ 月 勤労感謝の日 水 土 火 天皇誕生日 火

金 ③ 日 オープンキャンパス 水 ⑩ 金 ⑮ 月 木 ①後期授業開始 土 火 ⑧ 木 日 水 水

土 月 ⑥ 木 ⑪ 土 立入禁止 火 金 ① 日 水 ⑨ 金 月 ⑬ 木 木

日 火 ⑥ 金 ⑪ 日 入試説明会 水 土 立入禁止
（13：00まで）

月 ④ 木 ⑨ 土 火 ⑮ 金 金

月 ③ 水 ⑥ 土 月 ⑭ 木 日 火 ⑤ 金 ⑨ 日 水 ⑮ 土 土

火 ③ 木 ⑦ 日 火 ⑮ 金 月 ① 水 ⑤ 土 月 休業日 木 ⑮ 日 日

水 昭和の日 金 ⑦ 月 ⑪ 水 ⑭ 土 立入禁止
（13：00まで）

火 ① 木 ⑤PM看護学部公開
講座【全学年対象】

日 火 休業日 金 ⑮ 月

木 ④ 土 火 ⑪ 木 ⑯ 日 水 ① 金 ⑥ 月 ⑧ 水 休業日 土 火

日 金 ⑯ 月 土 木 休業日 日 水 学年末休業終了

前期：4/1(水）～9/20(日) 後期：9/21(月)～3/31(水)

　 4/21(火）17：00まで　前期履修登録期間 8/31(月)～9/18(金)　基礎看護学実習Ⅱ【2年生】 　10/7(水）17：00まで　後期履修登録期間 2/17(水)～3/5(金)　基礎看護学実習Ⅰ【1年生】

★長期休業期間中に，補講・集中講義等を設定する場合があります。 ★長期休業期間中に，補講・集中講義等を設定する場合があります。

予定表は都合により変更する場合があります。入学者選抜実施日は，原則学生の構内への立ち入りは出来ません。 予定表は都合により変更する場合があります。入学者選抜実施日は，原則学生の構内への立ち入りは出来ません。

33月月

2026（令和８）年度 行事予定表（前期）　 【看護学部・看護学研究科】 2026（令和８）年度 行事予定表（後期）　 【看護学部・看護学研究科】

44月月 55月月 66月月 77月月 88月月 99月月 1100月月 1111月月 1122月月 11月月 22月月
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水 春季休業開始 金 ④ 月 ⑦ 水 ⑪ 土 高大連携公開講座 火 木 ② 日 火 ⑨ 金 元日 月 ⑭ 月

木 オリエンテーション 土 火 ⑦ 木 ⑫ 日 水 金 ② 月 ⑤ 水 ⑩ 土 火 立入禁止 火

金 入学宣誓式 日 憲法記念日 水 ⑦ 金 ⑫ 月 ⑮ 木 土 火 文化の日 木 ⑩ 日 水 ⑯ 水

土 月 みどりの日 木 ⑧ 土 火 ⑯ 金 日 水 ⑥ 金 ⑩ 月 木 ⑯ 木

日 春季休業終了 火 こどもの日 金 ⑧ 日 入試説明会 水 ⑯ 土 月 ② 木 ⑥ 土 火 金 ⑯ 金

月 オリエンテーション 水 振替休日 土 月 ⑫ 木 日 オープンキャンパス 火 ② 金 ⑦ 日 水 土 土

火 オリエンテーション 木 休業日 日 火 ⑫ 金 ⑮水曜授業振替日
前期授業終了

月 水
②
履修登録〆切（17：
00）

土 月 ⑨ 木 冬季休業終了 日 日

水 ①前期授業開始 金 休業日 月 ⑧ 水 ⑫ 土 オープンキャンパス 火 木 ③ 日 火 ⑩ 金 ⑫ 月 ⑮ 月

木 ① 土 火 ⑧ 木 ⑬ 日 水 金 ③ 月 ⑥ 水 ⑪ 土 火 ⑯ 火

金 ① 日 水 ⑧ 金 ⑬ 月 休業日 木 土 立入禁止
（13：00まで）

火 ⑥ 木 ⑪ 日 水 水

土 新入生歓迎交流会 月 ④ 木 ⑨ 土 火 山の日
夏季休業開始

金 秋季学位記授与式 日 水 ⑦ 金 ⑪ 月 成人の日 木 建国記念の日 木

日 火 ④ 金 ⑨ 日 オープンキャンパス 水 休業日 土 立入禁止
（13：00まで）

月 スポーツの日 木 ⑦ 土 火 ⑬ 金 金

月 ① 水 ④ 土 月 ⑬ 木 休業日 日 火 ③ 金 ⑧ 日 水 ⑬ 土 土

火 ① 木 ⑤ 日 火 ⑬ 金 休業日 月 水 ③ 土 大学祭 月 ⑩ 木 ⑬ 日 日

水 ② 金 ⑤ 月 ⑨ 水 合同スポーツ大会 土 火 木 ④ 日 火 ⑪ 金 ⑬ 月 ⑯ 月

木 ② 土 火 ⑨ 木 ⑭ 日 水 金 ④ 月 ⑦ 水 ⑫ 土 火 立入禁止 火 学位記授与式

金 ② 日 水 ⑨ 金 ⑭ 月 木 土 立入禁止
（13：00まで）

火 ⑦ 木 ⑫ 日 水 水 立入禁止

土 月 ⑤ 木 ⑩ 土 火 金 後期オリエンテーショ
ン

日 水 ⑧ 金 立入禁止 月 ⑫ 木 宣誓式【1年生】 木

日 火 ⑤ 金 ⑩ 日 水 土 月 ③ 木 ⑧ 土 火 ⑭ 金 後期授業終了 金

月 ② 水 ⑤ 土 月 海の日 木 日 夏季休業終了 火 ④ 金 立入禁止 日 水 ⑭ 土 土

火
②
履修登録〆切（17：
00）

木 ⑥ 日 オープンキャンパス 火 ⑭ 金 月 敬老の日 水 ④ 土 月 ⑪月曜授業振替日
冬季休業開始
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木 ③ 土 火 ⑩ 木 ⑮ 日 水 秋分の日 金 ⑤ 月 勤労感謝の日 水 土 火 天皇誕生日 火
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33月月

2026（令和８）年度 行事予定表（前期）　 【看護学部・看護学研究科】 2026（令和８）年度 行事予定表（後期）　 【看護学部・看護学研究科】

44月月 55月月 66月月 77月月 88月月 99月月 1100月月 1111月月 1122月月 11月月 22月月
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Ⅰ 教育課程の概要  

 
看護学部教育の理念

 
看護実践能力の低下が著しく問われる昨今の看護教育界の中で，広島文化学園の教育理念である“究

理実践”を受けて広島文化学園大学看護学部は看護学が学際的学問であることやパラダイム転換の時期

を迎えている。このことより，関連する諸学問領域と連携しつつ看護に関する独自の研究を推進する。

さらに看護学の一層の充実を図り，教育の発展を促し，時代と共に変化する人々のヘルスニ－ズに対応

できる真の看護専門職者の育成を可能にするために本学部では以下の教育理念を置く。 

１) 生命に対する畏敬の念と倫理観に基づいた行動ができる感性豊かな人間を育成する。 

２) グロ－バルな視点をもち，専門知識と実践能力を有する看護専門職者を育成する。 

３) 生涯学習し続ける態度を有し，地域社会に貢献する看護専門職者を育成する。 

教育方針

１) 学習者が知識と行動を融合させて，主体的に実践できるように教育する。 

２) 一般教養を高め自律した基本的生活態度を養う。 

 

教育目的

看護学に係わる領域について，関連する諸学問領域と連携しつつ総合的に教育研究し，時代と共に変

化する人々のヘルスニーズに対応でき，かつ地域社会，国際社会に貢献する看護職者の育成を目的とす

る。 

①看護学科 

実践的な教育研究体系の中で，生命に対する畏敬の念と倫理観に基づいた豊かな感性，グローバルな

視点，専門知識と実践能力，さまざまな問題に対処できる問題解決能力，生涯にわたって自ら学習を続

けることのできる能力を合わせ持ち，地域社会，国際社会に貢献できる看護専門職者を育成する。 

 

教育目標

 

１) グロ－バルな視点に立って看護実践の基礎的能力が修得できる。 

２) 豊かな感性を養うことができる。 

３) 高い倫理性を持ち，責任ある行動がとれる。 

４) 問題解決能力を高め，研究的態度を養う。 

５) 専門知識を生かし，地域貢献に取り組む。 

６) 人間関係形成能力を身につけ自己成長できる。 

７) 主体的学習態度を身につけ職業的アイデンティティを形成できる。 
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教育の特色

 

リベラルアーツ教育について 

本学では、教養人として事物に束縛されず自由に物事を深く考究する基盤となる資質・能力を養うた

めに、実践的で具体的な情報を扱う技法、理論的な知識を扱う技法、転移可能な多角的・汎用的技法で

構成されるリベラルアーツ教育を推進する。また本学部は実践科学としての看護学・論に依拠・発展基

盤となる学問や基礎科学の策定，日々の診断の手続きや問題解決の多くが導かれる応用科学や技術学の

学修，基盤となる基礎知識を使って看護実践につながる技術や態度の育成につながる教育課程（別表P

30 ～ P32）を策定した。その教育における特色は以下のとおりである。 

１) 教養教育は物事の意味認識拡大に重要である。看護学部が求めているグローバルな視点に立っ

て，倫理観に基づいた行動ができる感性豊かな人間育成のためには教養教育（人文科学系の教育）

は不可欠であり，その科目の単位数を増加させ他の教育機関との単位互換性を可能にした。 

２) 看護専門職者として専門知識と実践能力を高めるために基礎看護学における技術論を強化した。 

３) 現行教育課程における研究の充実に加え，問題解決能力を高める看護専門職者育成のために， 

従来の学科目でばらばらに教育されていた看護過程の教育を一元化した。これにより，看護理論か

ら看護実践における思考能力学修が秩序立てて行われるよう配列した。 

 

．教育課程の構造

 

本学部の教育課程は，特に今日の看護ニーズを検討し，それに対応できる実践科学としての看護

学・論に関する緒論を体系化したものであり，以下に示す特色を持たせた。図１の教育課程構造図

は，看護学部教育から大学院研究科博士（前期・後期）課程の循環型研究を示したものである。こ

の一連の教育を通して，高度な看護研究・実践・教育・管理能力に発展させ，実践の科学としての

看護学の成熟を目指している。

図図１１ 看看護護学学部部教教育育課課程程構構造造図図
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１） 教育課程構築にあたり，教養教育科目を設置し，基礎看護学を中核・基盤とした，基礎看

護学を拡大・積み上げる方向性で他の諸学・諸論を構築した。

２） 体系化した看護学・論の名称は，基礎看護学，実践応用看護学，看護の統合と実践，専門

領域看護論，看護研究である。

３） 基礎看護学と実践応用看護学・専門領域看護論及び看護研究の学究を効果的にするために，

教養教育科目及び基礎科目を配置した。

４） 基礎科目は，人文社会科学系・医療自然科学系の諸科学を配置した。

５） 基礎看護学の基盤の上に，実践に応用するための看護学として実践応用看護学を構築し，

さらにその上部に今日の看護における専門領域を学究するための専門領域看護論及びその

集大成として看護研究をおいた。

６） その他，選択型教育課程における本学部の特色として，看護師教育を基盤に，保健師コース，

養護教諭一種免許状資格取得コース，高等学校教諭一種免許状（看護）資格取得コース，認知症

看護強化コース，救急看護強化コース，精神保健看護強化コースを配置した。

．年次教育目標

 
看護学部教育理念・目標および教育課程構造を考慮し，以下の年次目標を設定し，卒業時到達目標の

指標とする。 
 

１) １年次目標 
(１) 人間と人間が生活する環境について理解できる。 
(２) 主体的学習態度を身に付ける。 
(３) 日常生活において責任ある行動がとれる。 
(４) 看護実践に必要な基礎知識・技術の必要性が分かる。 
(５) 自己を洞察し，他者理解を深め，身の回りとの人間関係が構築できる。 
 
２) ２年次目標 
(１) 病気の成り立ちと回復への促進に関する知識が理解できる。 
(２) 豊かな感性を養うことができる。共感的態度が身に付く。 
(３) 探究心を持ち，問題解決能力を高めることができる。 
(４) 看護実践に必要な基礎知識・技術が習得できる。 
(５) 専門知識を生かし，地域の人々に目を向けることができる。 
(６) 臨地において医療メンバーの一員としての行動がとれる。 

 
２) ３年次目標 
(１) 主体的に学習し問題解決能力を高める。 
(２) 看護実践において必要な基礎知識・技術を創造的に実践できる。 
(３) 研究的態度を養い，創意工夫できる。 
(４) 倫理的態度を養い，人を尊重できる。 
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(５) 自己を洞察し，他者理解を深め，身の回りとの人間関係が構築できる。 
 
２) ２年次目標 
(１) 病気の成り立ちと回復への促進に関する知識が理解できる。 
(２) 豊かな感性を養うことができる。共感的態度が身に付く。 
(３) 探究心を持ち，問題解決能力を高めることができる。 
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(２) 看護実践において必要な基礎知識・技術を創造的に実践できる。 
(３) 研究的態度を養い，創意工夫できる。 
(４) 倫理的態度を養い，人を尊重できる。 
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(５) 臨地において医療メンバーの一員として責任ある行動がとれる。 
 

４) ４年次目標 
(１) 個々の健康問題に即した看護実践の基礎的能力が修得できる。 
(２) 高い倫理性を持ち，責任ある行動がとれる。 
(３) 問題解決能力を高め，研究的態度を養う。 
(４) 人間関係形成能力を身につけ自己成長できる。 
(５) 職業的アイデンティティが形成でき，地域貢献できる。 

 
．教育課程の構成

１） 教養教育科目

教養教育科目は教育課程表に示した概要のとおりである。

（１）教養コア科目

「「教教養養セセミミナナーー」」

「教養セミナー」に単独で配置される『スタートアップセミナー』は，新入生を対象とした初

年次教育に特化したものである。

『「「対対話話」」のの教教育育』

『「対話」の教育』に単独で配置される『フレッシュマンセミナー 文化に生きる 』では，学

校法人広島文化学園が掲げる教育方針を各学部各学科の長が紹介し，本学が広島で開学し半世紀

年 を経過する過程で，広島に根差し，広島に貢献してきた伝統について理解させるとともに，

学校法人広島文化学園に対する帰属意識の醸成を図る。

『「「 」』

「 」に配置される看護からの Ⅰ 看護からの Ⅱでは 持続可能な開発目標（ ）

を理解し，日本や各国の保健医療にかかわる活動状況を知る。 課題に対して課題を明確にし，

課題解決に向けて実践することを目的としている。

（２）領域科目 人間と社会，人間と文化，人間と環境

「領域科目」では，現実社会の中で人間が抱える諸問題に対し，幅広い視点から人間と環境，社

会，及び文化の関係を体系的に学ばせることにより課題解決の方途を探究し，それを広く伝えるこ

とができる能力を育成する。

① 「人人間間とと社社会会」：必修科目として人間関係論，発達心理学，家族論の３科目 選択科目として

インクルーシブ社会論，社会学概論，日本国憲法，ボランティアと地域住民生活の４科目で構

成している。

② 「人人間間とと文文化化」：必修科目として心理学概論，国際社会と医療，情報と医療の３科目，選択科

目として人間社会における音楽文化，広島県地域の時事問題，音楽と日常生活の３科目で構成

している。
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③ 「人人間間とと環環境境」：必修科目として生命倫理，生活と統計，科学的研究法入門の３科目，選択科

目として数理から見た生活，自然環境と人間の２科目で構成している。

「外外国国語語科科目目」

「外国語科目」には，必修科目として基礎英語Ⅰ・Ⅱ，医療英語会話Ⅰを配置した。基礎英語

Ⅰ及び基礎英語Ⅱでは読解力，リスニング，会話力を主体とした教育内容，医療英語会話Ⅰで

は医療現場に必要な英会話の基本的能力の学修に重点をおいている。選択科目として医療英語

会話Ⅱ，中国語を配置した。

「「健健康康ススポポーーツツ科科目目」」

「健康スポーツ科目」には必修科目として健康と運動を配置した。体育実践によって基礎的な

体力の維持向上を図り、協調性を養うとともに、競技のマナー・ルールを守ることによる社会

性を身に付けることに重点を置いている。

「「情情報報科科目目」」

「情報科目」には必修科目として情報科学概論，コンピューター操作法を配置した。情報の収

集，情報の整理・比較，情報の発信・伝達，情報モラル、セキュリティ，統計等の情報活用能

力 活用能力を含む の学修に重点を置いている。選択科目として情報処理法，情報システ

ム論を配置した。

「「キキャャリリアアデデザザイインン科科目目」」

「キャリアデザイン科目」に配置したリーダーシップ論，職業選択と職業的アイデンティティ

は，看護に対する職業的アイデンティティを培い，看護専門職に求められるリーダーシップ論

など実践的能力獲得を支援する科目である。

２）基礎科目

基礎科目は人文社会科学系・医療自然科学系で構成される。

① 人文社会科学系・医療自然科学系の意義と科目設定

人文社会科学系，医療自然科学の諸科学の中から看護学の学習に必要であり，前提となる

科目を選定した。 （教育課程表 参照） 

② 人文社会科学系，医療自然科学系の教育上の特色 

設定された人文社会科学系，医療自然科学系は，その科学独自の理論・知識体系を持つ

が，人文社会科学系，医療自然科学系として位置付けていることから，独自の学問体系

のうち，看護に関連するところを特に強調して，教育を行うものとする。

人文社会科学系，医療自然科学系の科目のうち，看護学の研究に必要な理論や知識は看

護学の体系に準ずる形で再編成し，可能な限り看護に応用，活用し易い教育方法をとるこ

ととする。 

人文社会科学系，医療自然科学系の教育内容のうち，看護学担当の専任教員が教授可能

である部分は，看護学学究に必要な知識として看護学を基軸に考えられるので，看護系教

員が教育にあたる。 
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３）専門科目

（１）基礎看護学

基礎看護学とは看護学分野全体の最も基本となる理論・知識の集約で，総ての看護の実践・

研究に応用される看護基礎教育において教授する原論をいう。 

基礎看護学は，看護学原論Ⅰ・看護学原論Ⅱ・援助方法論Ⅰ・援助方法論Ⅱ・援助方法論Ⅲ・

看護理論・基礎看護学実習Ⅰ・基礎看護学実習Ⅱの学科目を設定した。各学科目の概要はシラ

バスを参照のこと。

（２）実践応用看護学

① 定義と構成 

健康・発達のあらゆるレベル，看護の機能するあらゆる場で実践される看護の理論枠組を体

系化した実践応用のための看護学であり，看護学原論の実践の場での応用を可能にする学問

体系である。 

実践応用看護学は，地域・在宅看護論・精神看護学・母性看護学・小児看護学・成人看護学・

高齢者看護学の６分野の看護学をもって構成する。

図２ 実践応用看護学の構成と位置付け 

 

② 基礎看護学と実践応用看護学の位置付け 

実践応用看護学は，基礎看護学の実践への応用として図２の様に位置付けた。また，専

門領域看護論及び看護研究に展開していく基礎でもある。 

③ 教育時期・教育方法 

原則的に基礎看護学が先行し，基礎看護学の教授の後に実践応用看護学を教授する。基

礎看護学及び実践応用看護学とも必ず理論と，理論の応用としての実践（実習）を含む。 

 

― 対象発達特性を系類化した看護学

― 性と生殖機能を系類化した看護学

― 精神援助機能を系類化した看護学

― 地域・在宅における看護機能を系類化した 看護学

― 実践応用看護学の基礎となる原論基礎看護学
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④ 実践応用看護学の学科目の構成と教育の特色 

実践応用看護学の６分野を設定する際，看護機能の特性を系類化した看護学，看護機

能に発達特性を加味した看護学，対象発達特性を系類化した看護学として図２の６

科目を定立させた。 

また，資格取得も考慮して，保健師助産師看護師学校養成所指定規則も参照した。 

⑤ 実践応用看護学の概要 

実践応用看護学は表１に示した概要のとおりである。 

看護機能の特性を系類化した看護学として地域・在宅看護論・精神看護学をおいた。

看護機能のうち，地域・在宅における看護機能を系類化した看護学として地域・在宅

看護論を設定した。 

精神援助機能を系類化した看護学として精神看護学を設定した。  

看護機能のうち，性と生殖機能を系類化した看護学として母性看護学を設定した。性

意識・性役割等は，全発達段階に関係するが，その比重は発達段階によって軽重がある

と考え傾斜線で表わした。 

対象発達特性から系類化して，小児看護学・成人看護学・高齢者看護学の３看護学を

設定した。 

６分野の実践応用看護学の教授により，全ての発達段階の対象に看護のあらゆる機能

の実践，基礎教育が可能となる。 

各看護学には，概論，健康維持増進のための援助論，健康障害時の援助論及び実習の

教科目を立てた。その具体的名称は教育課程表に示したとおりである。  

６分野による実践応用看護学の概論，援助論の理論的教授内容は，各看護学実習にお

いて実践応用される。すなわち，概論・援助論と実習内容は一貫性を持たせて教授する。 

各看護学の概論，援助論の教育担当教員が，各看護学の実習の指導教員となり，理論

学修と実践学修の一貫性，相補性を図る。 

原則として，６分野の各看護学は理論的学修が先行し，実践的学修である実習が，そ

の後に続く。 

理論的に裏付けられた意図的，科学的援助が安全に実行できることを目的としている

という理由に依る。 

６分野の実践応用看護学の実習は，専門領域看護論の主体的学究の動機付けとする。

同時に，学生自身が卒業後の看護実践の領域の選択への動機付けとする。  
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表１ 実践応用看護学概要

看護学名称 概 要

看護機能の

特性別看護学

地域・在宅

看護論

基礎看護学の理論，技術を踏まえ，公衆衛生看護及び在宅看護

の果たす目的・役割機能・方法について理論的に論じ，地域や在

宅療養における看護実践ができるための専門知識体系及び技術

を教授する。地域で生活する全発達段階を含む。

精神看護学

基礎看護学の理論，技術を踏まえ，特に精神看護の機能の特性

を中心に，精神看護の目的・役割機能・方法について理論的に言

及，論ずる。さらに，精神看護を実践できるための専門知識体系

及び技術を教授する。全発達段階の対象を含む。 

看護の機能と

発達特性を加

味した看護学

母性看護学

基礎看護学の理論，技術を踏まえ，性と生殖に関連した母性看

護の目的・役割機能・方法について理論的に言及，論ずる。さら

に，母性看護が実践できるための専門知識体系及び技術を教授す

る。また，小児看護学と成人看護学・老年看護学にも関連した

内容を持つ。

発達段階別

対象特性

看護学

小児看護学

基礎看護学の理論，技術を踏まえ，特に小児期の発達特性に応

じた小児看護の目的・役割機能・方法について理論的に言及，

論ずる。さらに，小児看護が実践できるための専門知識体系及び

技術を教授する。 

成人看護学

基礎看護学の理論，技術を踏まえ，成人期の対象特性に応じた

成人看護の目的・役割機能・方法について理論的に言及，論ずる。

さらに，成人看護実践のための専門知識体系及び技術を教授す

る。

高齢者看護学

基礎看護学の理論，技術を踏まえ，老年期の対象特性に応じた

高齢者看護の目的・役割機能・方法について理論的に言及，論ず

る。さらに，高齢者看護実践のための専門知識体系及び技術を教

授する。 
  

（３）看護の統合と実践

病院組織における看護部の位置づけと役割・責務について理解し 病棟管理の実際を学ばせる。

また，看護チームメンバーの一員として，看護師の役割を理解し 援助の実際と優先順位の考え

方，管理の必要性を学ばせる。学生は看護師に同行し，複数の患者における優先順位度に応じた

援助を理解することができるよう実習を位置付ける。

（４）専門領域看護論

① 看護専門領域論の定義 

基礎看護学及び実践応用看護学の中から，今日の看護に必要とされ，また，研究的追求に

値する，看護の特殊でより専門化した分野及び課題を理論化し，「専門領域看護論」とした。

② 専門領域看護論設定の主旨と特徴 
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看護学を４年間にわたり科学的，系統的，統合的に教育することは，大学教育の主旨で

あり，責務でもある。 

本学では，専門領域看護論の学究によって，４年間の学修を集大成させようとするもの

である。 

専門領域看護論設定の主旨は，基礎看護学，実践応用看護学の学修の基礎の上に，更に

将来の学生個人の看護専門分野の追求及び進路選択をも考慮した上で専門領域の看護を

学究するために設けられたものである。 

看護学が実践科学である以上，今日の看護ニーズと，看護実践それ自体の専門分化に依

拠して，教育課程を構築する必要がある。

今日の看護ニーズと看護の専門分化を反映させた看護論が，専門領域看護論である。

看護の機能する場が拡大し，かつ多様化している現在，専門領域看護論として，臨床看

護論・看護教育管理論・看護統合の３領域を設定した。 

将来，専門分野の学究をしつつ，実践を担いかつリーダーシップをとることのできる人

材育成は，専門領域看護論の教育から出発するものと考えている。 

専門看護領域論の学究は，保健師，助産師，看護師すべての職種に必要であり，保健師，

助産師の資格取得のための教育ではない。 

専門領域看護論の教育は，専任教員の研究，教育の専門分野に基づいて，専任教員が担

う。 

さらに，その教育テーマによっては，広く，看護実践・看護教育・看護研究を行ってい

る中に人材を求め，教育を行う。 

専門領域看護論の教育テーマは，将来的には大学院における教育の分野として発展させ

ていきたい。 

③ 専門領域看護論における専門領域の決定 

基礎看護学及び実践応用看護学の中から，看護の機能する場の特性及び看護特有の機能

を抽出し，専門領域看護論の専門領域とする。 

今日の看護の専門分化に伴い，各専門領域に卓越した能力を有する人材育成のための基

礎教育としての専門領域看護論を考えると，看護の専門分化の動向を見通した上で，専門

領域看護論の専門領域を決定する。 

専門分化は今日の看護ニーズに依拠する。 

今日の看護ニーズは，大きくは医療の先鋭化と医療と福祉の共存によることから，それ

を考慮した上で専門領域看護論の専門領域を決定する。以上によって，３分野とした。  

④ 専門領域看護論の教育時期・教育方法 

専門領域看護論は，基礎看護学及び実践応用看護学の教授の後に教授する。  

基礎看護学及び実践応用看護学を担当する教員が，その教員の教育・研究のスペシャリ

ティを活かして教授する。 
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専門領域看護論においても理論と実践（実習）とが並行して教授されることがのぞまし

い。

専門領域看護論では，研究的手法も踏まえた上で，理論と実践の学修を行う。

（５）看護研究

看護学研究を行うに必要な概論及び方法論は，看護研究事例を用いて概説し，各自が研究を

行い発表報告する一連の過程を学習する。看護学の集大成と位置付けられる。

 

教育運用上の特色

１  教育内容の積上げ方式 

教育課程の領域や学科目は，基礎看護学を基軸におき，そこからの拡大や積み上げを行っ

て教育の拡充を考えている。 

本来，大学は単位制で，どの学年にあっても履修可能な時間制を設定するが，教育内容か

ら，基礎，応用，研究へと積み上げていく教育方法を基本とする。 

２  選択科目の多様性と学生の主体的意思決定 

必修科目を最小限にして，多種多様の選択科目を主体的に選択できるシステムをとって

いる。その理由は，看護専門職者としての主体的学修態度を育成するとともに，学生が看護

専門分野の学究を主体的に決定することを考慮したことによる。 

３  看護学・論の理論的教育と実践的教育の一貫性 

看護学が実践科学であることに因み，看護学・論の教育は理論的教育と実践的教育が並行

して行われる。その際，理論的教育と実践的教育の内容の一致性が不可欠である。教育運用

上，理論的教育を担当した教員が，実践的教育（演習，実習）も担当することを原則とし，

一貫性を図る。それは，基礎看護学，実践応用看護学，専門領域看護論のすべてについて行

われる。

実践教育の特色 

 

１ 広島文化学園大学看護学部における実践教育の特色 

１ 理論的教育と実践的教育の同等の価値付け 

看護学が実践科学であることに因み，本学では理論的教育と実践的教育とに対して同

等の比重・価値付けをする。具体的には，理論的教育担当者全員が実践的教育担当者とな

り，教育内容の一致・一貫性を図り教育にあたる。また，各看護学・論には必ず演習や実

習をおき，理論の実践への応用を教育する。 

２ 理論的教育と実践的教育の相関性の強化 
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実習においては理論統合を実践応用する演繹的教育と，実践から学生独自の看護実践

方法，看護観等を理論に帰納・構築する帰納的教育の両面がある。 

本学の実践教育では，演繹的・帰納的教育を学生の理解，修得の進度・程度に合わせて

適宜組み合わせ，実践教育の教育効果を図る。

３ 大学と看護実践場との協調・相補性 

看護学生の実践的教育を行う大学の看護教員と看護実践場の看護職者は，双方の看護

実践にかかわる基本的考え方，方法等を共有了解し，また不足は相補して，実践教育の指

導にあたる。そのために，教員と実践現場の看護教員との共同研究等も行う。 

４ 看護実践に関する研究の強化 

本学の看護学生の行う看護研究では，研究課題を主として看護実践における問題意識

を取り上げることとする。看護学実践での問題意識を理論的・実証的に追求することで，

将来的にも看護実践における研究的追求の態度及び研究方法論の修得の教育を行う。

２ 本学の実習教育の趣旨 

看護学が実践科学であることから，看護基礎教育においては実習を通じての実践教育が

重要な意味を持つ。人間・健康・看護についての理論的理解をベースに，実際に看護を必要

とする対象者に対して看護を実践し，実践の中から人間・健康・看護について学修を深める

ことは，看護の教育には不可欠の要素である。 

理論的教育に続けて実践教育をし，さらに，理論的学修にフィードバックする教育システ

ムをカリキュラムの進行に伴って行い，理論と実践の一致を図りながら看護教育の充実を

図る。

３ 本学の実習教育の目的 

１ 看護実践の理論性・科学性の教育 

看護実践の教育は単なる体験としての訓練教育ではない。看護実践の安全性・安楽性・

妥当性を保証するものは，看護実践の理論性・科学性である。 

看護の目的・対象・方法論は，看護実践の目的意識，看護の対象理解，看護の方法の決定に

役立つ理論であり，理論の教育は実践の科学性に有効なものである。 

２ 看護実践における知識・技術・思考能力の統合 

一人の人間を看護するには，既修の知識・技術・思考能力を連合，統合して行う必要が

ある。従って，実習が効果的に行われるためには，知識の活用，技術の合理的適用，思考過

程の明確化の三要素が同時に行われ，対象の看護問題の解決に至ることが必要となる。 

学生の看護実践については，知識・技術・思考能力に依拠して看護を行うという学修態

度が修得できることが実習教育の目的となる。
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３ 個別的看護の追求 

看護の最小単位は個人であり，個々に必要な看護はまた個別的であるとされている。家

族・地域等の集団においてもその個別性は重視されなければならない。従って，講義では

看護に関する一般論とそれを個別化させていく方法論，すなわち看護過程を学ぶことによ

り，はじめて個別的看護が可能となる。 

実習教育の最終目的は，個別化された看護が考えられ，実行評価できるということにあ

る。

４ 実習教育における倫理的配慮 

たとえ実習教育であっても，学生の行う看護は最善のものでなければならない。看護の未

熟さ，不完全さは他の看護職者によって充分に補填，補充されなければならない。 

従って，学生は行われている看護チームに属し，調整を取りながら，より質の高い看護

を学ぶという立場に立つ。あくまで看護の対象者は援助の対象であり，実験する存在とは

考えてはならない。

４ 教科と実習システム 

実習システムは，ａ基礎看護学，ｂ実践応用看護学，の各々に看護実習をおき，各教科の

理論的教育と並行及び修了に伴って実習を行うこととする。

概ね，実習の行われる時期は次のとおりとする。 

ａ基礎看護学 １～２年次 

ｂ実践応用看護学 ３～４年次 

５ 各領域別教育目的・目標 

１ 基礎看護学の教育目的・目標 

① あらゆる看護 対象別看護，看護の機能する場の特殊性を考慮した看護，健康レベルに応

じた看護 に共通する，また基礎となる看護の方法を修得する。 

② 看護の方法を修得することから，その人，その場，その健康レベルに応じた看護の目的・

機能・役割を理解することができる。 

③ 基礎看護学での学修は，実践応用看護学及び専門領域看護論の学習に応用され，活用する

ことができる。 

④ 特に学内演習は実際の看護をするための前訓練として位置付ける。理論と実践を結ぶ中

間の訓練とする。

２ 地域・在宅看護論の教育目的・目標 

① 地域の人々への保健・医療・福祉サービスの実態を保健所，市町村等の機能や事業を通し

て理解する。 

② 人間のライフサイクル，健康及び家族と看護活動との関わりの特徴を理解し，援助の方法

- 23 -

３ 個別的看護の追求 

看護の最小単位は個人であり，個々に必要な看護はまた個別的であるとされている。家

族・地域等の集団においてもその個別性は重視されなければならない。従って，講義では

看護に関する一般論とそれを個別化させていく方法論，すなわち看護過程を学ぶことによ

り，はじめて個別的看護が可能となる。 

実習教育の最終目的は，個別化された看護が考えられ，実行評価できるということにあ

る。

４ 実習教育における倫理的配慮 

たとえ実習教育であっても，学生の行う看護は最善のものでなければならない。看護の未

熟さ，不完全さは他の看護職者によって充分に補填，補充されなければならない。 

従って，学生は行われている看護チームに属し，調整を取りながら，より質の高い看護

を学ぶという立場に立つ。あくまで看護の対象者は援助の対象であり，実験する存在とは

考えてはならない。

４ 教科と実習システム 

実習システムは，ａ基礎看護学，ｂ実践応用看護学，の各々に看護実習をおき，各教科の

理論的教育と並行及び修了に伴って実習を行うこととする。

概ね，実習の行われる時期は次のとおりとする。 

ａ基礎看護学 １～２年次 

ｂ実践応用看護学 ３～４年次 

５ 各領域別教育目的・目標 

１ 基礎看護学の教育目的・目標 

① あらゆる看護 対象別看護，看護の機能する場の特殊性を考慮した看護，健康レベルに応

じた看護 に共通する，また基礎となる看護の方法を修得する。 

② 看護の方法を修得することから，その人，その場，その健康レベルに応じた看護の目的・

機能・役割を理解することができる。 

③ 基礎看護学での学修は，実践応用看護学及び専門領域看護論の学習に応用され，活用する

ことができる。 

④ 特に学内演習は実際の看護をするための前訓練として位置付ける。理論と実践を結ぶ中

間の訓練とする。

２ 地域・在宅看護論の教育目的・目標 

① 地域の人々への保健・医療・福祉サービスの実態を保健所，市町村等の機能や事業を通し

て理解する。 

② 人間のライフサイクル，健康及び家族と看護活動との関わりの特徴を理解し，援助の方法

- 23 -



について学ぶ。 

③ 地域保健・医療・福祉関係施設及び地域包括ケア体制とその体制における看護の役割につ

いて理解する。 

④ 入院・退院から在宅医療へと継続看護を通して，継続看護及び在宅看護の在り方を学

ぶ。 

３ 精神看護学の教育目的・目標

① 基礎看護学の基礎的方法論のうち，精神的援助論を中心に，その具体的看護の方法を修得

する。 

② 精神看護の方法を修得することから，精神看護の目的・機能・役割を理解することができ

る。 

③ 精神的援助は小児から高齢者までがその対象となる。そのことを考慮して小児・成人・母

性・高齢者看護との関連を持ち，かつ精神的援助の特性を学習する。 

４ 母性看護学の教育目的・目標 

① 母性と生殖の機能に働きかける母性の特性を加味して母性特有の看護の方法を修得する。

② 母性看護の方法を修得することから，母性看護の目的・機能・役割を理解することができ

る。 

③ 母性看護学が小児看護学・成人看護学と関連を持つことから，それらとの関連を把握しな

がら母性看護の方法を学ぶ。 

５ 小児看護学の教育目的・目標 

① 小児の対象特性，健康特性を加味して，小児独特の看護の方法を修得する。 

② 看護の方法を修得することから，小児看護独自の目的・機能・役割を理解することができ

る。 

③ 小児看護学は母性看護学と相互関係が深いことに因んで，心身の母子相互作用の部分に

ついては母性看護との関連をつけ，母子として総合的に考えることができる。 

④ 小児特有の看護に必要な援助方法の訓練を行い，また学内演習は理論と実践の中間に位

置し，看護実践の前訓練とする。 

６ 成人看護学の教育目的・目標 

① 成人各期の対象特性，健康特性を加味して，成人特有の看護方法を修得する。  

② 成人看護の方法を修得することから，成人看護の目的・機能・役割を理解することができ

る。 

③ あらゆる看護に共通する事項を抽出した学習から，成人看護学では成人特有の看護を具

体化させ，看護の方法を修得する。 

① 成人看護の機能する場，職域，学域での看護活動の実際も地域看護学と関連させて

学ぶ。
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体化させ，看護の方法を修得する。 

① 成人看護の機能する場，職域，学域での看護活動の実際も地域看護学と関連させて

学ぶ。
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７ 高齢者看護学の教育目的・目標 

① 高齢者の対象特性・健康特性を加味し，高齢者看護特有の看護方法を修得する。  

② 高齢者看護の方法を修得することから，高齢者看護の目的・機能・役割を理解することが

できる。 

③ あらゆる看護に共通する事項を抽出した学習から，高齢者看護学では高齢者特有の看護

を具体化させ，看護の方法を修得する。 

６ 各領域別実習目的・目標・・・詳細は実習要項を別途参照。 
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ナナンンババリリンンググ

看護学部では，2017 年度カリキュラムから，授業科目に適切な番号を付し分類する「ナ

ンバリング」を導入している。専門分野やレベルを勘案して，授業科目を分類したもので

ある。学修の段階や順序を整理し，カリキュラムをより体系的に理解するためのツールと

して，履修科目の選択やコース選択をする際などに活用する。 
 
ナンバリングのコード規則 

（例）フレッシュマンセミナーⅡ   

 
学部学科コード 

（アルファベット２文字） 

科目区分（専門分野） 
（アルファベット２文字） 

レベル（数字１ケタ） 
（1=基礎 2=応用 3=発展） 

通し番号 
（数字３ケタ） 

NN HS 1 010 
Nursing Science 
Nursing 

Humanities & Social 
Sciences 

1～3 001～ 

 
科目区分一覧 
コード 英語表記 分 野

LA Liberal Arts Core Subjects 教養コア科目

SA Subject Area 領域科目

FL Foreign Languages Subjects 外国語科目

HS Health And Sports Subjects 健康スポーツ科目

IS Informatics subjects 情報科目

CD Career Design キャリアデザイン

HS Humanities & Social Sciences 人文社会科学系

HE Health Sciences 医療自然科学系

FN Fundamental Nursing 基礎看護学

CH Community and Home Nursing Theory 地域・在宅看護論

MN Mental Health & Psychiatric Nursing 精神看護学

WN Women's & Newborn Health Nursing 母性看護学

CN Child Health Nursing 小児看護学

AN Adult Health Nursing 成人看護学

GN Geriatric Nursing 高齢者看護学

NP Nursing Integration & Practice 看護の統合と実践

SN Specialized Subjects on Clinical Nursing 臨床看護論

NN 
Nursing Education & Nursing 
Administration Theory 

看護教育管理論

IN Integrated Nursing Seminar 看護統合

NR Nursing Research 看護研究

SR 
Subjects Related To Teacher-training 
Curriculum 

教職課程に関する科目
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カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期
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カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践
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（文化に生きる）
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目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学
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医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期
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カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践
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論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
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科
目

基
礎
看
護
学
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践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
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目

人文社会科学系
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療
・
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然
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系
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養
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育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
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護
論
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看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学
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科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究
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目

人文社会科学系
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然
科
学
系

教
養
教
育
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目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学
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人間と環
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外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期



カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期
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カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践
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（文化に生きる）
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目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
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地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
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科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究
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目

人文社会科学系
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療
・
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然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学
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育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期
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カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
域
看
護
論

臨床看護論

看護教育管理論

看護統合

地域・在宅看護論

精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学

看護研究

基
礎
科
目

人文社会科学系

医
療
・
自
然
科
学
系

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践
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の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論

高齢者看護学

看護の統合と実践

専
門
領
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護
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看護教育管理論

看護統合
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精神看護学

母性看護学

小児看護学

成人看護学

専
門
科
目
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礎
看
護
学
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践
応
用
看
護
学

看護研究
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目

人文社会科学系
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然
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学
系

教
養
教
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目

教
養
コ
ア
科
目

「対話」
の教育

●
フレッシュマンセミナー

（文化に生きる）

領
域
科
目

人間と社
会

人間と文
化

人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期

カリキュラム・ツリー（令和８年度入学生）

ディプロマ・ポリシー(卒業の認定に関する方針)

看護学部看護学科では，所定の単位を修得し，以下に挙げることを身に付けた学生に卒業を認定し，学士（看護学）の学位を授与する。

（１）看護専門職者として豊かな人間性を備え，高い倫理的態度を身に付けている。

（２）看護専門職者として専門知識・技術・実践力、問題解決能力・論理的思考力を身に付けている。

（３）看護専門職者としてコミュニケーション・スキルを有し，自己成長する力を身に付けている。 ※※科科目目にによよっっててははDDPPがが11項項目目以以上上ああるるたためめ、、22項項目目以以上上はは白白ととししてていいるる。。詳詳細細はは教教育育課課程程表表をを参参照照。。

（４）看護専門職者としてこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を総合し、平和の希求及び地域社会に貢献する力を身に付けている。

教養セミナー ● スタートアップセミナー

● 看護学からのSDGsⅠ ● 看護学からのSDGsⅡ

社会学概論 インクルーシブ社会論 ● 人間関係論 ● 家族論

日本国憲法 ● 発達心理学

ボランティアと地域住民生活

● 心理学概論 広島県地域の時事問題 人間社会における音楽文化 ● 国際社会と医療

音楽と日常生活 ● 情報と医療

自然環境と人間 数理から見た生活 ● 生命倫理

● 生活と統計

● 科学的研究法入門

● 基礎英語Ⅰ ● 医療英語会話Ⅰ 医療英語会話Ⅱ

● 基礎英語Ⅱ 英会話フィールドワーク

中国語

● 健康と運動

● コンピュータ操作法 ● 情報科学概論 情報システム論 情報処理法

● 職業選択と職業的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ ● リーダーシップ論

教育学概論 人権論 健康心理学 権利擁護と成年後見 ● 関係法規

地域生活と文化 臨床心理学 カウンセリング

ジェンダー論

人間発生・発達学 ● 栄養学 ● 疾病・治療論各論Ⅰ ● 臨床免疫・遺伝学 ● 疫学 ● 医学概論

生物学 ● 人体構造機能学Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅱ ● 疾病・治療論各論Ⅳ 精神疾病・治療論各論

化学の基礎 ● 人体構造機能学Ⅳ ● 疾病・治療論各論Ⅲ ● 疾病・治療論各論Ⅴ

● 生化学 ● 病理学総論

● 病態微生物学 病理学各論

● 人体構造機能学Ⅰ ● 薬理学

● 人体構造機能学Ⅱ ● 公衆衛生学

● 看護学原論Ⅰ ● 援助方法論Ⅱ ● 基礎看護学実習Ⅱ

● 看護学原論Ⅱ ● 援助方法論Ⅲ

● 援助方法論Ⅰ ● 基礎看護学実習Ⅰ

● 看護理論

保健医療福祉行政論

● 公衆衛生看護学概論 ● 地域・在宅看護論 ● 地域・在宅援助論 公衆衛生看護方法論Ⅱ 公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ 成人看護技術演習

● 精神看護学概論 ● 精神看護援助論Ⅰ 公衆衛生看護方法論Ⅰ 保健統計学 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 公衆衛生看護学実習Ⅱ 成人看護援助論Ⅳ

● 成人看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅰ ● 精神看護援助論Ⅱ ● 地域・在宅看護学実習 ● 地域・在宅看護学実習 精神保健看護実習 公衆衛生看護論

● 高齢者看護学概論 ● 母性看護学概論Ⅱ 精神看護援助論Ⅲ ● 精神看護学実習 ● 精神看護学実習 救急看護実習

● 母性看護援助論Ⅰ ● 母性看護援助論Ⅱ ● 母性看護学実習 ● 母性看護学実習 高齢者看護学実習Ⅲ

● 小児看護学概論 ● 小児看護援助論Ⅰ ● 小児看護学実習 ● 小児看護学実習

● 成人看護援助論Ⅰ ● 小児看護援助論Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅰ ● 成人看護学実習Ⅰ

● 成人看護援助論Ⅱ ● 成人看護援助論Ⅲ ● 成人看護学実習Ⅱ ● 成人看護学実習Ⅱ

● 高齢者看護援助論Ⅰ ● 高齢者看護援助論Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅰ ● 高齢者看護学実習Ⅰ

認知症看護援助論 ● 高齢者看護学実習Ⅱ ● 高齢者看護学実習Ⅱ

認知症看護演習 精神看護演習

● 看護統合実習

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護論 救急救命看護論

がん看護論 生殖技術看護論

先端医療看護論 看護教育論

感染看護論 看護ｻｰﾋﾞｽ組織論

ターミナルケア論 看護行政論

危機管理

危機理論 ● 看護・福祉連携活動論

● 看護方法論Ⅰ ● 災害看護論

● 看護方法論Ⅱ ● 看護統合セミナー

● 看護研究概論 ● 看護研究セミナーⅠ ● 看護研究セミナーⅡ

● 看護研究方法論
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人間と環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデザイン

33年年後後期期 44年年前前期期 44年年後後期期

年年次次目目標標

((１１))  人人間間とと人人間間がが生生活活すするる環環境境ににつついいてて理理解解ででききるる。。
((２２))  主主体体的的学学習習態態度度をを身身ににつつけけるる。。
((３３))  日日常常生生活活ににおおいいてて責責任任ああるる行行動動がが取取れれるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術のの必必要要性性ががわわかかるる。。
((５５))  自自己己をを洞洞察察しし，，他他者者理理解解がが深深めめ，，身身のの回回りりととのの人人間間関関係係がが構構築築ででききるる。。

((１１))  病病気気のの成成りり立立ちちとと回回復復へへのの促促進進にに関関すするる知知識識がが理理解解ででききるる。。
((２２))  豊豊かかなな感感性性をを養養ううここととががででききるる。。共共感感的的態態度度がが身身ににつつくく。。
((３３))  探探究究心心をを持持ちち，，問問題題解解決決能能力力をを高高めめるるここととががででききるる。。
((４４))  看看護護実実践践にに必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術がが習習得得ででききるる。。
((５５))  専専門門知知識識をを生生かかしし，，地地域域のの人人々々にに目目をを向向けけるるここととががででききるる。。
((６６))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししててのの行行動動ががととれれるる。。

((１１))  主主体体的的にに学学習習しし問問題題解解決決能能力力をを高高めめるる。。
((２２))  看看護護実実践践ににおおいいてて必必要要なな基基礎礎知知識識・・技技術術をを創創造造的的にに実実践践ででききるる。。
((３３))  研研究究的的態態度度をを養養いい，，創創意意工工夫夫ででききるる。。
((４４))  倫倫理理的的態態度度をを養養いい，，人人をを尊尊重重ででききるる。。
((５５))  臨臨地地ににおおいいてて医医療療メメンンババーーのの一一員員ととししてて責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。

((１１))  個個々々のの健健康康問問題題にに即即ししたた看看護護実実践践のの基基礎礎的的能能力力がが修修得得ででききるる。。
((２２))  高高いい倫倫理理性性をを持持ちち，，責責任任ああるる行行動動ががととれれるる。。
((３３))  問問題題解解決決能能力力をを高高めめ，，研研究究的的態態度度をを養養うう。。
((４４))  人人間間関関係係形形成成能能力力をを身身ににつつけけ自自己己成成長長ででききるる。。
((５５))  職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィがが形形成成でできき，，地地域域貢貢献献ででききるる。。

●必修科目 １１年年前前期期 １１年年後後期期 22年年前前期期 22年年後後期期 33年年前前期期



教教
　　

育育
　　

課課
　　

程程

【
令

和
８

年
度

入
学

生
】

必
修

選
択

必
修

選
択

教
養

セ
ミ

ナ
ー

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
○

１
・
前

人
権

論
○

２
・
前

【
注

】
　

開
講

年
次

に
つ

い
て

「
対

話
」
の

教
育

フ
レ

ッ
シ

ュ
マ

ン
セ

ミ
ナ

ー
(文

化
に

生
き

る
)

○
１

・
前

関
係

法
規

○
４

・
前

前
・
・
・
・
・
前

期
教

養
コ

ア
科

目

看
護

学
か

ら
の

S
D

G
sⅠ

○
２

・
後

権
利

擁
護

と
成

年
後

見
○

３
・
後

後
・
・
・
・
・
後

期
領

域
科

目

看
護

学
か

ら
の

S
D

G
sⅡ

○
３

・
前

教
育

学
概

論
○

１
・
後

前
集

・
・
・
前

期
集

中
情

報
科

目

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
社

会
論

○
１

・
後

健
康

心
理

学
○

２
・
後

後
集

・
・
・
後

期
集

中
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン

社
会

学
概

論
○

１
・
前

臨
床

心
理

学
○

２
・
前

人
文

社
会

科
学

系

日
本

国
憲

法
○

１
・
前

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
○

３
・
後

医
療

自
然

科
学

系

人
間

関
係

論
○

２
・
前

ジ
ェ

ン
ダ

ー
論

○
２

・
前

発
達

心
理

学
○

１
・
後

地
域

生
活

と
文

化
○

１
・
後

　
＜

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

の
示

し
方

＞

家
族

論
○

３
・
前

人
間

発
生

・
発

達
学

○
１

・
前

（
例

）
　

　
0
0
1

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
地

域
住

民
生

活
○

１
・
前

生
物

学
○

１
・
前

人
間

社
会

に
お

け
る

音
楽

文
化

○
３

・
後

化
学

の
基

礎
○

１
・
前

　
科

目
区

分
学

修
段

階
通

し
番

号

心
理

学
概

論
○

１
・
前

生
化

学
○

１
・
前

1
基

礎
 2

応
用

 3
発

展

広
島

県
地

域
の

時
事

問
題

○
１

・
後

栄
養

学
○

１
・
後

・
 実

習
は

学
修

段
階

を
3
と

す
る

。

音
楽

と
日

常
生

活
○

１
・
後

臨
床

免
疫

・
遺

伝
学

○
２

・
後

・
 強

化
コ

ー
ス

に
関

す
る

科
目

は
開

講
時

期
も

考
慮

に
入

れ
主

に
学

修
段

階
3
と

す
る

。

国
際

社
会

と
医

療
○

４
・
後

病
態

微
生

物
学

○
１

・
前

情
報

と
医

療
○

４
・
後

人
体

構
造

機
能

学
Ⅰ

○
１

・
前

数
理

か
ら

見
た

生
活

○
２

・
後

人
体

構
造

機
能

学
Ⅱ

○
１

・
前

生
命

倫
理

○
４

・
前

人
体

構
造

機
能

学
Ⅲ

○
１

・
後

自
然

環
境

と
人

間
○

１
・
前

人
体

構
造

機
能

学
Ⅳ

○
１

・
後

生
活

と
統

計
○

２
・
後

病
理

学
総

論
○

１
・
後

科
学

的
研

究
法

入
門

○
２

・
後

病
理

学
各

論
○

１
・
後

基
礎

英
語

Ⅰ
○

１
・
前

医
学

概
論

○
４

・
前

基
礎

英
語

Ⅱ
○

１
・
前

疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅰ
○

２
・
前

医
療

英
語

会
話

Ⅰ
○

２
・
前

疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅱ
○

２
・
前

医
療

英
語

会
話

Ⅱ
○

２
・
後

疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅲ
○

２
・
前

英
会

話
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
○

特
設

疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅳ
○

２
・
後

中
国

語
○

１
・
前

疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅴ
○

２
・
後

健
康

と
運

動
○

１
・
前

精
神

疾
病

・
治

療
論

各
論

○
３

・
前

情
報

科
学

概
論

○
１

・
後

薬
理

学
○

１
・
後

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

操
作

法
○

１
・
前

疫
学

○
３

・
前

情
報

処
理

法
○

２
・
後

公
衆

衛
生

学
○

１
・
後

情
報

シ
ス

テ
ム

論
○

２
・
前

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
論

○
４

・
後

職
業

選
択

と
職

業
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

○
４

・
前

看
護

学
部

看
護

学
科

基 礎 科 目

人 文 社 会 科 学 系 医 　 療 　 自 　 然 　 科 　 学 　 系

必
修

・
選

択
別

配
当

年
次

単
位

回
数

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

科
　

　
目

　
　

名
回

数
科

目
番

号
領

域
領

域
科

目
番

号
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
科

　
　

目
　

　
名

必
修

・
選

択
別

配
当

年
次

単
位

教
養

教
育

科
目

　
　

単
位

小
計

基
礎

科
目

　
　

単
位

小
計

教 養 教 育 科 目

教 養 コ ア 科 目 領 域 科 目

人 間 と 社 会 人 間 と 文 化 人 間 と 環 境

外
国

語
科

目

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
目

情
報

科
目

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン
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教教
　　

育育
　　

課課
　　

程程

【
令

和
８

年
度

入
学

生
】

必
修

選
択

必
修

選
択

教
養

セ
ミ

ナ
ー

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
○

１
・
前

人
権

論
○

２
・
前

【
注

】
　

開
講

年
次

に
つ

い
て

「
対

話
」
の

教
育

フ
レ

ッ
シ

ュ
マ

ン
セ

ミ
ナ

ー
(文

化
に

生
き

る
)

○
１

・
前

関
係

法
規

○
４

・
前

前
・
・
・
・
・
前

期
教

養
コ

ア
科

目

看
護

学
か

ら
の

S
D

G
sⅠ

○
２

・
後

権
利

擁
護

と
成

年
後

見
○

３
・
後

後
・
・
・
・
・
後

期
領

域
科

目

看
護

学
か

ら
の

S
D

G
sⅡ

○
３

・
前

教
育

学
概

論
○

１
・
後

前
集

・
・
・
前

期
集

中
情

報
科

目

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
社

会
論

○
１

・
後

健
康

心
理

学
○

２
・
後

後
集

・
・
・
後

期
集

中
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン

社
会

学
概

論
○

１
・
前

臨
床

心
理

学
○

２
・
前

人
文

社
会

科
学

系

日
本

国
憲

法
○

１
・
前

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
○

３
・
後

医
療

自
然

科
学

系

人
間

関
係

論
○

２
・
前

ジ
ェ

ン
ダ

ー
論

○
２

・
前

発
達

心
理

学
○

１
・
後

地
域

生
活

と
文

化
○

１
・
後

　
＜

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

の
示

し
方

＞

家
族

論
○

３
・
前

人
間

発
生

・
発

達
学

○
１

・
前

（
例

）
　

　
0
0
1

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
地

域
住

民
生

活
○

１
・
前

生
物

学
○

１
・
前

人
間

社
会

に
お

け
る

音
楽

文
化

○
３

・
後

化
学

の
基

礎
○

１
・
前

　
科

目
区

分
学

修
段

階
通

し
番

号

心
理

学
概

論
○

１
・
前

生
化

学
○

１
・
前

1
基

礎
 2

応
用

 3
発

展

広
島

県
地

域
の

時
事

問
題

○
１

・
後

栄
養

学
○

１
・
後

・
 実

習
は

学
修

段
階

を
3
と

す
る

。

音
楽

と
日

常
生

活
○

１
・
後

臨
床

免
疫

・
遺

伝
学

○
２

・
後

・
 強

化
コ

ー
ス

に
関

す
る

科
目

は
開

講
時

期
も

考
慮

に
入

れ
主

に
学

修
段

階
3
と

す
る

。

国
際

社
会

と
医

療
○

４
・
後

病
態

微
生

物
学

○
１

・
前

情
報

と
医

療
○

４
・
後

人
体

構
造

機
能

学
Ⅰ

○
１

・
前

数
理

か
ら

見
た

生
活

○
２

・
後

人
体

構
造

機
能

学
Ⅱ

○
１

・
前

生
命

倫
理

○
４

・
前

人
体

構
造

機
能

学
Ⅲ

○
１

・
後

自
然

環
境

と
人

間
○

１
・
前

人
体

構
造

機
能

学
Ⅳ

○
１

・
後

生
活

と
統

計
○

２
・
後

病
理

学
総

論
○

１
・
後

科
学

的
研

究
法

入
門

○
２

・
後

病
理

学
各

論
○

１
・
後

基
礎

英
語

Ⅰ
○

１
・
前

医
学

概
論

○
４

・
前

基
礎

英
語

Ⅱ
○

１
・
前

疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅰ
○

２
・
前

医
療

英
語

会
話

Ⅰ
○

２
・
前

疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅱ
○

２
・
前

医
療

英
語

会
話

Ⅱ
○

２
・
後

疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅲ
○

２
・
前

英
会

話
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
○

特
設

疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅳ
○

２
・
後

中
国

語
○

１
・
前

疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅴ
○

２
・
後

健
康

と
運

動
○

１
・
前

精
神

疾
病

・
治

療
論

各
論

○
３

・
前

情
報

科
学

概
論

○
１

・
後

薬
理

学
○

１
・
後

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

操
作

法
○

１
・
前

疫
学

○
３

・
前

情
報

処
理

法
○

２
・
後

公
衆

衛
生

学
○

１
・
後

情
報

シ
ス

テ
ム

論
○

２
・
前

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
論

○
４

・
後

職
業

選
択

と
職

業
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

○
４

・
前

看
護

学
部

看
護

学
科

基 礎 科 目

人 文 社 会 科 学 系 医 　 療 　 自 　 然 　 科 　 学 　 系

必
修

・
選

択
別

配
当

年
次

単
位

回
数

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

科
　

　
目

　
　

名
回

数
科

目
番

号
領

域
領

域
科

目
番

号
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
科

　
　

目
　

　
名

必
修

・
選

択
別

配
当

年
次

単
位

教
養

教
育

科
目

　
　

単
位

小
計

基
礎

科
目

　
　

単
位

小
計

教 養 教 育 科 目

教 養 コ ア 科 目 領 域 科 目

人 間 と 社 会 人 間 と 文 化 人 間 と 環 境

外
国

語
科

目

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
目

情
報

科
目

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン
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教教
　　
育育
　　
課課
　　
程程

【
令
和
８
年
度
入
学
生
】

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

看
護
学
原
論
Ⅰ

○
１
・
前

小
児
看
護
学
概
論

○
２
・
前

看
護
統
合
実
習

○
４
・
前

看
護
学
原
論
Ⅱ

○
１
・
前

小
児
看
護
援
助
論
Ⅰ

○
２
・
後

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
論

○
４
・
前

援
助
方
法
論
Ⅰ

○
１
・
前

小
児
看
護
援
助
論
Ⅱ

○
２
・
後

救
急
救
命
看
護
論

○
４
・
後

援
助
方
法
論
Ⅱ

○
１
・
後

小
児
看
護
学
実
習

○
３
・
前
後

が
ん
看
護
論

○
４
・
前

援
助
方
法
論
Ⅲ

○
１
・
後

成
人
看
護
学
概
論

○
１
・
後

先
端
医
療
看
護
論

○
４
・
前

看
護
理
論

○
１
・
前

成
人
看
護
援
助
論
Ⅰ

○
２
・
前

感
染
看
護
論

○
４
・
前

基
礎
看
護
学
実
習
Ⅰ

○
１
・
後

成
人
看
護
援
助
論
Ⅱ

○
２
・
前

生
殖
技
術
看
護
論

○
４
・
後

基
礎
看
護
学
実
習
Ⅱ

○
２
・
前

成
人
看
護
援
助
論
Ⅲ

○
２
・
後

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
論

○
４
・
前

公
衆
衛
生
看
護
学
概
論

○
１
・
後

成
人
看
護
援
助
論
Ⅳ

○
４
・
後

看
護
教
育
論

○
４
・
後

地
域
・
在
宅
看
護
論

○
２
・
前

成
人
看
護
学
実
習
Ⅰ

○
３
・
前
後

看
護
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
組
織
論

○
４
・
後

地
域
・
在
宅
援
助
論

○
２
・
後

成
人
看
護
学
実
習
Ⅱ

○
３
・
前
後

看
護
行
政
論

○
４
・
後

公
衆
衛
生
看
護
論

○
４
・
後

成
人
看
護
技
術
演
習

○
４
・
後

危
機
理
論

○
２
・
前

保
健
医
療
福
祉
行
政
論

○
３
・
後

救
急
看
護
実
習

○
４
・
前

危
機
管
理

○
４
・
後

公
衆
衛
生
看
護
方
法
論
Ⅰ

○
２
・
後

高
齢
者
看
護
学
概
論

○
１
・
後

看
護
・
福
祉
連
携
活
動
論

○
４
・
後

公
衆
衛
生
看
護
方
法
論
Ⅱ

○
３
・
前

高
齢
者
看
護
援
助
論
Ⅰ

○
２
・
前

災
害
看
護
論

○
４
・
後

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論
Ⅰ

○
３
・
後

高
齢
者
看
護
援
助
論
Ⅱ

○
２
・
後

看
護
方
法
論
Ⅰ

○
２
・
前

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論
Ⅱ

○
３
・
後

高
齢
者
看
護
学
実
習
Ⅰ

○
３
・
前
後

看
護
方
法
論
Ⅱ

○
２
・
前

保
健
統
計
学

○
３
・
前

高
齢
者
看
護
学
実
習
Ⅱ

○
３
・
前
後

看
護
統
合
セ
ミ
ナ
ー

○
４
・
後

地
域
・
在
宅
看
護
学
実
習

○
３
・
前
後

認
知
症
看
護
援
助
論

○
２
・
後

看
護
研
究
概
論

○
２
・
後

公
衆
衛
生
看
護
学
実
習
Ⅰ

○
４
・
前

認
知
症
看
護
演
習

○
２
・
後

看
護
研
究
方
法
論

○
２
・
後

公
衆
衛
生
看
護
学
実
習
Ⅱ

○
４
・
前

高
齢
者
看
護
学
実
習
Ⅲ

○
４
・
前

看
護
研
究
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

○
3
・
後

精
神
看
護
学
概
論

○
１
・
後

看
護
研
究
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

○
４
・
前

精
神
看
護
援
助
論
Ⅰ

○
２
・
前

精
神
看
護
援
助
論
Ⅱ

○
２
・
後

精
神
看
護
援
助
論
Ⅲ

○
２
・
後

F
N
　
基
礎
看
護
学

N
P
　
看
護
の
統
合
と
実
践

精
神
看
護
学
実
習

○
３
・
前
後

C
H
　
地
域
・
在
宅
看
護
論

S
N
　
臨
床
看
護
論

精
神
看
護
演
習

○
３
・
後

M
N
　
精
神
看
護
学

N
N
　
看
護
教
育
管
理
論

精
神
保
健
看
護
実
習

○
４
・
前

W
N
　
母
性
看
護
学

IN
　
看
護
統
合

母
性
看
護
学
概
論
Ⅰ

○
２
・
前

C
N
　
小
児
看
護
学

N
R
　
看
護
研
究

母
性
看
護
学
概
論
Ⅱ

○
２
・
前

A
N
　
成
人
看
護
学

母
性
看
護
援
助
論
Ⅰ

○
２
・
前

G
N
　
高
齢
者
看
護
学

母
性
看
護
援
助
論
Ⅱ

○
２
・
後

母
性
看
護
学
実
習

○
３
・
前
後

専
門
科
目
　
　
単
位
小
計

専 門 科 目

看
護
の
統

合
と
実
践

専 門 領 域 看 護 論

臨 床 看 護 論 看 護 教 育 管 理 論 看 護 統 合

看
護
研
究

必
修
・
選
択
別

配
当

年
次

単
位

回
数

科
目

区
分

科
目

番
号

ナ
ン
バ
リ
ン
グ

科
　
　
目
　
　
名

単
位

回
数

専 門 科 目

実 践 応 用 看 護 学

専 門 科 目

実 践 応 用 看 護 学

科
目

番
号

ナ
ン
バ
リ
ン

グ
科
　
　
目
　
　
名

必
修
・
選
択
別

配
当

年
次

必
修
・
選
択
別

配
当

年
次

単
位

領
域

基 礎 看 護 学

地 域 ・ 在 宅 看 護 論 精 神 看 護 学 母 性 看 護 学

小 児 看 護 学 成 人 看 護 学 高 齢 者 看 護 学

回
数

領
域

科
目

番
号

ナ
ン
バ
リ
ン
グ

科
　
　
目
　
　
名
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教教
　　
育育
　　
課課
　　
程程

【
令
和
８
年
度
入
学
生
】

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

看
護
学
原
論
Ⅰ

○
１
・
前

小
児
看
護
学
概
論

○
２
・
前

看
護
統
合
実
習

○
４
・
前

看
護
学
原
論
Ⅱ

○
１
・
前

小
児
看
護
援
助
論
Ⅰ

○
２
・
後

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
論

○
４
・
前

援
助
方
法
論
Ⅰ

○
１
・
前

小
児
看
護
援
助
論
Ⅱ

○
２
・
後

救
急
救
命
看
護
論

○
４
・
後

援
助
方
法
論
Ⅱ

○
１
・
後

小
児
看
護
学
実
習

○
３
・
前
後

が
ん
看
護
論

○
４
・
前

援
助
方
法
論
Ⅲ

○
１
・
後

成
人
看
護
学
概
論

○
１
・
後

先
端
医
療
看
護
論

○
４
・
前

看
護
理
論

○
１
・
前

成
人
看
護
援
助
論
Ⅰ

○
２
・
前

感
染
看
護
論

○
４
・
前

基
礎
看
護
学
実
習
Ⅰ

○
１
・
後

成
人
看
護
援
助
論
Ⅱ

○
２
・
前

生
殖
技
術
看
護
論

○
４
・
後

基
礎
看
護
学
実
習
Ⅱ

○
２
・
前

成
人
看
護
援
助
論
Ⅲ

○
２
・
後

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
論

○
４
・
前

公
衆
衛
生
看
護
学
概
論

○
１
・
後

成
人
看
護
援
助
論
Ⅳ

○
４
・
後

看
護
教
育
論

○
４
・
後

地
域
・
在
宅
看
護
論

○
２
・
前

成
人
看
護
学
実
習
Ⅰ

○
３
・
前
後

看
護
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
組
織
論

○
４
・
後

地
域
・
在
宅
援
助
論

○
２
・
後

成
人
看
護
学
実
習
Ⅱ

○
３
・
前
後

看
護
行
政
論

○
４
・
後

公
衆
衛
生
看
護
論

○
４
・
後

成
人
看
護
技
術
演
習

○
４
・
後

危
機
理
論

○
２
・
前

保
健
医
療
福
祉
行
政
論

○
３
・
後

救
急
看
護
実
習

○
４
・
前

危
機
管
理

○
４
・
後

公
衆
衛
生
看
護
方
法
論
Ⅰ

○
２
・
後

高
齢
者
看
護
学
概
論

○
１
・
後

看
護
・
福
祉
連
携
活
動
論

○
４
・
後

公
衆
衛
生
看
護
方
法
論
Ⅱ

○
３
・
前

高
齢
者
看
護
援
助
論
Ⅰ

○
２
・
前

災
害
看
護
論

○
４
・
後

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論
Ⅰ

○
３
・
後

高
齢
者
看
護
援
助
論
Ⅱ

○
２
・
後

看
護
方
法
論
Ⅰ

○
２
・
前

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論
Ⅱ

○
３
・
後

高
齢
者
看
護
学
実
習
Ⅰ

○
３
・
前
後

看
護
方
法
論
Ⅱ

○
２
・
前

保
健
統
計
学

○
３
・
前

高
齢
者
看
護
学
実
習
Ⅱ

○
３
・
前
後

看
護
統
合
セ
ミ
ナ
ー

○
４
・
後

地
域
・
在
宅
看
護
学
実
習

○
３
・
前
後

認
知
症
看
護
援
助
論

○
２
・
後

看
護
研
究
概
論

○
２
・
後

公
衆
衛
生
看
護
学
実
習
Ⅰ

○
４
・
前

認
知
症
看
護
演
習

○
２
・
後

看
護
研
究
方
法
論

○
２
・
後

公
衆
衛
生
看
護
学
実
習
Ⅱ

○
４
・
前

高
齢
者
看
護
学
実
習
Ⅲ

○
４
・
前

看
護
研
究
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

○
3
・
後

精
神
看
護
学
概
論

○
１
・
後

看
護
研
究
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

○
４
・
前

精
神
看
護
援
助
論
Ⅰ

○
２
・
前

精
神
看
護
援
助
論
Ⅱ

○
２
・
後

精
神
看
護
援
助
論
Ⅲ

○
２
・
後

F
N
　
基
礎
看
護
学

N
P
　
看
護
の
統
合
と
実
践

精
神
看
護
学
実
習

○
３
・
前
後

C
H
　
地
域
・
在
宅
看
護
論

S
N
　
臨
床
看
護
論

精
神
看
護
演
習

○
３
・
後

M
N
　
精
神
看
護
学

N
N
　
看
護
教
育
管
理
論

精
神
保
健
看
護
実
習

○
４
・
前

W
N
　
母
性
看
護
学

IN
　
看
護
統
合

母
性
看
護
学
概
論
Ⅰ

○
２
・
前

C
N
　
小
児
看
護
学

N
R
　
看
護
研
究

母
性
看
護
学
概
論
Ⅱ

○
２
・
前

A
N
　
成
人
看
護
学

母
性
看
護
援
助
論
Ⅰ

○
２
・
前

G
N
　
高
齢
者
看
護
学

母
性
看
護
援
助
論
Ⅱ

○
２
・
後

母
性
看
護
学
実
習

○
３
・
前
後

専
門
科
目
　
　
単
位
小
計

専 門 科 目

看
護
の
統

合
と
実
践

専 門 領 域 看 護 論

臨 床 看 護 論 看 護 教 育 管 理 論 看 護 統 合

看
護
研
究

必
修
・
選
択
別

配
当

年
次

単
位

回
数

科
目

区
分

科
目

番
号

ナ
ン
バ
リ
ン
グ

科
　
　
目
　
　
名

単
位

回
数

専 門 科 目

実 践 応 用 看 護 学

専 門 科 目

実 践 応 用 看 護 学

科
目

番
号

ナ
ン
バ
リ
ン

グ
科
　
　
目
　
　
名

必
修
・
選
択
別

配
当

年
次

必
修
・
選
択
別

配
当

年
次

単
位

領
域

基 礎 看 護 学

地 域 ・ 在 宅 看 護 論 精 神 看 護 学 母 性 看 護 学

小 児 看 護 学 成 人 看 護 学 高 齢 者 看 護 学

回
数

領
域

科
目

番
号

ナ
ン
バ
リ
ン
グ

科
　
　
目
　
　
名
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教教　　育育　　課課　　程程

【令和８年度入学生】

必修 選択 自由

教職概論 ○ １・後

教育社会学 ○ ２・後

教育課程論 ○ ２・後

教育方法論（ICT活用を含む） ○ ２・後

特別支援教育の基礎 ○ ３・前

教育相談 ○ ３・前

学校保健 ○ ２・前

養護概説 ○ ２・後

道徳・総合的な学習の時間・特別活動の基礎 ○ ３・前

生徒指導論 ○ ２・後

養護実習Ⅰ（事前・事後指導） ○ ３・前後

養護実習Ⅱ ○ ３・後

養護実習Ⅲ ○ ３・後

教職実践演習（養護） ○ ４・後

特別活動指導法 ○ ２・前

生徒・進路指導論 ○ ２・後

看護科教育法Ⅰ ○ ２・後

看護科教育法Ⅱ ○ ３・前

総合的な学習の時間の指導法 ○ ３・前

教育実習指導 ○ ３・前後

教育実習 ○ ３・後

教職実践演習（高）Ｂ ○ ４・後

（22科目）

回数

教
職
課
程
に
関
す
る
科
目

教
職
共
通

養
護
教
諭

高
校
教
諭

（
看
護

）

科目
区分

科目
番号

ナンバリング 科　　目　　名

必修・選択別
配当
年次

単位
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教教　　育育　　課課　　程程

【令和８年度入学生】

必修 選択 自由

教職概論 ○ １・後

教育社会学 ○ ２・後

教育課程論 ○ ２・後

教育方法論（ICT活用を含む） ○ ２・後

特別支援教育の基礎 ○ ３・前

教育相談 ○ ３・前

学校保健 ○ ２・前

養護概説 ○ ２・後

道徳・総合的な学習の時間・特別活動の基礎 ○ ３・前

生徒指導論 ○ ２・後

養護実習Ⅰ（事前・事後指導） ○ ３・前後

養護実習Ⅱ ○ ３・後

養護実習Ⅲ ○ ３・後

教職実践演習（養護） ○ ４・後

特別活動指導法 ○ ２・前

生徒・進路指導論 ○ ２・後

看護科教育法Ⅰ ○ ２・後

看護科教育法Ⅱ ○ ３・前

総合的な学習の時間の指導法 ○ ３・前

教育実習指導 ○ ３・前後

教育実習 ○ ３・後

教職実践演習（高）Ｂ ○ ４・後

（22科目）

回数

教
職
課
程
に
関
す
る
科
目

教
職
共
通

養
護
教
諭

高
校
教
諭

（
看
護

）

科目
区分

科目
番号

ナンバリング 科　　目　　名

必修・選択別
配当
年次

単位
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Ⅱ 令和８年度教育課程・教育内容及び履修方法  

１ 教育課程

本学の教育の理念・目標・特色に従って構成された教育課程が表「令和５年度入学生用教

育課程」（ ～ 参照）である。

教育課程は平成 年度までは看護師・保健師統合カリキュラムにより，看護関連科学（人

文社会科学系，医療自然科学系，情報・総合科学系），外国語，看護専門領域（基礎看護学，

実践応用看護学，専門領域看護論，看護研究）で構成されていたが，平成 年度からは選択

型教育課程に変更となる。看護師教育を基盤に，保健師コース，養護教諭一種免許状資格取

得コース，高等学校教諭一種免許状（看護）資格取得コース，認知症看護強化コース，救急

看護強化コース，精神保健看護強化コースで構成される。

看護師教育の卒業必要単位数は 単位以上，保健師コース卒業必要単位数は 単位以上，
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卒業要件を充当するための履修方法は，「３ 履修方法」（ ）において具体的に記載す

る。

２ 教育内容

設定した教育科目の教育内容は，「 シラバス」に示す。

「講義等の概要」の具体的内容については平成 年度教育課程の主旨を考慮し，構

成されている。保健師助産師看護師学校養成所指定規則等の一部改正に伴い，平成 年

度入学者から看護学部看護学科教育課程を変更し，新たに学生一人ひとりが看護職とし

ての将来設計を自分で構築し，キャリア形成していくことができるコース制を設置して

いる。それぞれのコースの教育目的は選択型教育課程のコース選択（ ～ 参照）に

明記した。コースはそれぞれの看護の専門性を極めるために，学習者が主体的に学ぶこ

とができ，学修効果があがる様に設定されている。

令和４年度保健師助産師看護師学校養成所指定規則等の一部改正に伴い，教育課程を

変更し，教育内容を見直した。
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極

め
る

た
め

に
，
学
修

者
が

主
体

的
に
学

ぶ
こ
と

が
で

き
，
学

修
効
果

が
あ
が

る
様

に
設

定
さ

れ
て

い
ま
す
。
そ
の

た
め

の
履
修

条
件
に

つ
い

て
次
に

記
載

し
て

あ
り

ま
す

。
各

自
で

し
っ
か

り
確

認
し

て
お

い
て

く
だ
さ

い
。

コ
ー
ス
選
択
制
に
関
す
る

履
修
条
件

コ
ー

ス
名

コ
ー

ス
選

択
の

時
期

と
活

用
方

法
判

定
方
法

学
修

態
度

コ
ー

ス
選

択
ま

で
に

履
修

し

て
お

く
教

科
目

各
コ

ー
ス

の
実

習
ま

で
に

履
修

し
て

お
く

教
科

目

備
考

保
健

師
コ

ー

ス
 

 

２
年

次
 

後
期

 
公

衆
衛

生
看

護
学

実
習

の
枠

が
20

名
で
あ

る

た
め

，
G

PA
と

面
接

に

よ
る

選
抜

を
実

施
 

２
年

次
前

期
ま

で
の

G
PA

が
2.

5
以
上

と
し

て
、

２
年

次
後

期
に

面

接
を

実
施

 
G

PA
と

面
接

の
総

合

評
価

と
す

る
。

 

保
健

師
と

し
て

の
就

職
希

望
が

あ
り
，
積
極

的
・

主
体

的
な

学
修

態
度

の
あ

る
学

生
で

あ
る

こ

と
。

 

２
年

前
期

ま
で

の
必

修
科

目
 

 ＜
１

年
次

前
期

＞
 

日
本

国
憲

法
 

＜
１

年
次

後
期

＞
 

公
衆

衛
生

看
護

学
概

論
 

＜
２

年
次

前
期

＞
 

学
校

保
健

 

３
年

後
期

ま
で

の
必

修
科

目
 

 ３
年

後
期

ま
で

の
選

択
必

修
科

目
 

情
報

処
理

法
 

疫
学

 
保

健
統
計

学
 

公
衆

衛
生

看
護

方
法

論
Ⅰ

 
公

衆
衛
生

看
護

方
法

論
Ⅱ

 
公

衆
衛

生
看

護
活

動
展

開
論

Ⅰ
 

公
衆

衛
生

看
護

活
動

展
開

論
Ⅱ

 
保

健
医
療

福
祉

行
政

論
 

地
域

・
在

宅
看

護
学

実
習

 

教
職

課
程

に
関

す
る

科

目
「

学
校

保
健

」（
２
年

前
期

）
履

修
の

こ
と
（
必

修
）
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コ
ー

ス
名

コ
ー

ス
選

択
の

時
期

と
活

用
方

法
判

定
方
法

学
修

態
度

コ
ー

ス
選

択
ま

で
に

履
修

し

て
お

く
教

科
目

各
コ

ー
ス

の
実

習
ま

で
に

履
修

し
て

お
く

教
科

目

備
考

養
護

教
諭

一

種
免

許
状

資

格
取

得
コ

ー

ス
 

２
年

次
前

期
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

養
護

実
習

に
臨

む
に

あ

た
り

，
２

年
次

の
意

思

確
認

と
教

員
採

用
試

験

受
験

準
備

に
向

け
て

の

面
接

時
の

指
導

の
参

考

資
料

と
す

る
。

 

１
年

次
後

期
終

了
後

の

G
PA

が
2.

5
以

上
（
あ

く
ま

で
も

指
導

の
目

安
）

で
あ

る
こ

と
。

 
１

年
次

と
２

年
次

前

期
，

３
年

次
前

期
（

教

育
実

習
前

）
の

段
階

的

面
接

を
実

施
 

G
PA

と
面

接
の

総
合

評
価

と
す

る
。

 

養
護

教
諭

の
就

職
希

望
が

あ

り
，

教
育

職
を

目
指

す
者

と
し

て
，
積

極
的
・
主

体
的

な
学

修
態

度
の

学
生

で
あ

る
こ

と
。

 
 

１
年

次
後

期
終

了
ま

で
に

修

得
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

選

択
科

目
 

＜
１

年
次

前
期

＞
 

日
本

国
憲

法
 

健
康

と
運

動
 

＜
１

年
次

後
期

＞
 

教
育

学
概

論
 

教
職

概
論

 

３
年

次
前

期
終

了
ま

で
に

修
得

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
選

択
科

目
 

＜
２

年
次

前
期

＞
 

人
権

論
 

教
育

社
会

学
 

臨
床

心
理

学
※
１

 
学

校
保
健

 
＜

２
年
次

後
期

＞
 

健
康

心
理

学
※
１

 
情

報
処
理

法
 

教
育

課
程

論
 

教
育

方
法

論（
IC

T
活
用

を
含

む
）

 
養

護
概
説

 
生

徒
指
導

論
 

＜
３

年
次

前
期

＞
 

カ
ウ
ン

セ
リ

ン
グ

※
１

 
保

健
医

療
福

祉
行

政
論
（
ま
た

は
４

年
次

後
期

の
公

衆
衛

生
看

護
論

を
取

得
す

る
こ

と
）

 
特

別
支

援
教

育
の

基
礎

 
教

育
相
談

 
道

徳
・

総
合

的
な

学
習

の
時

間
・

特
別

活
動

の
基

礎
 

※
１
：
い

ず
れ

か
１

科
目

を
取
得

す
る

こ
と

 
 

広
島

文
化

学
園

大
学

看

護
学

部
教

職
課

程
（

養

護
）

に
関

す
る

履
修

細

則
を

必
ず

確
認

す
る

こ

と
。
と
く

に
，「

養
護
実

習
の

受
講

資
格

」
に

つ

い
て

，
注

意
す

る
こ

と
。 

教
員

採
用

候
補

者
選

考

試
験

を
受

験
す

る
こ

と
。

 

高
等

学
校

教

諭
一

種
免

許

状
(看

護
)資

格
取

得
コ

ー

ス
 

２
年

次
前

期
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

教
育

実
習

に
臨

む
に

あ

た
り

，
２

年
次

の
意

思

確
認

と
教

員
採

用
試

験

受
験

準
備

に
向

け
て

の

面
接

時
の

指
導

の
参

考

資
料

と
す

る
。

 

１
年

次
後

期
終

了
後

の

G
PA

が
2.

5
以

上
（
あ

く
ま

で
も

指
導

の
目

安
）

で
あ

る
こ

と
。

 
１

年
次

及
び

２
年

次
前

期
，

３
年

次
前

期
（

教

高
等

学
校

教
諭

 
(看

護
)の

就
職

希
望

が
あ

り
，

教
育

職
を

目
指

す
者

と
し

て
，

積
極

的
・

主
体

１
年

次
後

期
終

了
ま

で
に

修

得
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

選

択
科

目
 

＜
１

年
次

前
期

＞
 

日
本

国
憲

法
 

健
康

と
運

動

３
年

次
前

期
終

了
ま

で
に

修
得

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
選

択
科

目
 

＜
２

年
次

前
期

＞
 

教
育

社
会

学
 

特
別

活
動

指
導

法
 

「
広

島
文

化
学

園
大

学

看
護

学
部

高
等

学
校

教

諭
（

看
護

）
教

職
課

程
に

関
す

る
履

修
細

則
」

を

必
ず

確
認

す
る

こ
と

。

と
く

に
，「

教
育
実

習
の
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コ
ー

ス
名

コ
ー

ス
選

択
の

時
期

と
活

用
方

法
判

定
方
法

学
修

態
度

コ
ー

ス
選

択
ま

で
に

履
修

し

て
お

く
教

科
目

各
コ

ー
ス

の
実

習
ま

で
に

履
修

し
て

お
く

教
科

目

備
考

養
護

教
諭

一

種
免

許
状

資

格
取

得
コ

ー

ス
 

２
年

次
前

期
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

養
護

実
習

に
臨

む
に

あ

た
り

，
２

年
次

の
意

思

確
認

と
教

員
採

用
試

験

受
験

準
備

に
向

け
て

の

面
接

時
の

指
導

の
参

考

資
料

と
す

る
。

 

１
年

次
後

期
終

了
後

の

G
PA

が
2.

5
以

上
（
あ

く
ま

で
も

指
導

の
目

安
）

で
あ

る
こ

と
。

 
１

年
次

と
２

年
次

前

期
，

３
年

次
前

期
（

教

育
実

習
前

）
の

段
階

的

面
接

を
実

施
 

G
PA

と
面

接
の

総
合

評
価

と
す

る
。

 

養
護

教
諭

の
就

職
希

望
が

あ

り
，

教
育

職
を

目
指

す
者

と
し

て
，
積

極
的
・
主

体
的

な
学

修
態

度
の

学
生

で
あ

る
こ

と
。

 
 

１
年

次
後

期
終

了
ま

で
に

修

得
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

選

択
科

目
 

＜
１

年
次

前
期

＞
 

日
本

国
憲

法
 

健
康

と
運

動
 

＜
１

年
次

後
期

＞
 

教
育

学
概

論
 

教
職

概
論

 

３
年

次
前

期
終

了
ま

で
に

修
得

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
選

択
科

目
 

＜
２

年
次

前
期

＞
 

人
権

論
 

教
育

社
会

学
 

臨
床

心
理

学
※
１

 
学

校
保
健

 
＜

２
年
次

後
期

＞
 

健
康

心
理

学
※
１

 
情

報
処
理

法
 

教
育

課
程

論
 

教
育

方
法

論（
IC

T
活
用

を
含

む
）

 
養

護
概
説

 
生

徒
指
導

論
 

＜
３

年
次

前
期

＞
 

カ
ウ
ン

セ
リ

ン
グ

※
１

 
保

健
医

療
福

祉
行

政
論
（
ま
た

は
４

年
次

後
期

の
公

衆
衛

生
看

護
論

を
取

得
す

る
こ

と
）

 
特

別
支

援
教

育
の

基
礎

 
教

育
相
談

 
道

徳
・

総
合

的
な

学
習

の
時

間
・

特
別

活
動

の
基

礎
 

※
１
：
い

ず
れ

か
１

科
目

を
取
得

す
る

こ
と

 
 

広
島

文
化

学
園

大
学

看

護
学

部
教

職
課

程
（

養

護
）

に
関

す
る

履
修

細

則
を

必
ず

確
認

す
る

こ

と
。
と
く

に
，「

養
護
実

習
の

受
講

資
格

」
に

つ

い
て

，
注

意
す

る
こ

と
。 

教
員

採
用

候
補

者
選

考

試
験

を
受

験
す

る
こ

と
。

 

高
等

学
校

教

諭
一

種
免

許

状
(看

護
)資

格
取

得
コ

ー

ス
 

２
年

次
前

期
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

教
育

実
習

に
臨

む
に

あ

た
り

，
２

年
次

の
意

思

確
認

と
教

員
採

用
試

験

受
験

準
備

に
向

け
て

の

面
接

時
の

指
導

の
参

考

資
料

と
す

る
。

 

１
年

次
後

期
終

了
後

の

G
PA

が
2.

5
以

上
（
あ

く
ま

で
も

指
導

の
目

安
）

で
あ

る
こ

と
。

 
１

年
次

及
び

２
年

次
前

期
，

３
年

次
前

期
（

教

高
等

学
校

教
諭

 
(看

護
)の

就
職

希
望

が
あ

り
，

教
育

職
を

目
指

す
者

と
し

て
，

積
極

的
・

主
体

１
年

次
後

期
終

了
ま

で
に

修

得
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

選

択
科

目
 

＜
１

年
次

前
期

＞
 

日
本

国
憲

法
 

健
康

と
運

動

３
年

次
前

期
終

了
ま

で
に

修
得

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
選

択
科

目
 

＜
２

年
次

前
期

＞
 

教
育

社
会

学
 

特
別

活
動

指
導

法
 

「
広

島
文

化
学

園
大

学

看
護

学
部

高
等

学
校

教

諭
（

看
護

）
教

職
課

程
に

関
す

る
履

修
細

則
」

を

必
ず

確
認

す
る

こ
と

。

と
く

に
，「

教
育
実

習
の
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育
実

習
前

）
の

段
階

的

面
接
を
実
施
。

 
G

PA
と

面
接

の
総

合

評
価
と
す
る
。

 

的
な

学
修

態
度

の
学

生
で

あ
る

こ
と
。

 
 

＜
１
年
次
後
期
＞

教
育
学
概
論

 
教
職
概
論

 

＜
２
年
次
後
期
＞

情
報
処
理
法

 
教
育
課
程
論

 
教
育
方
法
論
（

IC
T
活

用
を
含

む
）

 
看
護
科
教
育
法
Ⅰ

 
生
徒
・
進
路
指
導
論

 
＜
３
年
次
前
期
＞

 
特
別
支
援
教
育
の
基
礎

 
教
育
相
談

 
看
護
科
教
育
法
Ⅱ

 
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の

指
導
法

 
 

受
講
資
格
」
に
つ
い
て

，

注
意
す
る
こ
と
。

 

コ
ー

ス
名

コ
ー
ス
選

択
の
時
期

と
活

用
方
法

判
定
方
法

学
修
態
度

コ
ー
ス
選
択
ま
で
に
履
修
し

て
お
く
教
科
目

各
コ
ー
ス
の
実
習
ま
で
に
履
修

し
て
お
く
教
科
目

備
考

精
神

保
健

看

護
強

化
コ

ー

ス
 

２
年
次

 
後
期

 
コ

ー
ス

選
択

受
け

入
れ

条
件
と
す
る

。
 

G
PA

が
平

均
以

上
で

あ
る
こ
と
。

 
精

神
保

健
看

護

に
学

修
意

欲
の

あ
る

人
を

受
け

入
れ
る
。

 

精
神
看
護
学
概
論

精
神
看
護
援
助
論
Ⅰ
～
Ⅲ

 
 

精
神
・
疾
病
治
療
論
各
論

 
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

 
精
神
看
護
学
実
習

 
精
神
看
護
演
習

 
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
論

 
 

看
護

学
部

必
修

科
目

は

当
該

年
次

ご
と

に
単

位

修
得
す
る
こ
と
。

 
 

救
急

看
護

強

化
コ

ー
ス

 
２
年
次

 
後
期

 
コ

ー
ス

選
択

受
け

入
れ

条
件
と
す
る

。
 

G
PA

が
平

均
以

上
で

あ
る
こ
と
。

 
救

急
看

護
に

学

修
意

欲
の

あ
る

人
を
受
け
る

。
 

成
人
看

護
学
概
論

 
健
康
心
理
学

 
成
人
看
護
援
助
論
Ⅰ
～
Ⅲ

 
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

 
成
人
看
護
学
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

 

看
護
学
部
必
修
科
目
は

当
該
年
次
ご
と
に
単
位

修
得
す
る
こ
と
。

 
認

知
症

看
護

強
化

コ
ー
ス

 
２
年
次

 
後
期

 
コ

ー
ス

選
択

受
け

入
れ

条
件
と
す
る

。
 

認
知

症
の

看
護

に
関

心

が
あ
る
，

G
PA

が
平
均

以
上
で
あ
る
こ
と
。

 

本
コ

ー
ス

の
教

育
目

的
を

理
解

し
，

認
知

症
看

護
の

知
識

を
深

め
た

い
と

望
む

学
生

を
求

め

る
。

 
 

高
齢
者
看
護
学
概
論

 
高
齢
者
看
護
援
助
論
Ⅰ
・
Ⅱ

 
 

権
利
擁
護
と
成
年
後
見

 
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

 
高
齢
者
看
護
学
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

 
認
知
症
看
護
援
助
論

 
認
知
症
看
護
演
習

 

看
護
学
部
必
修
科
目
は

当
該
年
次
ご
と
に
単
位

修
得
す
る
こ
と
。
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育
実

習
前

）
の

段
階

的

面
接
を
実
施
。

 
G

PA
と

面
接

の
総

合

評
価
と
す
る
。

 

的
な

学
修

態
度

の
学

生
で

あ
る

こ
と
。

 
 

＜
１
年
次
後
期
＞

教
育
学
概
論

 
教
職
概
論

 

＜
２
年
次
後
期
＞

情
報
処
理
法

 
教
育
課
程
論

 
教
育
方
法
論
（

IC
T
活

用
を
含

む
）

 
看
護
科
教
育
法
Ⅰ

 
生
徒
・
進
路
指
導
論

 
＜
３
年
次
前
期
＞

 
特
別
支
援
教
育
の
基
礎

 
教
育
相
談

 
看
護
科
教
育
法
Ⅱ

 
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の

指
導
法

 
 

受
講
資
格
」
に
つ
い
て

，

注
意
す
る
こ
と
。

 

コ
ー

ス
名

コ
ー
ス
選

択
の
時
期

と
活

用
方
法

判
定
方
法

学
修
態
度

コ
ー
ス
選
択
ま
で
に
履
修
し

て
お
く
教
科
目

各
コ
ー
ス
の
実
習
ま
で
に
履
修

し
て
お
く
教
科
目

備
考

精
神

保
健

看

護
強

化
コ

ー

ス
 

２
年
次

 
後
期

 
コ

ー
ス

選
択

受
け

入
れ

条
件
と
す
る

。
 

G
PA

が
平

均
以

上
で

あ
る
こ
と
。

 
精

神
保

健
看

護

に
学

修
意

欲
の

あ
る

人
を

受
け

入
れ
る
。

 

精
神
看
護
学
概
論

精
神
看
護
援
助
論
Ⅰ
～
Ⅲ

 
 

精
神
・
疾
病
治
療
論
各
論

 
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

 
精
神
看
護
学
実
習

 
精
神
看
護
演
習

 
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
論

 
 

看
護

学
部

必
修

科
目

は

当
該

年
次

ご
と

に
単

位

修
得
す
る
こ
と
。

 
 

救
急

看
護

強

化
コ

ー
ス

 
２
年
次

 
後
期

 
コ

ー
ス

選
択

受
け

入
れ

条
件
と
す
る

。
 

G
PA

が
平

均
以

上
で

あ
る
こ
と
。

 
救

急
看

護
に

学

修
意

欲
の

あ
る

人
を
受
け
る

。
 

成
人
看

護
学
概
論

 
健
康
心
理
学

 
成
人
看
護
援
助
論
Ⅰ
～
Ⅲ

 
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

 
成
人
看
護
学
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

 

看
護
学
部
必
修
科
目
は

当
該
年
次
ご
と
に
単
位

修
得
す
る
こ
と
。

 
認

知
症

看
護

強
化

コ
ー
ス

 
２
年
次

 
後
期

 
コ

ー
ス

選
択

受
け

入
れ

条
件
と
す
る

。
 

認
知

症
の

看
護

に
関

心

が
あ
る
，

G
PA

が
平
均

以
上
で
あ
る
こ
と
。

 

本
コ

ー
ス

の
教

育
目

的
を

理
解

し
，

認
知

症
看

護
の

知
識

を
深

め
た

い
と

望
む

学
生

を
求

め

る
。

 
 

高
齢
者
看
護
学
概
論

 
高
齢
者
看
護
援
助
論
Ⅰ
・
Ⅱ

 
 

権
利
擁
護
と
成
年
後
見

 
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

 
高
齢
者
看
護
学
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

 
認
知
症
看
護
援
助
論

 
認
知
症
看
護
演
習

 

看
護
学
部
必
修
科
目
は

当
該
年
次
ご
と
に
単
位

修
得
す
る
こ
と
。
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 1.教養教育科目

【令和８年度入学生】

必
修

選
択

教養セミナー スタートアップセミナー ② 1前 金澤寛，河内山真由美

「対話」の教育 フレッシュマンセミナー(文化に生きる) ①④ 1前

石川孝則，佐藤敦子，
前信由美，棚﨑由紀子，
上林聡子，進藤美樹，
波多江崇，塩田愛子

看護学からのSDGsⅠ ①② 2後
金澤 寛，藤本和恵，
那須敏子，江藤 剛，
加納美雪，古山陽子

看護学からのSDGsⅡ ④ 3前

浅香真由巳，田村和恵，
岩本由美，岡田京子，
香川明花，藤原芳美，
川﨑裕美，横山しつよ

インクルーシブ社会論 ① 1後
藤金倫徳，德永光真，
加地信幸，進藤美樹，
前信由美，佐藤敦子

社会学概論 ① 1前 礒田朋子

日本国憲法 ① 1前 横山優斗 ◎ ◎ ◎

人間関係論 ①②④ 2前 堀井順平

発達心理学 ①②④ 1後 堀井順平

家族論 ①② 3前 田村和恵

ボランティアと地域住民生活 ① 1前 棚﨑由紀子

人間社会における音楽文化 ① 3後 鈴木絢子

心理学概論 ①②④ 1前 堀井順平

広島県地域の時事問題 ① 1後 枡田勲

音楽と日常生活 ① 1後 狩谷美穂

国際社会と医療 ④ 4後 岩本由美

情報と医療 ①②④ 4後 河内山真由美

数理から見た生活 ① 2後 中谷智子

生命倫理 ①② 4前 野村卓史

自然環境と人間 ① 1前 小林敏生

生活と統計 ②④ 2後 金澤寛

科学的研究法入門 ② 2後 金澤寛

基礎英語Ⅰ ③ 1前

基礎英語Ⅱ ③ 1前

医療英語会話Ⅰ ③ 2前
毛利カリーナ

医療英語会話Ⅱ ① 2後 毛利カリーナ

英会話フィールドワーク ③④ 特設 岩本由美

中国語 ① 1前 李暁維

健康と運動 ②③④ 1前 槙田洋子

情報科学概論 ① 1後 金澤寛

コンピュータ操作法 ② 1前 金澤寛

情報処理法 ②④ 2後 金澤寛 ◎ ◎ ◎

情報システム論 ②④ 2前 金澤寛

リーダーシップ論 ①② 4後 山内京子

職業選択と職業的アイデンティティ ② 4前 河内山真由美，石川孝則

【◎コース必修科目／○コース選択科目】

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

領
域
科
目

人
間
と
社
会

人
間
と
文
化

人
間
と
環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデ
ザイン

科目
区分

科目
番号

ナンバリング 科　　目　　名

単位

配
当
年
次

授
業
回
数

救
急
看
護
強
化

コ
ー

ス

精
神
保
健
看
護
強
化

コ
ー

ス
備 考担当教員

保
健
師
コ
ー

ス

高
校
教
諭

（
看
護

）

コ
ー

ス

養
護
教
諭
コ
ー

ス

認
知
症
看
護
強
化

コ
ー

ス
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 1.教養教育科目

【令和８年度入学生】

必
修

選
択

教養セミナー スタートアップセミナー ② 1前 金澤寛，河内山真由美

「対話」の教育 フレッシュマンセミナー(文化に生きる) ①④ 1前

石川孝則，佐藤敦子，
前信由美，棚﨑由紀子，
上林聡子，進藤美樹，
波多江崇，塩田愛子

看護学からのSDGsⅠ ①② 2後
金澤 寛，藤本和恵，
那須敏子，江藤 剛，
加納美雪，古山陽子

看護学からのSDGsⅡ ④ 3前

浅香真由巳，田村和恵，
岩本由美，岡田京子，
香川明花，藤原芳美，
川﨑裕美，横山しつよ

インクルーシブ社会論 ① 1後
藤金倫徳，德永光真，
加地信幸，進藤美樹，
前信由美，佐藤敦子

社会学概論 ① 1前 礒田朋子

日本国憲法 ① 1前 横山優斗 ◎ ◎ ◎

人間関係論 ①②④ 2前 堀井順平

発達心理学 ①②④ 1後 堀井順平

家族論 ①② 3前 田村和恵

ボランティアと地域住民生活 ① 1前 棚﨑由紀子

人間社会における音楽文化 ① 3後 鈴木絢子

心理学概論 ①②④ 1前 堀井順平

広島県地域の時事問題 ① 1後 枡田勲

音楽と日常生活 ① 1後 狩谷美穂

国際社会と医療 ④ 4後 岩本由美

情報と医療 ①②④ 4後 河内山真由美

数理から見た生活 ① 2後 中谷智子

生命倫理 ①② 4前 野村卓史

自然環境と人間 ① 1前 小林敏生

生活と統計 ②④ 2後 金澤寛

科学的研究法入門 ② 2後 金澤寛

基礎英語Ⅰ ③ 1前

基礎英語Ⅱ ③ 1前

医療英語会話Ⅰ ③ 2前
毛利カリーナ

医療英語会話Ⅱ ① 2後 毛利カリーナ

英会話フィールドワーク ③④ 特設 岩本由美

中国語 ① 1前 李暁維

健康と運動 ②③④ 1前 槙田洋子

情報科学概論 ① 1後 金澤寛

コンピュータ操作法 ② 1前 金澤寛

情報処理法 ②④ 2後 金澤寛 ◎ ◎ ◎

情報システム論 ②④ 2前 金澤寛

リーダーシップ論 ①② 4後 山内京子

職業選択と職業的アイデンティティ ② 4前 河内山真由美，石川孝則

【◎コース必修科目／○コース選択科目】

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

領
域
科
目

人
間
と
社
会

人
間
と
文
化

人
間
と
環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデ
ザイン

科目
区分

科目
番号

ナンバリング 科　　目　　名

単位

配
当
年
次

授
業
回
数

救
急
看
護
強
化

コ
ー

ス

精
神
保
健
看
護
強
化

コ
ー

ス
備 考担当教員

保
健
師
コ
ー

ス

高
校
教
諭

（
看
護

）

コ
ー

ス

養
護
教
諭
コ
ー

ス

認
知
症
看
護
強
化

コ
ー

ス
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 2.基礎科目

【令和８年度入学生】

必
修

選
択

人権論 ① 2前 横山優斗 ◎

関係法規 ①②④ 4前 波多江崇

権利擁護と成年後見 ①② 3後 山内京子 ◎

教育学概論 ① 1後 渡邉満 ◎ ◎

健康心理学 ③ 2後 堀井順平 ○ ◎
養護教諭一種資格取得コースは、
1科目2単位選択必修

臨床心理学 ① 2前 杉岡正典 ○

カウンセリング ③ 3後 杉岡正典 ○ ◎ ◎ ◎

ジェンダー論 ①② 2前 山内京子

地域生活と文化 ① 1後 藤尾順子，波多江崇

人間発生・発達学 ①②④ 1前 山内京子

生物学 ① 1前 中村瑞子

化学の基礎 ① 1前 波多江崇

生化学 ② 1前 中村瑞子

栄養学 ①② 1後 中村瑞子，横山しつよ

臨床免疫・遺伝学 ②④ 2後 波多江崇

病態微生物学 ②④ 1前 中村哲

人体構造機能学Ⅰ ②④ 1前 波多江崇

人体構造機能学Ⅱ ②④ 1前 波多江崇

人体構造機能学Ⅲ ②④ 1後 小林敏生

人体構造機能学Ⅳ ②④ 1後 波多江崇

病理学総論 ②④ 1後 波多江崇

病理学各論 ① 1後 小林敏生

医学概論 ①② 4前 土肥敏博

疾病・治療論各論Ⅰ ② 2前
小林敏生

河瀬成穂ほか

疾病・治療論各論Ⅱ ② 2前 豊田秀三，久保敬二

疾病・治療論各論Ⅲ ② 2前
土肥敏博，坂野　堯，

早川　浩

疾病・治療論各論Ⅳ ② 2後
水野俊行，豊田秀三，

松林 滋

疾病・治療論各論Ⅴ ② 2後
小林敏生，栗栖薫，

北村健，田地豪

精神疾病・治療論各論 ① 3前
浅香真由巳，早川浩，
佐藤敦子，田村和恵 ◎

薬理学 ②④ 1後 土肥敏博

疫学 ②④ 3前 中村哲

公衆衛生学 ②④ 1後 中村哲

備 考

精
神
保
健
看
護
強
化

コ
ー

ス

高
校
教
諭

（
看
護

）

コ
ー

ス

養
護
教
諭
コ
ー

ス

科　　目　　名

救
急
看
護
強
化

コ
ー

ス
担当教員

保
健
師
コ
ー

ス

認
知
症
看
護
強
化

コ
ー

ス

単位

配
当
年
次

授
業
回
数

基
礎
科
目 医

　
療
　
自
　
然
　
科
　
学
　
系

【◎コース必修科目／○コース選択科目】

ナンバリング
科目
区分

科目
番号

人
文
社
会
科
学
系
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 2.基礎科目

【令和８年度入学生】

必
修

選
択

人権論 ① 2前 横山優斗 ◎

関係法規 ①②④ 4前 波多江崇

権利擁護と成年後見 ①② 3後 山内京子 ◎

教育学概論 ① 1後 渡邉満 ◎ ◎

健康心理学 ③ 2後 堀井順平 ○ ◎
養護教諭一種資格取得コースは、
1科目2単位選択必修

臨床心理学 ① 2前 杉岡正典 ○

カウンセリング ③ 3後 杉岡正典 ○ ◎ ◎ ◎

ジェンダー論 ①② 2前 山内京子

地域生活と文化 ① 1後 藤尾順子，波多江崇

人間発生・発達学 ①②④ 1前 山内京子

生物学 ① 1前 中村瑞子

化学の基礎 ① 1前 波多江崇

生化学 ② 1前 中村瑞子

栄養学 ①② 1後 中村瑞子，横山しつよ

臨床免疫・遺伝学 ②④ 2後 波多江崇

病態微生物学 ②④ 1前 中村哲

人体構造機能学Ⅰ ②④ 1前 波多江崇

人体構造機能学Ⅱ ②④ 1前 波多江崇

人体構造機能学Ⅲ ②④ 1後 小林敏生

人体構造機能学Ⅳ ②④ 1後 波多江崇

病理学総論 ②④ 1後 波多江崇

病理学各論 ① 1後 小林敏生

医学概論 ①② 4前 土肥敏博

疾病・治療論各論Ⅰ ② 2前
小林敏生

河瀬成穂ほか

疾病・治療論各論Ⅱ ② 2前 豊田秀三，久保敬二

疾病・治療論各論Ⅲ ② 2前
土肥敏博，坂野　堯，

早川　浩

疾病・治療論各論Ⅳ ② 2後
水野俊行，豊田秀三，

松林 滋

疾病・治療論各論Ⅴ ② 2後
小林敏生，栗栖薫，

北村健，田地豪

精神疾病・治療論各論 ① 3前
浅香真由巳，早川浩，
佐藤敦子，田村和恵 ◎

薬理学 ②④ 1後 土肥敏博

疫学 ②④ 3前 中村哲

公衆衛生学 ②④ 1後 中村哲
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 3.専門科目(1)

【令和８年度入学生】

必
修

選
択

看護学原論Ⅰ ①②④ 1前 河内山真由美，石川孝則

看護学原論Ⅱ ②③④ 1前 石川孝則

援助方法論Ⅰ ②③④ 1前

河内山真由美，塩田愛子
二島良輔，深井美穂
李 翁，前信由美，

佐藤敦子，石川孝則

援助方法論Ⅱ ①②③④ 1後

河内山真由美，塩田愛子
二島良輔，深井美穂
李 翁，前信由美，

佐藤敦子，石川孝則

援助方法論Ⅲ ②③④ 1後

河内山真由美，塩田愛子
二島良輔，深井美穂
李 翁，前信由美，

佐藤敦子，石川孝則

看護理論 ①②④ 1前 石川孝則

基礎看護学実習Ⅰ ③④ 1後
河内山真由美，塩田愛子，

二島良輔，，深井美穂
古屋敷智恵美，他専任教員

基礎看護学実習Ⅱ ①②③④ 2前
河内山真由美，塩田愛子，

二島良輔，，深井美穂
古屋敷智恵美，他専任教員

公衆衛生看護学概論 ①②③④ 1後
藤原芳美，川﨑裕美，
岩崎俊輔，尾原寿子，

新庄敬子

地域・在宅看護論 ①②④ 2前
石川孝則，前信由美，

岩崎俊輔

地域・在宅援助論 ①②④ 2後 前信由美，大山好美

公衆衛生看護論 ③ 4後
藤原芳美，山内京子，
前信由美，川﨑裕美，
尾原寿子，新庄敬子

◎ ○ どちらか、1科目以上選択

保健医療福祉行政論 ③ 3後 藤原芳美 ◎ ○ 　

公衆衛生看護方法論Ⅰ ③ 2後
藤原芳美，山内京子，

新庄敬子
◎

公衆衛生看護方法論Ⅱ ③ 3前 藤原芳美，新庄敬子 ◎

公衆衛生看護活動展開論Ⅰ ③ 3後
藤原芳美，山内京子，
進藤美樹，藤尾順子，
上林聡子，新庄敬子

◎

公衆衛生看護活動展開論Ⅱ ③ 3後
藤原芳美，川﨑裕美，

尾原寿子
◎

保健統計学 ② 3前 中村哲 ◎

地域・在宅看護学実習 ②④ 3前後
石川孝則，前信由美，

李 翁，佐藤敦子

公衆衛生看護学実習Ⅰ ④ 4前 藤原芳美，新庄敬子 ◎

公衆衛生看護学実習Ⅱ ④ 4前
藤原芳美，新庄敬子，

山内京子
◎

精神看護学概論 ①②④ 1後 佐藤敦子，李 翁

精神看護援助論Ⅰ ②④ 2前
浅香真由巳，江藤　剛，

李 翁，佐藤敦子，
河内山真由美，塩田愛子

精神看護援助論Ⅱ ②④ 2後
浅香真由巳，江藤　剛，

馬明康宏，下種涼

精神看護援助論Ⅲ ④ 2後 佐藤敦子 ◎

精神看護学実習 ②③④ 3前後
浅香真由巳，佐藤敦子，

江藤　剛，李　翁，
河内山真由美

精神看護演習 ②③④ 3後
佐藤敦子，浅香真由巳，

江藤　剛，李　翁
◎

精神保健看護実習 ④ 4前 佐藤敦子，浅香真由巳 ◎

母性看護学概論Ⅰ ①②④ 2前 山内京子，上林聡子

母性看護学概論Ⅱ ①②④ 2前 松林滋，山内京子

母性看護援助論Ⅰ ①② 2前 上林聡子

母性看護援助論Ⅱ ②④ 2後
山内京子，上林聡子，
加納美雪，進藤美樹，
藤尾順子，香川明花

母性看護学実習 ②④ 3前後
上林聡子，山内京子，

加納美雪

小児看護学概論 ①②④ 2前 進藤美樹，藤尾順子

小児看護援助論Ⅰ ②④ 2後
進藤美樹，藤尾順子，
香川明花，上林聡子，

加納美雪

小児看護援助論Ⅱ ②③ 2後
藤尾順子，進藤美樹，
香川明花，上林聡子，

加納美雪

小児看護学実習 ②④ 3前後
藤尾順子，進藤美樹，
香川明花，上林聡子，

加納美雪

成人看護学概論 ①② 1後 田村和恵，岩本由美

成人看護援助論Ⅰ ②④ 2前
藤本和恵，田村和恵，

岩本由美，佐々木由紀，
那須敏子，深井美穂

成人看護援助論Ⅱ ①②④ 2前 佐々木由紀

成人看護援助論Ⅲ ②③④ 2後
田村和恵，佐々木由紀，
岩本由美，藤本和恵，
那須敏子，深井美穂

成人看護援助論Ⅳ ④ 4後 藤本和恵 ◎

成人看護学実習Ⅰ ①②③④ 3前後
田村和恵，岩本由美，

藤本和恵，佐々木由紀，
那須敏子，深井美穂

成人看護学実習Ⅱ ①②③④ 3前後
田村和恵，岩本由美，

藤本和恵，佐々木由紀，
那須敏子，深井美穂

成人看護技術演習 ④ 4後 藤本和恵 ◎

救急看護実習 ④ 4前
藤本和恵，岩本由美，

那須敏子
◎
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 3.専門科目(1)

【令和８年度入学生】

必
修

選
択

看護学原論Ⅰ ①②④ 1前 河内山真由美，石川孝則

看護学原論Ⅱ ②③④ 1前 石川孝則

援助方法論Ⅰ ②③④ 1前

河内山真由美，塩田愛子
二島良輔，深井美穂
李 翁，前信由美，

佐藤敦子，石川孝則

援助方法論Ⅱ ①②③④ 1後

河内山真由美，塩田愛子
二島良輔，深井美穂
李 翁，前信由美，

佐藤敦子，石川孝則

援助方法論Ⅲ ②③④ 1後

河内山真由美，塩田愛子
二島良輔，深井美穂
李 翁，前信由美，

佐藤敦子，石川孝則

看護理論 ①②④ 1前 石川孝則

基礎看護学実習Ⅰ ③④ 1後
河内山真由美，塩田愛子，

二島良輔，，深井美穂
古屋敷智恵美，他専任教員

基礎看護学実習Ⅱ ①②③④ 2前
河内山真由美，塩田愛子，

二島良輔，，深井美穂
古屋敷智恵美，他専任教員

公衆衛生看護学概論 ①②③④ 1後
藤原芳美，川﨑裕美，
岩崎俊輔，尾原寿子，

新庄敬子

地域・在宅看護論 ①②④ 2前
石川孝則，前信由美，

岩崎俊輔

地域・在宅援助論 ①②④ 2後 前信由美，大山好美

公衆衛生看護論 ③ 4後
藤原芳美，山内京子，
前信由美，川﨑裕美，
尾原寿子，新庄敬子

◎ ○ どちらか、1科目以上選択

保健医療福祉行政論 ③ 3後 藤原芳美 ◎ ○ 　

公衆衛生看護方法論Ⅰ ③ 2後
藤原芳美，山内京子，

新庄敬子
◎

公衆衛生看護方法論Ⅱ ③ 3前 藤原芳美，新庄敬子 ◎

公衆衛生看護活動展開論Ⅰ ③ 3後
藤原芳美，山内京子，
進藤美樹，藤尾順子，
上林聡子，新庄敬子

◎

公衆衛生看護活動展開論Ⅱ ③ 3後
藤原芳美，川﨑裕美，

尾原寿子
◎

保健統計学 ② 3前 中村哲 ◎

地域・在宅看護学実習 ②④ 3前後
石川孝則，前信由美，

李 翁，佐藤敦子

公衆衛生看護学実習Ⅰ ④ 4前 藤原芳美，新庄敬子 ◎

公衆衛生看護学実習Ⅱ ④ 4前
藤原芳美，新庄敬子，

山内京子
◎

精神看護学概論 ①②④ 1後 佐藤敦子，李 翁

精神看護援助論Ⅰ ②④ 2前
浅香真由巳，江藤　剛，

李 翁，佐藤敦子，
河内山真由美，塩田愛子

精神看護援助論Ⅱ ②④ 2後
浅香真由巳，江藤　剛，

馬明康宏，下種涼

精神看護援助論Ⅲ ④ 2後 佐藤敦子 ◎

精神看護学実習 ②③④ 3前後
浅香真由巳，佐藤敦子，

江藤　剛，李　翁，
河内山真由美

精神看護演習 ②③④ 3後
佐藤敦子，浅香真由巳，

江藤　剛，李　翁
◎

精神保健看護実習 ④ 4前 佐藤敦子，浅香真由巳 ◎

母性看護学概論Ⅰ ①②④ 2前 山内京子，上林聡子

母性看護学概論Ⅱ ①②④ 2前 松林滋，山内京子

母性看護援助論Ⅰ ①② 2前 上林聡子

母性看護援助論Ⅱ ②④ 2後
山内京子，上林聡子，
加納美雪，進藤美樹，
藤尾順子，香川明花

母性看護学実習 ②④ 3前後
上林聡子，山内京子，

加納美雪

小児看護学概論 ①②④ 2前 進藤美樹，藤尾順子

小児看護援助論Ⅰ ②④ 2後
進藤美樹，藤尾順子，
香川明花，上林聡子，

加納美雪

小児看護援助論Ⅱ ②③ 2後
藤尾順子，進藤美樹，
香川明花，上林聡子，

加納美雪

小児看護学実習 ②④ 3前後
藤尾順子，進藤美樹，
香川明花，上林聡子，

加納美雪

成人看護学概論 ①② 1後 田村和恵，岩本由美

成人看護援助論Ⅰ ②④ 2前
藤本和恵，田村和恵，

岩本由美，佐々木由紀，
那須敏子，深井美穂

成人看護援助論Ⅱ ①②④ 2前 佐々木由紀

成人看護援助論Ⅲ ②③④ 2後
田村和恵，佐々木由紀，
岩本由美，藤本和恵，
那須敏子，深井美穂

成人看護援助論Ⅳ ④ 4後 藤本和恵 ◎

成人看護学実習Ⅰ ①②③④ 3前後
田村和恵，岩本由美，

藤本和恵，佐々木由紀，
那須敏子，深井美穂

成人看護学実習Ⅱ ①②③④ 3前後
田村和恵，岩本由美，

藤本和恵，佐々木由紀，
那須敏子，深井美穂

成人看護技術演習 ④ 4後 藤本和恵 ◎

救急看護実習 ④ 4前
藤本和恵，岩本由美，

那須敏子
◎
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 3.専門科目(2)

【令和８年度入学生】

必
修

選
択

高齢者看護学概論 ①②③④ 1後 棚﨑由紀子

高齢者看護援助論Ⅰ ①②④ 2前 棚﨑由紀子

高齢者看護援助論Ⅱ ①②③④ 2後
棚﨑由紀子，古山陽子，
深井美穂，古屋敷智恵美

他専任教員

高齢者看護学実習Ⅰ ①②③④ 3前後

棚﨑由紀子，岡田京子，
古山陽子，古屋敷智恵美，
西岡政子，佐々木由紀，
藤本和恵，専任教員

高齢者看護学実習Ⅱ ①②③④ 3前後

棚﨑由紀子，岡田京子，
古山陽子，古屋敷智恵美，
西岡政子，佐々木由紀，
藤本和恵，専任教員

認知症看護援助論 ③ 2後
岡田京子，加藤愛子，

古山陽子 ◎

認知症看護演習 ③ 2後
岡田京子，棚﨑由紀子，
加藤愛子，古山陽子 ◎

高齢者看護学実習Ⅲ ④ 4前 岡田京子，古山陽子 ◎

看護統合実習 ③ 4前

浅香真由巳，河内山真由美，
藤本和恵，棚﨑由紀子，
進藤美樹，上林聡子，
佐藤敦子，他専任教員

リハビリテーション看護論 ④ 4前 藤本和恵，平光修

救急救命看護論 ④ 4後 岩本由美 ○

がん看護論 ④ 4前 佐々木由紀，濱本千春

先端医療看護論 ④ 4前 前信由美，今野伸樹

感染看護論 ④ 4前
山内京子，進藤美樹，

関岡剛史

生殖技術看護論 ①② 4後 山内京子，下西さや子

ターミナルケア論 ④ 4前 田村和恵 ◎

看護教育論 ④ 4後 前信由美 ○

看護ｻｰﾋﾞｽ組織論 ④ 4後 佐藤敦子，丸亀朱実 ◎

看護行政論 ④ 4後 古屋敷智恵美 ◎

危機理論 ① 2前 佐藤敦子，前信由美

危機管理 ④ 4後 古屋敷智恵美

看護・福祉連携活動論 ④ 4後
藤原芳美，岩崎俊輔，

平野達也 ◎

災害看護論 ②③④ 4後 前信由美，二島良輔

看護方法論Ⅰ ② 2前 石川孝則

看護方法論Ⅱ ② 2前
佐藤敦子，石川孝則，

河内山真由美，塩田愛子，
二島良輔

看護統合セミナー ②④ 4後
上林聡子，河内山真由美，
佐々木由紀，藤尾順子，
堀井順平，二島良輔

看護研究概論 ② 2後 前信由美，田村和恵

看護研究方法論 ② 2後
前信由美，金澤寛，

堀井順平

看護研究セミナーⅠ ② 3後 進藤美樹，専任教員
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 3.専門科目(2)

【令和８年度入学生】

必
修

選
択

高齢者看護学概論 ①②③④ 1後 棚﨑由紀子

高齢者看護援助論Ⅰ ①②④ 2前 棚﨑由紀子

高齢者看護援助論Ⅱ ①②③④ 2後
棚﨑由紀子，古山陽子，
深井美穂，古屋敷智恵美

他専任教員

高齢者看護学実習Ⅰ ①②③④ 3前後

棚﨑由紀子，岡田京子，
古山陽子，古屋敷智恵美，
西岡政子，佐々木由紀，
藤本和恵，専任教員

高齢者看護学実習Ⅱ ①②③④ 3前後

棚﨑由紀子，岡田京子，
古山陽子，古屋敷智恵美，
西岡政子，佐々木由紀，
藤本和恵，専任教員

認知症看護援助論 ③ 2後
岡田京子，加藤愛子，

古山陽子 ◎

認知症看護演習 ③ 2後
岡田京子，棚﨑由紀子，
加藤愛子，古山陽子 ◎

高齢者看護学実習Ⅲ ④ 4前 岡田京子，古山陽子 ◎

看護統合実習 ③ 4前

浅香真由巳，河内山真由美，
藤本和恵，棚﨑由紀子，
進藤美樹，上林聡子，
佐藤敦子，他専任教員

リハビリテーション看護論 ④ 4前 藤本和恵，平光修

救急救命看護論 ④ 4後 岩本由美 ○

がん看護論 ④ 4前 佐々木由紀，濱本千春

先端医療看護論 ④ 4前 前信由美，今野伸樹

感染看護論 ④ 4前
山内京子，進藤美樹，

関岡剛史

生殖技術看護論 ①② 4後 山内京子，下西さや子

ターミナルケア論 ④ 4前 田村和恵 ◎

看護教育論 ④ 4後 前信由美 ○

看護ｻｰﾋﾞｽ組織論 ④ 4後 佐藤敦子，丸亀朱実 ◎

看護行政論 ④ 4後 古屋敷智恵美 ◎

危機理論 ① 2前 佐藤敦子，前信由美

危機管理 ④ 4後 古屋敷智恵美

看護・福祉連携活動論 ④ 4後
藤原芳美，岩崎俊輔，

平野達也 ◎

災害看護論 ②③④ 4後 前信由美，二島良輔

看護方法論Ⅰ ② 2前 石川孝則

看護方法論Ⅱ ② 2前
佐藤敦子，石川孝則，

河内山真由美，塩田愛子，
二島良輔

看護統合セミナー ②④ 4後
上林聡子，河内山真由美，
佐々木由紀，藤尾順子，
堀井順平，二島良輔

看護研究概論 ② 2後 前信由美，田村和恵

看護研究方法論 ② 2後
前信由美，金澤寛，

堀井順平

看護研究セミナーⅠ ② 3後 進藤美樹，専任教員

看護研究セミナーⅡ ② 4前 進藤美樹，専任教員
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 4.教職課程

【令和８年度入学生】

必
修

選
択

自
由

教職概論 ② 1後 小川英夫 ◎ ◎

教育社会学 ② 2後 太田佳光 ◎ ◎

教育課程論 ② 2後 吉田成章 ◎ ◎

教育方法論（ICT活用を含む） ② 2後 吉田成章 ◎ ◎

特別支援教育の基礎 ② 3前 藤原隆 ◎ ◎

教育相談 ①② 3前 堀井順平，福田友美 ◎ ◎

学校保健 ① 2前 川﨑裕美 ◎ ◎

養護概説 ② 2後 寺西明子 ◎

道徳・総合的な学習の時間・特別活動の基礎 ② 3前 渡邉満，岡本義裕
中尾豊喜

◎

生徒指導論 ② 2後 中尾豊喜 ◎

養護実習Ⅰ（事前・事後指導） ④ 3前後 川﨑裕美 ◎

養護実習Ⅱ ④ 3後 寺西明子 ◎

養護実習Ⅲ ④ 3後 寺西明子 ◎

教職実践演習（養護） ① 4後 川﨑裕美 ◎

特別活動指導法 ② 2前 時津啓 ◎

生徒・進路指導論 ② 2後 堀井順平，中尾豊喜 ◎

看護科教育法Ⅰ ④ 2後 川﨑裕美 ◎

看護科教育法Ⅱ ③ 3前 川﨑裕美, 石川孝則 ◎

総合的な学習の時間の指導法 ② 3前 岡本義裕，中尾豊喜 ◎

教育実習指導 ④ 3前後 川﨑裕美 ◎

教育実習 ④ 3後 川﨑裕美 ◎

教職実践演習（高）Ｂ ① 4後 川﨑裕美 ◎

【◎コース必修科目／○コース選択科目】
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単位

科目
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科目
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ナンバリング 科　　目　　名

配
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年
次

授
業
回
数
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 4.教職課程

【令和８年度入学生】

必
修

選
択

自
由

教職概論 ② 1後 小川英夫 ◎ ◎

教育社会学 ② 2後 太田佳光 ◎ ◎

教育課程論 ② 2後 吉田成章 ◎ ◎

教育方法論（ICT活用を含む） ② 2後 吉田成章 ◎ ◎

特別支援教育の基礎 ② 3前 藤原隆 ◎ ◎

教育相談 ①② 3前 堀井順平，福田友美 ◎ ◎

学校保健 ① 2前 川﨑裕美 ◎ ◎

養護概説 ② 2後 寺西明子 ◎

道徳・総合的な学習の時間・特別活動の基礎 ② 3前 渡邉満，岡本義裕
中尾豊喜

◎

生徒指導論 ② 2後 中尾豊喜 ◎

養護実習Ⅰ（事前・事後指導） ④ 3前後 川﨑裕美 ◎

養護実習Ⅱ ④ 3後 寺西明子 ◎

養護実習Ⅲ ④ 3後 寺西明子 ◎

教職実践演習（養護） ① 4後 川﨑裕美 ◎

特別活動指導法 ② 2前 時津啓 ◎

生徒・進路指導論 ② 2後 堀井順平，中尾豊喜 ◎

看護科教育法Ⅰ ④ 2後 川﨑裕美 ◎

看護科教育法Ⅱ ③ 3前 川﨑裕美, 石川孝則 ◎

総合的な学習の時間の指導法 ② 3前 岡本義裕，中尾豊喜 ◎

教育実習指導 ④ 3前後 川﨑裕美 ◎

教育実習 ④ 3後 川﨑裕美 ◎

教職実践演習（高）Ｂ ① 4後 川﨑裕美 ◎
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学
概

論
教

育
学

概
論

公
衆

衛
生

看
護

学
実

習
Ⅱ

成
人

看
護

技
術

演
習

自
然

環
境

と
人

間
地

域
生

活
と

文
化

精
神

保
健

看
護

実
習

救
急

救
命

看
護

論

基
礎

英
語

Ⅰ
栄

養
学

救
急

看
護

実
習

生
殖

技
術

看
護

論

基
礎

英
語

Ⅱ
人

体
構

造
機

能
学

Ⅲ
高

齢
者

看
護

学
実

習
Ⅲ

看
護

教
育

論

中
国

語
人

体
構

造
機

能
学

Ⅳ
看

護
統

合
実

習
看

護
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
組

織
論

健
康

と
運

動
病

理
学

総
論

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
論

看
護

行
政

論

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

操
作

法
病

理
学

各
論

が
ん

看
護

論
危

機
管

理

人
間

発
生

・
発

達
学

薬
理

学
先

端
医

療
看

護
論

看
護

・
福

祉
連

携
活

動
論

生
物

学
公

衆
衛

生
学

感
染

看
護

論
災

害
看

護
論

化
学

の
基

礎
援

助
方

法
論

Ⅱ
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

論
看

護
統

合
セ

ミ
ナ

ー

生
化

学
援

助
方

法
論

Ⅲ
看

護
研

究
セ

ミ
ナ

ー
Ⅱ

教
職

実
践

演
習

（
養

護
）

病
態

微
生

物
学

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅰ

成
人

看
護

援
助

論
Ⅰ

教
職

実
践

演
習

（
高

）
Ｂ

人
体

構
造

機
能

学
Ⅰ

公
衆

衛
生

看
護

学
概

論
成

人
看

護
援

助
論

Ⅱ
成

人
看

護
援

助
論

Ⅲ

人
体

構
造

機
能

学
Ⅱ

精
神

看
護

学
概

論
高

齢
者

看
護

援
助

論
Ⅰ

高
齢

者
看

護
援

助
論

Ⅱ

看
護

学
原

論
Ⅰ

成
人

看
護

学
概

論
危

機
理

論
認

知
症

看
護

援
助

論

看
護

学
原

論
Ⅱ

高
齢

者
看

護
学

概
論

看
護

方
法

論
Ⅰ

認
知

症
看

護
演

習

援
助

方
法

論
Ⅰ

教
職

概
論

看
護

方
法

論
Ⅱ

看
護

研
究

概
論

看
護

理
論

学
校

保
健

看
護

研
究

方
法

論

特
別

活
動

指
導

法
教

育
社

会
学

教
育

課
程

論

教
育

方
法

論
（

I
C
T
活

用
を

含
む

）

養
護

概
説

生
徒

指
導

論

生
徒

・
進

路
指

導
論

看
護

科
教

育
法

Ⅰ

年
　
　
次
　
　
別
　
　
教
　
　
育
　
　
課
　
　
程

１
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

２
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

前
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
期

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
期

前
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
期

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
期
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科
目

番
号

科
目

名
必

修
選

択
自

由
科

目
番

号
科

目
名

必
修

選
択

自
由

科
目

番
号

科
目

名
必

修
選

択
自

由
科

目
番

号
科

目
名

必
修

選
択

自
由

看
護

学
か

ら
の

S
D
G
s
Ⅱ

人
間

社
会

に
お

け
る

音
楽

文
化

生
命

倫
理

国
際

社
会

と
医

療

家
族

論
権

利
擁

護
と

成
年

後
見

職
業

選
択

と
職

業
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

情
報

と
医

療

精
神

疾
病

・
治

療
論

各
論

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
関

係
法

規
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

論

疫
学

保
健

医
療

福
祉

行
政

論
医

学
概

論
公

衆
衛

生
看

護
論

公
衆

衛
生

看
護

方
法

論
Ⅱ

公
衆

衛
生

看
護

活
動

展
開

論
Ⅰ

公
衆

衛
生

看
護

学
実

習
Ⅰ

成
人

看
護

援
助

論
Ⅳ

保
健

統
計

学
公

衆
衛

生
看

護
活

動
展

開
論

Ⅱ
公

衆
衛

生
看

護
学

実
習

Ⅱ
成

人
看

護
技

術
演

習

地
域

・
在

宅
看

護
学

実
習

地
域

・
在

宅
看

護
学

実
習

精
神

保
健

看
護

実
習

救
急

救
命

看
護

論

精
神

看
護

学
実

習
精

神
看

護
学

実
習

救
急

看
護

実
習

生
殖

技
術

看
護

論

母
性

看
護

学
実

習
精

神
看

護
演

習
高

齢
者

看
護

学
実

習
Ⅲ

看
護

教
育

論

小
児

看
護

学
実

習
母

性
看

護
学

実
習

看
護

統
合

実
習

看
護

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
組

織
論

成
人

看
護

学
実

習
Ⅰ

小
児

看
護

学
実

習
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

論
看

護
行

政
論

成
人

看
護

学
実

習
Ⅱ

成
人

看
護

学
実

習
Ⅰ

が
ん

看
護

論
危

機
管

理

高
齢

者
看

護
学

実
習

Ⅰ
成

人
看

護
学

実
習

Ⅱ
先

端
医

療
看

護
論

看
護

・
福

祉
連

携
活

動
論

高
齢

者
看

護
学

実
習

Ⅱ
高

齢
者

看
護

学
実

習
Ⅰ

感
染

看
護

論
災

害
看

護
論

特
別

支
援

教
育

の
基

礎
高

齢
者

看
護

学
実

習
Ⅱ

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
論

看
護

統
合

セ
ミ

ナ
ー

教
育

相
談

看
護

研
究

セ
ミ

ナ
ー

Ⅰ
看

護
研

究
セ

ミ
ナ

ー
Ⅱ

教
職

実
践

演
習

（
養

護
）

道
徳

・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

・
特

別
活

動
の

基
礎

養
護

実
習

Ⅰ
（

事
前

・
事

後
指

導
）

教
職

実
践

演
習

（
高

）
Ｂ

養
護

実
習

Ⅰ
（

事
前

・
事

後
指

導
）

養
護

実
習

Ⅱ

看
護

科
教

育
法

Ⅱ
養

護
実

習
Ⅲ

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

指
導

法
教

育
実

習
指

導
英

会
話

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

教
育

実
習

指
導

教
育

実
習

科
目

番
号

N
4
1
1
8
1
0
の

実
習

に
つ

い
て

は
、

グ
ル

ー
プ

編
成

に
従

っ
て

、
3
年

前
期

も
し

く
は

後
期

に
履

修
登

録
を

す
る

こ
と

。

前
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
期

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
期

備
考

年
　

　
次

　
　

別
　

　
教

　
　

育
　

　
課

　
　

程

３
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

４
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

前
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
期

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
期
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科
目

番
号

科
目

名
必

修
選

択
自

由
科

目
番

号
科

目
名

必
修

選
択

自
由

科
目

番
号

科
目

名
必

修
選

択
自

由
科

目
番

号
科

目
名

必
修

選
択

自
由

看
護

学
か

ら
の

S
D
G
s
Ⅱ

人
間

社
会

に
お

け
る

音
楽

文
化

生
命

倫
理

国
際

社
会

と
医

療

家
族

論
権

利
擁

護
と

成
年

後
見

職
業

選
択

と
職

業
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

情
報

と
医

療

精
神

疾
病

・
治

療
論

各
論

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
関

係
法

規
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

論

疫
学

保
健

医
療

福
祉

行
政

論
医

学
概

論
公

衆
衛

生
看

護
論

公
衆

衛
生

看
護

方
法

論
Ⅱ

公
衆

衛
生

看
護

活
動

展
開

論
Ⅰ

公
衆

衛
生

看
護

学
実

習
Ⅰ

成
人

看
護

援
助

論
Ⅳ

保
健

統
計

学
公

衆
衛

生
看

護
活

動
展

開
論

Ⅱ
公

衆
衛

生
看

護
学

実
習

Ⅱ
成

人
看

護
技

術
演

習

地
域

・
在

宅
看

護
学

実
習

地
域

・
在

宅
看

護
学

実
習

精
神

保
健

看
護

実
習

救
急

救
命

看
護

論

精
神

看
護

学
実

習
精

神
看

護
学

実
習

救
急

看
護

実
習

生
殖

技
術

看
護

論

母
性

看
護

学
実

習
精

神
看

護
演

習
高

齢
者

看
護

学
実

習
Ⅲ

看
護

教
育

論

小
児

看
護

学
実

習
母

性
看

護
学

実
習

看
護

統
合

実
習

看
護

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
組

織
論

成
人

看
護

学
実

習
Ⅰ

小
児

看
護

学
実

習
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

論
看

護
行

政
論

成
人

看
護

学
実

習
Ⅱ

成
人

看
護

学
実

習
Ⅰ

が
ん

看
護

論
危

機
管

理

高
齢

者
看

護
学

実
習

Ⅰ
成

人
看

護
学

実
習

Ⅱ
先

端
医

療
看

護
論

看
護

・
福

祉
連

携
活

動
論

高
齢

者
看

護
学

実
習

Ⅱ
高

齢
者

看
護

学
実

習
Ⅰ

感
染

看
護

論
災

害
看

護
論

特
別

支
援

教
育

の
基

礎
高

齢
者

看
護

学
実

習
Ⅱ

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
論

看
護

統
合

セ
ミ

ナ
ー

教
育

相
談

看
護

研
究

セ
ミ

ナ
ー

Ⅰ
看

護
研

究
セ

ミ
ナ

ー
Ⅱ

教
職

実
践

演
習

（
養

護
）

道
徳

・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

・
特

別
活

動
の

基
礎

養
護

実
習

Ⅰ
（

事
前

・
事

後
指

導
）

教
職

実
践

演
習

（
高

）
Ｂ

養
護

実
習

Ⅰ
（

事
前

・
事

後
指

導
）

養
護

実
習

Ⅱ

看
護

科
教

育
法

Ⅱ
養

護
実

習
Ⅲ

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

指
導

法
教

育
実

習
指

導
英

会
話

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

教
育

実
習

指
導

教
育

実
習

科
目

番
号

N
4
1
1
8
1
0
の

実
習

に
つ

い
て

は
、

グ
ル

ー
プ

編
成

に
従

っ
て

、
3
年

前
期

も
し

く
は

後
期

に
履

修
登

録
を

す
る

こ
と

。

前
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
期

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
期

備
考

年
　

　
次

　
　

別
　

　
教

　
　

育
　

　
課

　
　

程

３
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

４
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

前
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
期

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
期
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令令
和和
８８
年年

令令
和和
９９
年年

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月
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宅

精
神

精
神

老
年
Ⅰ

在
宅

在
宅

成
人
Ⅰ

成
人
Ⅱ

精
神

在
宅

在
宅

老
年
Ⅱ

精
神

老
年
Ⅱ

小
児

成
人
Ⅱ

成
人
Ⅰ

老
年
Ⅰ

母
性

小
児

在
宅

在
宅

老
年
Ⅰ

母
性

成
人
Ⅰ
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３　履修方法（履修単位数・卒業必要単位数）

１）履修科目の選択と決定

（１）履修科目の選択と決定は，学則に則って行う。

（２）学則に定められた履修教科目，履修単位数，卒業必要単位数に基づいて，各自が自己

   責任で行う。

（３）履修教科目は，看護師の資格取得ができるように組立てられていることから，資格取得のため

   には，必修教科目全部を取得し，さらに卒業必要単位数を充たしていること。

(４)選択コースの資格取得は，コースごとに定めた教科目を履修し卒業必要単位を充たしていること。

２）　履修単位数・卒業必要単位数

　教育課程に基づいて，履修単位数・卒業必要単位数は次の表の通りである。

●学部生（令和８年度入学生用）

看護師（受験資格取得）

必 修 選 択 必 修 選 択

選択19単位
から2単位以
上修得

選択45単位
から2単位以
上修得

4以上

６つの選択コース

（１）保健師コース（受験資格取得）

必 修 選 択 必 修 選 択
選択18単位
から1単位以
上修得

情報処理法1単位

選択19単位
から2単位以
上修得

選択45単位
から20単位以
上修得

地域・在宅看護論の選択18単
位を修得
看護サービス組織論1単位、看
護行政論1単位
別枠に設定された教職課程に関す
るる科目より「学校保健」を修得す
ること

25以上

※教養教育科目の日本国憲法を2単位を必ず修得する事。

（大学設置基準　124単位以上）

備考

　教養教育科目

　基礎科目

　専門科目

合 計 単 位 数

145単位以上

124単位以上

（大学設置基準　124単位以上）

領 域
総 単 位 数 卒業必要単位数

　専門科目

合 計 単 位 数

領 域
総 単 位 数 卒業必要単位数

備考

　教養教育科目

　基礎科目
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３　履修方法（履修単位数・卒業必要単位数）

１）履修科目の選択と決定

（１）履修科目の選択と決定は，学則に則って行う。

（２）学則に定められた履修教科目，履修単位数，卒業必要単位数に基づいて，各自が自己

   責任で行う。

（３）履修教科目は，看護師の資格取得ができるように組立てられていることから，資格取得のため

   には，必修教科目全部を取得し，さらに卒業必要単位数を充たしていること。

(４)選択コースの資格取得は，コースごとに定めた教科目を履修し卒業必要単位を充たしていること。

２）　履修単位数・卒業必要単位数

　教育課程に基づいて，履修単位数・卒業必要単位数は次の表の通りである。

●学部生（令和８年度入学生用）

看護師（受験資格取得）

必 修 選 択 必 修 選 択

選択19単位
から2単位以
上修得

選択45単位
から2単位以
上修得

4以上

６つの選択コース

（１）保健師コース（受験資格取得）

必 修 選 択 必 修 選 択
選択18単位
から1単位以
上修得

情報処理法1単位

選択19単位
から2単位以
上修得

選択45単位
から20単位以
上修得

地域・在宅看護論の選択18単
位を修得
看護サービス組織論1単位、看
護行政論1単位
別枠に設定された教職課程に関す
るる科目より「学校保健」を修得す
ること

25以上

※教養教育科目の日本国憲法を2単位を必ず修得する事。

（大学設置基準　124単位以上）

備考

　教養教育科目

　基礎科目

　専門科目

合 計 単 位 数

145単位以上

124単位以上

（大学設置基準　124単位以上）

領 域
総 単 位 数 卒業必要単位数

　専門科目

合 計 単 位 数

領 域
総 単 位 数 卒業必要単位数

備考

　教養教育科目

　基礎科目
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（２）養護教諭一種免許状資格取得コース

必 修 選 択 必 修 選 択
選択18単位
から3単位以
上修得

選択19単位
から6単位以
上修得

選択45単位
から2単位以
上修得

11以上 26単位

（大学設置基準　124単位以上）

（３）高等学校教諭一種免許状（看護）資格取得コース

必 修 選 択 必 修 選 択
選択18単位
から3単位以
上修得

選択19単位
から2単位以
上修得

選択45単位
から1単位以
上修得

6以上 26単位

（大学設置基準　124単位以上）
※看護師受験資格取得のためには、専門科目選択2単位以上修得。

（４）認知症看護強化コース（大学による修了認定）

必 修 選 択 必 修 選 択

選択19単位
から4単位以
上修得

選択45単位
から5単位以
上修得

9以上

129単位以上

（大学設置基準　124単位以上）

備考

認知症看護強化コースに設定
された選択必修科目は必ず履
修する

　専門科目

合 計 単 位 数

　専門科目

領 域
総 単 位 数

　教養教育科目

　基礎科目

コース認定必要単位数

領 域
総 単 位 数 コース認定必要単位数

備考

　教養教育科目

　基礎科目

左記に設定された以外に別枠
に配置された教職課程に必要
な選択必修科目を必ず履修す
ること

　基礎科目

領 域
総 単 位 数 コース認定必要単位数

備考

　教養教育科目

152単位以上

左記に設定された以外に別枠
に配置された教職課程に必要
な選択必修科目を必ず履修す
ること

157単位以上

　専門科目

合 計 単 位 数

合 計 単 位 数
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（２）養護教諭一種免許状資格取得コース

必 修 選 択 必 修 選 択
選択18単位
から3単位以
上修得

選択19単位
から6単位以
上修得

選択45単位
から2単位以
上修得

11以上 26単位

（大学設置基準　124単位以上）

（３）高等学校教諭一種免許状（看護）資格取得コース

必 修 選 択 必 修 選 択
選択18単位
から3単位以
上修得

選択19単位
から2単位以
上修得

選択45単位
から1単位以
上修得

6以上 26単位

（大学設置基準　124単位以上）
※看護師受験資格取得のためには、専門科目選択2単位以上修得。

（４）認知症看護強化コース（大学による修了認定）

必 修 選 択 必 修 選 択

選択19単位
から4単位以
上修得

選択45単位
から5単位以
上修得

9以上

129単位以上

（大学設置基準　124単位以上）

備考

認知症看護強化コースに設定
された選択必修科目は必ず履
修する

　専門科目

合 計 単 位 数

　専門科目

領 域
総 単 位 数

　教養教育科目

　基礎科目

コース認定必要単位数

領 域
総 単 位 数 コース認定必要単位数

備考

　教養教育科目

　基礎科目

左記に設定された以外に別枠
に配置された教職課程に必要
な選択必修科目を必ず履修す
ること

　基礎科目

領 域
総 単 位 数 コース認定必要単位数

備考

　教養教育科目

152単位以上

左記に設定された以外に別枠
に配置された教職課程に必要
な選択必修科目を必ず履修す
ること

157単位以上

　専門科目

合 計 単 位 数

合 計 単 位 数
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（５）救急看護強化コース（大学による修了認定）

必 修 選 択 必 修 選 択

選択19単位
から4単位以
上修得

選択45単位
から5単位以
上修得

9以上

（６）精神保健看護強化コース（大学による修了認定）

必 修 選 択 必 修 選 択

選択19単位
から3単位以
上修得

選択45単位
から6単位以
上修得

9以上
合 計 単 位 数

領 域
総 単 位 数

備考

　教養教育科目

　基礎科目

合 計 単 位 数

129単位以上

（大学設置基準　124単位以上）

精神保健看護強化コースに設
定された選択必修科目は必ず
履修する

　専門科目

救急看護強化コースに設定さ
れた選択必修科目は必ず履修
する

領 域
総 単 位 数 コース認定必要単位数

備考

（大学設置基準　124単位以上）

129単位以上

　教養教育科目

　基礎科目

　専門科目

コース認定必要単位数
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（５）救急看護強化コース（大学による修了認定）

必 修 選 択 必 修 選 択

選択19単位
から4単位以
上修得

選択45単位
から5単位以
上修得

9以上

（６）精神保健看護強化コース（大学による修了認定）

必 修 選 択 必 修 選 択

選択19単位
から3単位以
上修得

選択45単位
から6単位以
上修得

9以上
合 計 単 位 数

領 域
総 単 位 数

備考

　教養教育科目

　基礎科目

合 計 単 位 数

129単位以上

（大学設置基準　124単位以上）

精神保健看護強化コースに設
定された選択必修科目は必ず
履修する

　専門科目

救急看護強化コースに設定さ
れた選択必修科目は必ず履修
する

領 域
総 単 位 数 コース認定必要単位数

備考

（大学設置基準　124単位以上）

129単位以上

　教養教育科目

　基礎科目

　専門科目

コース認定必要単位数
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●３年次編入生（令和８年度編入学生用）

必 修 選 択
家族論
国際社会と医療
情報と医療
生命倫理
生活と統計
基礎英語Ⅰ
基礎英語Ⅱ
健康と運動
情報科学概論
コンピュータ操作法
リーダーシップ論
職業選択と職業的アイ
デンティティ

日本国憲法
情報処理法

関係法規
医学概論
疫学

地域・在宅
看護論

公衆衛生看護学概論
地域・在宅看護論
地域・在宅援助論
※地域・在宅看護学実
習は科目認定とする

選択9科目18単位

他

看護・福祉連携活動論
災害看護論
看護統合セミナー

看護研究概論
看護研究方法論
看護研究セミナーⅠ
看護研究セミナーⅡ

教養教育科目及び基
礎科目及び専門科目
から必修選択にかか
わらず8単位を取得す
ること

62単位

「学校保健」を取得す
ること

　教養教育科目

　基礎科目

　教職課程に関する科目

（大学設置基準　124単位以上）

教養教育科目及び基礎科
目及び専門科目から選択 8単位

既 修 得 単 位 数

合 計 単 位 数 124単位以上

小 計 単 位 数

看護の統合と実践

看護サービス組織論
看護行政論

看護研究

卒 業 必 要 単 位 数

必修 選択

54単位

専
門
科
目

専門領域看護論

領 域
総 単 位 数 認認定定

単単位位数数

基礎看護学

実践応用
看護学
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●３年次編入生（令和８年度編入学生用）

必 修 選 択
家族論
国際社会と医療
情報と医療
生命倫理
生活と統計
基礎英語Ⅰ
基礎英語Ⅱ
健康と運動
情報科学概論
コンピュータ操作法
リーダーシップ論
職業選択と職業的アイ
デンティティ

日本国憲法
情報処理法

関係法規
医学概論
疫学

地域・在宅
看護論

公衆衛生看護学概論
地域・在宅看護論
地域・在宅援助論
※地域・在宅看護学実
習は科目認定とする

選択9科目18単位

他

看護・福祉連携活動論
災害看護論
看護統合セミナー

看護研究概論
看護研究方法論
看護研究セミナーⅠ
看護研究セミナーⅡ

教養教育科目及び基
礎科目及び専門科目
から必修選択にかか
わらず8単位を取得す
ること

62単位

「学校保健」を取得す
ること

　教養教育科目

　基礎科目

　教職課程に関する科目

（大学設置基準　124単位以上）

教養教育科目及び基礎科
目及び専門科目から選択 8単位

既 修 得 単 位 数

合 計 単 位 数 124単位以上

小 計 単 位 数

看護の統合と実践

看護サービス組織論
看護行政論

看護研究

卒 業 必 要 単 位 数

必修 選択

54単位

専
門
科
目

専門領域看護論

領 域
総 単 位 数 認認定定

単単位位数数

基礎看護学

実践応用
看護学
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３）「履修単位数・卒業必要単位数」に関する解説 
令和８年度入学生は，前項「３ 履修方法」を参照のこと。 
（１）教養教育科目の履修方法 

・ 教養教育科目の必修科目は 25 単位履修すること。 
（２）基礎科目の履修方法 

 ・基礎科目の必修科目は 24 単位履修すること。 
 ・選択 19 単位から２単位以上履修すること。 

（３）専門科目 
・ 必修科目をすべて履修すること。 
・ 選択 45 単位から２単位以上履修すること。 
・ 選択科目は自分が選択したコースの選択必修科目を履修すること。 

（４）卒業に必要な総単位数 
・ 必修科目 120 単位 （教養教育科目 25，基礎科目 24，専門科目 71 取得） 
・ 120 単位と選択科目４単位以上で 124 単位以上取得が卒業に必要な総単位

数である。 
 

４）資格取得のための指定規則と履修方法 
看護師・保健師の国家試験受験資格を取得するためには，「保健師・助産師・看護

師学校養成所指定規則」第５条，第６条，第７条に基づき，本学の教育課程が資格

取得のための教科目と単位数を充たしていることが必要である。即ち，指定規則の

教育課程を充たしていることを以って，養成所の指定を得ている。 
本学の教育課程と指定規則で定められている教育課程との対比表を作成し，本学

の教育課程が看護師・保健師の国家試験の受験資格を得ていることを示した。また，

本学の教育課程で「必修」としている教科目は看護師・保健師の資格取得及び看護

学履修のために必修とした。 
なお，保健師コースを選択した者で，養護教諭二種免許状の取得（申請）を希望

する者は，「日本国憲法」と「健康と運動」を履修すること。 
 
５）履修方法 

（１）１年次生  
① 【必修】１年次に必修 30 教科目は全員が履修すること。 

・基礎看護学の基礎看護学実習Ⅱ以外の全ての科目を履修すること。 
② 【選択】１年次，２年次には，次の教科目が選択できる。 

・１年次には基礎科目６教科目。 
基礎科目のうち，１～２年次合わせて２単位以上は履修する。 

③ 履修登録と履修登録控 
・ 履修登録は学生部の規則に従って，期間内に WEB より行い履修確認より

控を必ず印刷し，持っておく。 
④ 履修登録控と成績記入 

・ １年次前期・後期に単位取得のための試験が行われる。試験の結果を必ず

確認し，必修及び選択した教科目の成績評価及び取得した単位数を表に記

入すること。 
・ １年次最後に取得した教科目と単位数，成績評価は「Ⅶ履修科目登録控表」

の表に転記して，２年次の履修方法につなげる。 
・ 以上のことを４年次まで続け，単位取得と成績評価は自己の責任において

自己管理する。 
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３）「履修単位数・卒業必要単位数」に関する解説 
令和８年度入学生は，前項「３ 履修方法」を参照のこと。 
（１）教養教育科目の履修方法 

・ 教養教育科目の必修科目は 25 単位履修すること。 
（２）基礎科目の履修方法 

 ・基礎科目の必修科目は 24 単位履修すること。 
 ・選択 19 単位から２単位以上履修すること。 

（３）専門科目 
・ 必修科目をすべて履修すること。 
・ 選択 45 単位から２単位以上履修すること。 
・ 選択科目は自分が選択したコースの選択必修科目を履修すること。 

（４）卒業に必要な総単位数 
・ 必修科目 120 単位 （教養教育科目 25，基礎科目 24，専門科目 71 取得） 
・ 120 単位と選択科目４単位以上で 124 単位以上取得が卒業に必要な総単位

数である。 
 

４）資格取得のための指定規則と履修方法 
看護師・保健師の国家試験受験資格を取得するためには，「保健師・助産師・看護

師学校養成所指定規則」第５条，第６条，第７条に基づき，本学の教育課程が資格

取得のための教科目と単位数を充たしていることが必要である。即ち，指定規則の

教育課程を充たしていることを以って，養成所の指定を得ている。 
本学の教育課程と指定規則で定められている教育課程との対比表を作成し，本学

の教育課程が看護師・保健師の国家試験の受験資格を得ていることを示した。また，

本学の教育課程で「必修」としている教科目は看護師・保健師の資格取得及び看護

学履修のために必修とした。 
なお，保健師コースを選択した者で，養護教諭二種免許状の取得（申請）を希望

する者は，「日本国憲法」と「健康と運動」を履修すること。 
 
５）履修方法 

（１）１年次生  
① 【必修】１年次に必修 30 教科目は全員が履修すること。 

・基礎看護学の基礎看護学実習Ⅱ以外の全ての科目を履修すること。 
② 【選択】１年次，２年次には，次の教科目が選択できる。 

・１年次には基礎科目６教科目。 
基礎科目のうち，１～２年次合わせて２単位以上は履修する。 

③ 履修登録と履修登録控 
・ 履修登録は学生部の規則に従って，期間内に WEB より行い履修確認より

控を必ず印刷し，持っておく。 
④ 履修登録控と成績記入 

・ １年次前期・後期に単位取得のための試験が行われる。試験の結果を必ず

確認し，必修及び選択した教科目の成績評価及び取得した単位数を表に記

入すること。 
・ １年次最後に取得した教科目と単位数，成績評価は「Ⅶ履修科目登録控表」

の表に転記して，２年次の履修方法につなげる。 
・ 以上のことを４年次まで続け，単位取得と成績評価は自己の責任において

自己管理する。 
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（２）２年次生 
① 【必修】２年次必修教科目は全て履修すること。 
② 【選択】 

・基礎科目のうち２年次選択教科目は，１年次選択した教科目と合せて２単位

以上となるように選択すること。 
１年次選択した教科目が２単位に充たない場合は，２年次選択科目を履修し

て，２単位以上になるようにしておくこと。 
・専門科目の専門領域看護論のうち２年次、４年次合わせて２単位以上は履

修する。 
・各コースに定められた必要単位数を参照すること。 

③ 履修登録と履修登録控及び成績記入 
・ 履修登録は学生部の規則に従って，期間内に WEB より行い履修確認より

控を必ず印刷し，持っておく。 
・ ２年次前期・後期に単位取得できた教科目の成績評価を記入する。 
・ 別添の「Ⅶ履修科目成績控表」に，１年次に取得した教科目の成績と単位

数を記入する。 
 

（３）３年次生 
① 【必修】３年次必修科目は実践応用看護学の臨地実習教科目を全て履修するこ

と。 
② 【選択】各コースに定められた必要単位数を参照すること。 
③ 履修登録と履修登録控及び成績記入 

・ 履修登録は学生部の規則に従って，期間内に WEB より行い履修確認より

控を必ず印刷し，持っておく。 
・ １年次履修・２年次履修成績結果は，別添の「Ⅶ履修科目成績控表」に単

位取得教科目及び成績を記入しておくこと。 
 
（４）４年次生 
① 【必修】４年次必修科目は全て履修すること。 

・ 必修教科目は，教養教育科目，基礎科目，専門科目合わせて 12 科目である。 
４年次の看護学学修の総括として履修すること。 

② 【選択】  
・専門科目の専門領域看護論のうち４年次選択教科目は，２年次選択した教科

目と合せて２単位以上となるように選択すること。 
・ 専門領域看護論 

看護専門科目７領域の基礎に加えて，より専門分化された分野の看護論を

究めるのに最適な教科目である。 
卒業後の看護実践と，国家試験受験のためにも選択することを奨励する。 

履修登録と履修登録控及び成績記入 
・ 履修登録は学生部の規則に従って，期間内に WEB より行い履修確認より

控を必ず印刷し，持っておく。 
・ １年次，２年次，３年次履修・成績結果は別添の「Ⅶ履修科目成績控表」

に単位取得教科目及び成績を記入しておくこと。 
③ 卒業要件は，令和８年度入学生の卒業要件を適用する。 
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（２）２年次生 
① 【必修】２年次必修教科目は全て履修すること。 
② 【選択】 

・基礎科目のうち２年次選択教科目は，１年次選択した教科目と合せて２単位

以上となるように選択すること。 
１年次選択した教科目が２単位に充たない場合は，２年次選択科目を履修し

て，２単位以上になるようにしておくこと。 
・専門科目の専門領域看護論のうち２年次、４年次合わせて２単位以上は履

修する。 
・各コースに定められた必要単位数を参照すること。 

③ 履修登録と履修登録控及び成績記入 
・ 履修登録は学生部の規則に従って，期間内に WEB より行い履修確認より

控を必ず印刷し，持っておく。 
・ ２年次前期・後期に単位取得できた教科目の成績評価を記入する。 
・ 別添の「Ⅶ履修科目成績控表」に，１年次に取得した教科目の成績と単位

数を記入する。 
 

（３）３年次生 
① 【必修】３年次必修科目は実践応用看護学の臨地実習教科目を全て履修するこ

と。 
② 【選択】各コースに定められた必要単位数を参照すること。 
③ 履修登録と履修登録控及び成績記入 

・ 履修登録は学生部の規則に従って，期間内に WEB より行い履修確認より

控を必ず印刷し，持っておく。 
・ １年次履修・２年次履修成績結果は，別添の「Ⅶ履修科目成績控表」に単

位取得教科目及び成績を記入しておくこと。 
 
（４）４年次生 
① 【必修】４年次必修科目は全て履修すること。 

・ 必修教科目は，教養教育科目，基礎科目，専門科目合わせて 12 科目である。 
４年次の看護学学修の総括として履修すること。 

② 【選択】  
・専門科目の専門領域看護論のうち４年次選択教科目は，２年次選択した教科

目と合せて２単位以上となるように選択すること。 
・ 専門領域看護論 

看護専門科目７領域の基礎に加えて，より専門分化された分野の看護論を

究めるのに最適な教科目である。 
卒業後の看護実践と，国家試験受験のためにも選択することを奨励する。 

履修登録と履修登録控及び成績記入 
・ 履修登録は学生部の規則に従って，期間内に WEB より行い履修確認より

控を必ず印刷し，持っておく。 
・ １年次，２年次，３年次履修・成績結果は別添の「Ⅶ履修科目成績控表」

に単位取得教科目及び成績を記入しておくこと。 
③ 卒業要件は，令和８年度入学生の卒業要件を適用する。 
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概

論
1
前

②

広
島

県
地

域
の

時
事

問
題

1
後

①

音
楽

と
日

常
生

活
1
後

①

国
際

社
会

と
医

療
4
後

①

情
報

と
医

療
4
後

①

数
理

か
ら

見
た

生
活

2
後

②

生
命

倫
理

4
前

①

自
然

環
境

と
人

間
1
前

①

生
活

と
統

計
2
後

①

科
学

的
研

究
法

入
門

2
後

①

基
礎

英
語

Ⅰ
1
前

①

基
礎

英
語

Ⅱ
1
前

①

医
療

英
語

会
話

Ⅰ
2
前

①

医
療

英
語

会
話

Ⅱ
2
後

①

英
会

話
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
特

設
①

中
国

語
1
前

①

健
康

と
運

動
1
前

②

情
報

科
学

概
論

1
後

①

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

操
作

法
1
前

①

情
報

処
理

法
2
後

①
①

情
報

シ
ス

テ
ム

論
2
前

①

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
論

4
後

①

職
業

選
択

と
職

業
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

4
前

①

人
権

論
2
前

②

関
係

法
規

4
前

②

権
利

擁
護

と
成

年
後

見
3
後

②

教
育

学
概

論
1
後

②

健
康

心
理

学
2
後

②

臨
床

心
理

学
2
前

②

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
3
前

②

ジ
ェ

ン
ダ

ー
論

2
前

①

地
域

生
活

と
文

化
1
後

①

人
間

発
生

・
発

達
学

1
前

①

生
物

学
1
前

①

化
学

の
基

礎
1
前

①

生
化

学
1
前

②

栄
養

学
1
後

②

臨
床

免
疫

・
遺

伝
学

2
後

①

病
態

微
生

物
学

1
前

②

人
体

構
造

機
能

学
Ⅰ

1
前

①

人
体

構
造

機
能

学
Ⅱ

1
前

①

人
体

構
造

機
能

学
Ⅲ

1
後

①

人
体

構
造

機
能

学
Ⅳ

1
後

①

病
理

学
総

論
1
後

①

病
理

学
各

論
1
後

①

医
学

概
論

4
前

①

疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅰ
2
前

①

疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅱ
2
前

①

教
育

課
程

と
指

定
規

則
と

の
対

比
表

別
表
３
（
看
護
師
課
程
）

別
表
１
（
保
健
師
課
程
）

　
　

　
　

　
 
 
 
 
 
 
 
指

定
規

則
の

教
育

内
容

基
礎
分
野

専
門
基
礎
分
野

専
門
分
野

臨
地
実
習

計

公
衆
衛
生
看
護
学

公
衆
衛
生
看
護
学
実
習

地 域 ・ 在 宅 看 護 論

成 人 看 護 学

老 年 看 護 学

小 児 看 護 学

母 性 看 護 学

精 神 看 護 学

科 学 的 思 考 の 基 盤

人 間 と 生 活 ・ 社 会 の

理 解

人 体 の 構 造 と 機 能

疾 病 の 成 り 立 ち と

回 復 の 促 進

健 康 支 援 と 社 会 保 障

制 度

基 礎 看 護 学

公 衆 衛 生 看 護 学 概 論

母 性 看 護 学

精 神 看 護 学

看 護 の 統 合 と

実 践

臨
地
実
習

計

公 衆 衛 生 看 護 管 理 論

実 習

個 人 ・ 家 族 ・ 集 団 ・

組 織 の 支 援

公 衆 衛 生 看 護 活 動 展 開 論

看 護 の 統 合 と 実 践

基 礎 看 護 学

地 域 ・ 在 宅 看 護 論

成 人 看 護 学

老 年 看 護 学

小 児 看 護 学

疫 学

保 健 統 計 学

保 健 医 療 福 祉 行 政 論

区
　
分

授
業

科
目

配
当

 年
次

単
位

数
1
単

位
当

た
り

の
時

間
数

履
修

方
法
及
び

卒
業
要
件

公 衆 衛 生 看 護 管 理 論

個 人 ・ 家 族 ・ 集 団 ・

組 織 の 支 援 実 習

公 衆 衛 生 看 護 活 動

展 開 論 実 習

2
3
(
※

)

人 間 と 社 会 人 間 と 文 化 人 間 と 環 境

外
国

語
科

目

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
目

基 礎 科 目

人 文 社 会 科 学 系

(
看

護
師
学
校
)

「
2
6
単
位
」

必
修
2
4
単
位

選
択

2
単
位
以
上
修

得

(
保

健
師
学
校
)

「
2
6
単
位
」

看
護

師
学
校
必
修

2
4
単
位

選
択

2
単
位
以
上
修

得

医 療 自 然 科 学 系

教 養 教 育 科 目

教 養 コ ア 科 目

(
看

護
師
学
校
)

「
2
5
単
位
」

必
修
2
5
単
位

(
保

健
師
学
校
)

「
2
5
単
位
」

必
修
2
5
単
位

＋
情

報
処

理
法
1
単
位

情
報
科

目

キ
ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン

小
計

領 域 科 目
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疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅲ
2
前

①

疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅳ
2
後

①

疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅴ
2
後

①

精
神

疾
病

・
治

療
論

各
論

3
前

①

薬
理

学
1
後

①

疫
学

3
前

②
②

公
衆

衛
生

学
1
後

①
①

看
護

学
原

論
Ⅰ

1
前

②

看
護

学
原

論
Ⅱ

1
前

②

援
助

方
法

論
Ⅰ

1
前

②

援
助

方
法

論
Ⅱ

1
後

②

援
助

方
法

論
Ⅲ

1
後

②

看
護

理
論

1
前

①

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅰ

1
後

①

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅱ

2
前

②

公
衆

衛
生

看
護

学
概

論
1
後

②
②

地
域

・
在

宅
看

護
論

2
前

②
②

地
域

・
在

宅
援

助
論

2
後

②

公
衆

衛
生

看
護

論
4
後

②

保
健

医
療

福
祉

行
政

論
3
前

①
①

公
衆

衛
生

看
護

方
法

論
Ⅰ

2
後

②

公
衆

衛
生

看
護

方
法

論
Ⅱ

3
前

②

公
衆

衛
生

看
護

活
動

展
開

論
Ⅰ

3
後

②

公
衆

衛
生

看
護

活
動

展
開

論
Ⅱ

3
後

②
②

保
健

統
計

学
3
前

②

地
域

・
在

宅
看

護
学

実
習

②

公
衆

衛
生

看
護

学
実

習
Ⅰ

4
前

④
④

公
衆

衛
生

看
護

学
実

習
Ⅱ

4
前

①

精
神

看
護

学
概

論
1
後

②

精
神

看
護

援
助

論
Ⅰ

2
前

①

精
神

看
護

援
助

論
Ⅱ

2
後

①

精
神

看
護

援
助

論
Ⅲ

2
後

①

精
神

看
護

学
実

習
②

精
神

看
護

演
習

3
後

②

精
神

保
健

看
護

実
習

4
前

②

母
性

看
護

学
概

論
Ⅰ

2
前

①

母
性

看
護

学
概

論
Ⅱ

2
前

①

母
性

看
護

援
助

論
Ⅰ

2
前

①

母
性

看
護

援
助

論
Ⅱ

2
後

①

母
性

看
護

学
実

習
②

小
児

看
護

学
概

論
2
前

②

小
児

看
護

援
助

論
Ⅰ

2
後

①

小
児

看
護

援
助

論
Ⅱ

2
後

①

小
児

看
護

学
実

習
②

成
人

看
護

学
概

論
1
後

②

成
人

看
護

援
助

論
Ⅰ

2
前

①

成
人

看
護

援
助

論
Ⅱ

2
前

①

成
人

看
護

援
助

論
Ⅲ

2
後

②

成
人

看
護

援
助

論
Ⅳ

4
後

①

成
人

看
護

学
実

習
Ⅰ

③

成
人

看
護

学
実

習
Ⅱ

③

成
人

看
護

技
術

演
習

4
後

②

救
急

看
護

実
習

4
前

②

高
齢

者
看

護
学

概
論

1
後

②

高
齢

者
看

護
援

助
論

Ⅰ
2
前

①

高
齢

者
看

護
援

助
論

Ⅱ
2
後

①

高
齢

者
看

護
学

実
習

Ⅰ
②

高
齢

者
看

護
学

実
習

Ⅱ
②

認
知

症
看

護
援

助
論

2
後

①

認
知

症
看

護
演

習
2
後

②

高
齢

者
看

護
学

実
習

Ⅲ
4
前

②

看
護

統
合

実
習

4
前

②

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
論

4
前

①

救
急

救
命

看
護

論
4
後

①

が
ん

看
護

論
4
前

①

先
端

医
療

看
護

論
4
前

①

感
染

看
護

論
4
前

①

生
殖

技
術

看
護

論
4
前

①

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
論

4
前

①

看
護

教
育

論
4
後

①

看
護

サ
ー

ビ
ス

組
織

論
4
後

①

看
護

行
政

論
4
後

①

危
機

理
論

2
前

①

危
機

管
理

4
後

①

看
護

・
福

祉
連

携
活

動
論

4
後

①
①

災
害

看
護

論
4
後

①
①

看
護

方
法

論
Ⅰ

2
前

①
①

看
護

方
法

論
Ⅱ

2
前

①
①

看
護

統
合

セ
ミ

ナ
ー

4
後

①

小
計

基 礎 科 目

(
看

護
師
学
校
)

「
2
6
単
位
」

必
修

2
4
単
位

選
択

2
単

位
以
上
修

得

(
保
健

師
学
校
)

「
2
6
単
位
」

看
護
師

学
校
必
修

2
4
単
位

選
択

2
単

位
以
上
修

得

医 療 自 然 科 学 系

小
計

専 門 科 目

高 齢 者 看 護 学

看
護

の
統

合
と

実
践

専 門 領 域 看 護 論

臨 床 看 護 論

看 護 教 育

管 理 論 看 護 統 合

実 践 応 用 看 護 学

地 域 ・ 在 宅 看 護 論

(
看

護
師
学
校
)

「
5
9
単
位
」

必
修

5
7
単
位

選
択

2
単

位
以
上
修

得

(
保
健

師
学
校
)

「
7
7
単
位
」

看
護
師

学
校
必
修

5
7
単
位

地
域
・

在
宅
看
護

論
の
選

択
1
8
単
位

を
修
得

(
保

健
師
学
校
)

「
1
8
単
位
」

看
護
サ

ー
ビ
ス
組

織
論

1
単
位

看
護

行
政
論
1
単
位

を
修
得

精 神 看 護 学 母 性 看 護 学 小 児 看 護 学

基 礎 看 護 学

看
護

師
学
校

必
修

1
4
単
位

保
健

師
学
校

必
修

1
4
単
位

成 人 看 護 学
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疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅲ
2
前

①

疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅳ
2
後

①

疾
病

・
治

療
論

各
論

Ⅴ
2
後

①

精
神

疾
病

・
治

療
論

各
論

3
前

①

薬
理

学
1
後

①

疫
学

3
前

②
②

公
衆

衛
生

学
1
後

①
①

看
護

学
原

論
Ⅰ

1
前

②

看
護

学
原

論
Ⅱ

1
前

②

援
助

方
法

論
Ⅰ

1
前

②

援
助

方
法

論
Ⅱ

1
後

②

援
助

方
法

論
Ⅲ

1
後

②

看
護

理
論

1
前

①

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅰ

1
後

①

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅱ

2
前

②

公
衆

衛
生

看
護

学
概

論
1
後

②
②

地
域

・
在

宅
看

護
論

2
前

②
②

地
域

・
在

宅
援

助
論

2
後

②

公
衆

衛
生

看
護

論
4
後

②

保
健

医
療

福
祉

行
政

論
3
前

①
①

公
衆

衛
生

看
護

方
法

論
Ⅰ

2
後

②

公
衆

衛
生

看
護

方
法

論
Ⅱ

3
前

②

公
衆

衛
生

看
護

活
動

展
開

論
Ⅰ

3
後

②

公
衆

衛
生

看
護

活
動

展
開

論
Ⅱ

3
後

②
②

保
健

統
計

学
3
前

②

地
域

・
在

宅
看

護
学

実
習

②

公
衆

衛
生

看
護

学
実

習
Ⅰ

4
前

④
④

公
衆

衛
生

看
護

学
実

習
Ⅱ

4
前

①

精
神

看
護

学
概

論
1
後

②

精
神

看
護

援
助

論
Ⅰ

2
前

①

精
神

看
護

援
助

論
Ⅱ

2
後

①

精
神

看
護

援
助

論
Ⅲ

2
後

①

精
神

看
護

学
実

習
②

精
神

看
護

演
習

3
後

②

精
神

保
健

看
護

実
習

4
前

②

母
性

看
護

学
概

論
Ⅰ

2
前

①

母
性

看
護

学
概

論
Ⅱ

2
前

①

母
性

看
護

援
助

論
Ⅰ

2
前

①

母
性

看
護

援
助

論
Ⅱ

2
後

①

母
性

看
護

学
実

習
②

小
児

看
護

学
概

論
2
前

②

小
児

看
護

援
助

論
Ⅰ

2
後

①

小
児

看
護

援
助

論
Ⅱ

2
後

①

小
児

看
護

学
実

習
②

成
人

看
護

学
概

論
1
後

②

成
人

看
護

援
助

論
Ⅰ

2
前

①

成
人

看
護

援
助

論
Ⅱ

2
前

①

成
人

看
護

援
助

論
Ⅲ

2
後

②

成
人

看
護

援
助

論
Ⅳ

4
後

①

成
人

看
護

学
実

習
Ⅰ

③

成
人

看
護

学
実

習
Ⅱ

③

成
人

看
護

技
術

演
習

4
後

②

救
急

看
護

実
習

4
前

②

高
齢

者
看

護
学

概
論

1
後

②

高
齢

者
看

護
援

助
論

Ⅰ
2
前

①

高
齢

者
看

護
援

助
論

Ⅱ
2
後

①

高
齢

者
看

護
学

実
習

Ⅰ
②

高
齢

者
看

護
学

実
習

Ⅱ
②

認
知

症
看

護
援

助
論

2
後

①

認
知

症
看

護
演

習
2
後

②

高
齢

者
看

護
学

実
習

Ⅲ
4
前

②

看
護

統
合

実
習

4
前

②

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
論

4
前

①

救
急

救
命

看
護

論
4
後

①

が
ん

看
護

論
4
前

①

先
端

医
療

看
護

論
4
前

①

感
染

看
護

論
4
前

①

生
殖

技
術

看
護

論
4
前

①

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
論

4
前

①

看
護

教
育

論
4
後

①

看
護

サ
ー

ビ
ス

組
織

論
4
後

①

看
護

行
政

論
4
後

①

危
機

理
論

2
前

①

危
機

管
理

4
後

①

看
護

・
福

祉
連

携
活

動
論

4
後

①
①

災
害

看
護

論
4
後

①
①

看
護

方
法

論
Ⅰ

2
前

①
①

看
護

方
法

論
Ⅱ

2
前

①
①

看
護

統
合

セ
ミ

ナ
ー

4
後

①

小
計

基 礎 科 目

(
看

護
師
学
校
)

「
2
6
単
位
」

必
修

2
4
単
位

選
択

2
単

位
以
上
修

得

(
保
健

師
学
校
)

「
2
6
単
位
」

看
護
師

学
校
必
修

2
4
単
位

選
択

2
単

位
以
上
修

得

医 療 自 然 科 学 系

小
計

専 門 科 目

高 齢 者 看 護 学

看
護

の
統

合
と

実
践

専 門 領 域 看 護 論

臨 床 看 護 論

看 護 教 育

管 理 論 看 護 統 合

実 践 応 用 看 護 学

地 域 ・ 在 宅 看 護 論

(
看

護
師
学
校
)

「
5
9
単
位
」

必
修

5
7
単
位

選
択

2
単

位
以
上
修

得

(
保
健

師
学
校
)

「
7
7
単
位
」

看
護
師

学
校
必
修

5
7
単
位

地
域
・

在
宅
看
護

論
の
選

択
1
8
単
位

を
修
得

(
保

健
師
学
校
)

「
1
8
単
位
」

看
護
サ

ー
ビ
ス
組

織
論

1
単
位

看
護

行
政
論
1
単
位

を
修
得

精 神 看 護 学 母 性 看 護 学 小 児 看 護 学

基 礎 看 護 学

看
護

師
学
校

必
修

1
4
単
位

保
健

師
学
校

必
修

1
4
単
位

成 人 看 護 学
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看
護

研
究

概
論

2
後

①

看
護

研
究

方
法

論
 

2
後

①

看
護

研
究

セ
ミ

ナ
ー

Ⅰ
3
後

①

看
護

研
究

セ
ミ

ナ
ー

Ⅱ
4
前

①

教
職

概
論

1
後

教
育

社
会

学
2
前

教
育

課
程

論
2
後

教
育

方
法

論
（

I
C
T
活

用
を

含
む

）
2
後

特
別

支
援

教
育

の
基

礎
3
前

教
育

相
談

3
前

学
校

保
健

2
前

②

養
護

概
説

2
後

道
徳

・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

・
特

別
活

動
の

基
礎

3
前

生
徒

指
導

論
2
後

養
護

実
習

Ⅰ
（

事
前

・
事

後
指

導
）

養
護

実
習

Ⅱ
3
後

養
護

実
習

Ⅲ
3
後

教
職

実
践

演
習

（
養

護
）

4
後

特
別

活
動

指
導

法
2
前

生
徒

・
進

路
指

導
論

2
後

看
護

科
教

育
法

Ⅰ
2
後

看
護

科
教

育
法

Ⅱ
3
前

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

指
導

法
3
前

教
育

実
習

指
導

教
育

実
習

3
後

教
職

実
践

演
習

（
高

）
Ｂ

4
後

1
2
0
+
選

択
4

専 門 科 目

(
看

護
師
学
校
)

「
5
9
単
位
」

必
修

5
7
単
位

選
択

2
単

位
以
上
修

得

(
保
健

師
学
校
)

「
7
7
単
位
」

看
護
師

学
校
必
修

5
7
単
位

地
域
・

在
宅
看
護

論
の
選

択
1
8
単
位

を
修
得

(
保

健
師
学
校
)

「
1
8
単
位
」

看
護
サ

ー
ビ
ス
組

織
論

1
単
位

看
護

行
政
論
1
単
位

を
修
得

保
健

師
国

家
試

験
受

験
資

格
を

取
得

す
る

場
合

の
最

低
必

要
単

位
数

指
定

規
則

に
対

す
る

増
単

位
数

卒
業

要
件

単
位

数

教 職 課 程 に 関 す る 科 目

教 職 共 通

(
保
健

師
学
校
)

「
2
単
位
」

学
校

保
健
2
単
位
を

修
得

養 護 教 諭 高 校 教 諭 （ 看 護 ）

小
計

看 護 研 究

小
計
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生
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進
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看
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法
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看
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3
前

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

指
導

法
3
前

教
育

実
習

指
導

教
育

実
習

3
後

教
職

実
践

演
習

（
高

）
Ｂ

4
後

1
2
0
+
選

択
4

専 門 科 目

(
看

護
師
学
校
)

「
5
9
単
位
」

必
修

5
7
単
位

選
択

2
単

位
以
上
修

得

(
保
健

師
学
校
)

「
7
7
単
位
」

看
護
師

学
校
必
修

5
7
単
位

地
域
・

在
宅
看
護

論
の
選

択
1
8
単
位

を
修
得

(
保

健
師
学
校
)

「
1
8
単
位
」

看
護
サ

ー
ビ
ス
組

織
論

1
単
位

看
護

行
政
論
1
単
位

を
修
得

保
健

師
国

家
試

験
受

験
資

格
を

取
得

す
る

場
合

の
最

低
必

要
単

位
数

指
定

規
則

に
対

す
る

増
単

位
数

卒
業

要
件

単
位

数

教 職 課 程 に 関 す る 科 目

教 職 共 通

(
保
健

師
学
校
)

「
2
単
位
」

学
校

保
健
2
単
位
を

修
得

養 護 教 諭 高 校 教 諭 （ 看 護 ）

小
計

看 護 研 究

小
計
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４ 編入学 

 

１）３年次編入

３年次編入学生は，令和６年度入学生と同じ教育課程であるが，卒業要件は別に定

めており，「３ 履修方法（履修単位数・卒業必要単位数）」の●３年次編入生に「必

修科目」「選択科目」「卒業必要単位数」を記載している。

（１） 看護研究について

「看護研究概論」「看護研究方法論」「看護研究セミナーⅠ」を後期に

同時履修しなければならない。

（２） 選択科目について

保健師国家試験受験をするためには，教職課程に関する科目から「学校

保健」を取得しなければならない。

養護教諭二種免許状の申請を希望する者は，選択科目「日本国憲法」「情

報処理法」を取得しなければならない。

２）教科目履修上の配慮

編入学生必修の科目は，本学独自の教育内容・方法をとっている科目であるので，

編入学生は同学年生と共に履修することを原則とする。

編入学生の中には，看護の実践経験を豊富に蓄積している学生も想定されるので，

看護という実践科学の教育の中に，編入学生の豊富な実践経験が有効に働くような教

育方法を積極的に考える。
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 1.教養教育科目

【令和6年度入学生（3年次編入用）】

必
修

選
択

教養セミナー スタートアップセミナー 1前

「対話」の教育 フレッシュマンセミナー(文化に生きる) 1前

看護学からのSDGsⅠ 2後

看護学からのSDGsⅡ 3前

インクルーシブ社会論 1後

社会学概論 1前

日本国憲法 1前 ◎ ◎ ◎

人間関係論 2前

発達心理学 1後

家族論 3前

ボランティアと地域住民生活 1前

人間社会における音楽文化 3後

心理学概論 1前

広島県地域の時事問題 1後

音楽と日常生活 1後

国際社会と医療 4後

情報と医療 4後

数理から見た生活 2後

生命倫理 4前

自然環境と人間 1前

生活と統計 2後

科学的研究法入門 2後

基礎英語Ⅰ 1前

基礎英語Ⅱ 1前

医療英語会話Ⅰ 2前

医療英語会話Ⅱ 2後

英会話フィールドワーク 特設

中国語 1前

健康と運動 1前

情報科学概論 1後

コンピュータ操作法 1前

情報処理法 2後 ◎ ◎ ◎

情報システム論 2前

リーダーシップ論 4後

職業選択と職業的アイデンティティ 4前

救
急
看
護
強
化

コ
ー

ス

精
神
保
健
看
護
強
化

コ
ー

ス
備 考

保
健
師
コ
ー

ス

高
校
教
諭

（
看
護

）

コ
ー

ス

養
護
教
諭
コ
ー

ス

認
知
症
看
護
強
化

コ
ー

ス

科目
区分

科目
番号

ナンバリング 科　　目　　名

単位

配
当
年
次

授
業
回
数

【◎コース必修科目／○コース選択科目】

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

領
域
科
目

人
間
と
社
会

人
間
と
文
化

人
間
と
環
境

外国語科目

健康スポーツ科目

情報科目

キャリアデ
ザイン
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 1.教養教育科目

【令和6年度入学生（3年次編入用）】
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授
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数
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教
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教
養
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 2.基礎科目

【令和6年度入学生（3年次編入用）】

必
修

選
択

人権論 2前 ◎

関係法規 4前

権利擁護と成年後見 3後 ◎

教育学概論 1後 ◎ ◎

健康心理学 2後 ○ ◎
養護教諭一種資格取得コースは、1
科目2単位選択必修

臨床心理学 2前 ○

カウンセリング 3前 ○ ◎ ◎ ◎

ジェンダー論 2前

地域生活と文化 1後

人間発生・発達学 1前

生物学 1前

化学の基礎 1前

生化学 1前

栄養学 1後

臨床免疫・遺伝学 2後

病態微生物学 1前

人体構造機能学Ⅰ 1前

人体構造機能学Ⅱ 1前

人体構造機能学Ⅲ 1後

人体構造機能学Ⅳ 1後

病理学総論 1後

病理学各論 1後

医学概論 4前

疾病・治療論各論Ⅰ 2前

疾病・治療論各論Ⅱ 2前

疾病・治療論各論Ⅲ 2前

疾病・治療論各論Ⅳ 2後

疾病・治療論各論Ⅴ 2後

精神疾病・治療論各論 3前 ◎

薬理学 1後

疫学 3前

公衆衛生学 1後

備 考

精
神
保
健
看
護
強
化

コ
ー

ス

高
校
教
諭

（
看
護

）

コ
ー

ス

養
護
教
諭
コ
ー

ス

科　　目　　名

救
急
看
護
強
化

コ
ー

ス

保
健
師
コ
ー

ス

認
知
症
看
護
強
化

コ
ー

ス

単位

配
当
年
次

授
業
回
数

基
礎
科
目 医

　
療
　
自
　
然
　
科
　
学
　
系

【◎コース必修科目／○コース選択科目】

ナンバリング
科目
区分

科目
番号

人
文
社
会
科
学
系
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 2.基礎科目

【令和6年度入学生（3年次編入用）】

必
修

選
択

人権論 2前 ◎

関係法規 4前

権利擁護と成年後見 3後 ◎

教育学概論 1後 ◎ ◎

健康心理学 2後 ○ ◎
養護教諭一種資格取得コースは、1
科目2単位選択必修

臨床心理学 2前 ○

カウンセリング 3前 ○ ◎ ◎ ◎

ジェンダー論 2前

地域生活と文化 1後

人間発生・発達学 1前

生物学 1前

化学の基礎 1前

生化学 1前

栄養学 1後

臨床免疫・遺伝学 2後

病態微生物学 1前

人体構造機能学Ⅰ 1前

人体構造機能学Ⅱ 1前

人体構造機能学Ⅲ 1後

人体構造機能学Ⅳ 1後

病理学総論 1後

病理学各論 1後

医学概論 4前

疾病・治療論各論Ⅰ 2前

疾病・治療論各論Ⅱ 2前

疾病・治療論各論Ⅲ 2前

疾病・治療論各論Ⅳ 2後

疾病・治療論各論Ⅴ 2後

精神疾病・治療論各論 3前 ◎

薬理学 1後

疫学 3前

公衆衛生学 1後

備 考

精
神
保
健
看
護
強
化

コ
ー

ス

高
校
教
諭

（
看
護

）

コ
ー

ス

養
護
教
諭
コ
ー

ス

科　　目　　名

救
急
看
護
強
化

コ
ー

ス

保
健
師
コ
ー

ス

認
知
症
看
護
強
化

コ
ー

ス

単位

配
当
年
次

授
業
回
数

基
礎
科
目 医

　
療
　
自
　
然
　
科
　
学
　
系

【◎コース必修科目／○コース選択科目】

ナンバリング
科目
区分

科目
番号

人
文
社
会
科
学
系
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 3.専門科目(1)

【令和6年度入学生（3年次編入用）】

必
修

選
択

看護学原論Ⅰ 1前

看護学原論Ⅱ 1前

援助方法論Ⅰ 1前

援助方法論Ⅱ 1後

援助方法論Ⅲ 1後

看護理論 1前

基礎看護学実習Ⅰ 1後

基礎看護学実習Ⅱ 2前

公衆衛生看護学概論 1後

地域・在宅看護論 2前

地域・在宅援助論 2後

公衆衛生看護論 4後 ◎ ○ どちらか、1科目以上選択

保健医療福祉行政論 3前 ◎ ○ 　

公衆衛生看護方法論Ⅰ 2後 ◎

公衆衛生看護方法論Ⅱ 3前 ◎

公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 3後 ◎

公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 3後 ◎

保健統計学 3前 ◎

地域・在宅看護学実習 3前後

公衆衛生看護学実習Ⅰ 4前 ◎

公衆衛生看護学実習Ⅱ 4前 ◎

精神看護学概論 1後

精神看護援助論Ⅰ 2前

精神看護援助論Ⅱ 2後

精神看護援助論Ⅲ 2後 ◎

精神看護学実習 3前後

精神看護演習 3後 ◎

精神保健看護実習 4前 ◎

母性看護学概論Ⅰ 2前

母性看護学概論Ⅱ 2前

母性看護援助論Ⅰ 2前

母性看護援助論Ⅱ 2後

母性看護学実習 3前後 ※１単位は成人看護学実習読み替え

小児看護学概論 2前

小児看護援助論Ⅰ 2後

小児看護援助論Ⅱ 2後

小児看護学実習 3前後

成人看護学概論 1後

成人看護援助論Ⅰ 2前

成人看護援助論Ⅱ 2前

成人看護援助論Ⅲ 2後

成人看護援助論Ⅳ 4後 ◎

成人看護学実習Ⅰ 3前後

成人看護学実習Ⅱ 3前後

成人看護技術演習 4後 ◎

救急看護実習 4前 ◎

備 考

配
当
年
次

授
業
回
数

保
健
師
コ
ー

ス

養
護
教
諭
コ
ー

ス

高
校
教
諭

（
看
護

）

コ
ー

ス

救
急
看
護
強
化

コ
ー

ス

認
知
症
看
護
強
化

コ
ー

ス

単位 精
神
保
健
看
護
強
化

コ
ー

ス

科目
区分

科目
番号

ナンバリング 科　　目　　名

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

地
域
・
在
宅
看
護
論

精
神
看
護
学

母
性
看
護
学

小
児
看
護
学

成
人
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 3.専門科目(1)

【令和6年度入学生（3年次編入用）】

必
修

選
択

看護学原論Ⅰ 1前

看護学原論Ⅱ 1前

援助方法論Ⅰ 1前

援助方法論Ⅱ 1後

援助方法論Ⅲ 1後

看護理論 1前

基礎看護学実習Ⅰ 1後

基礎看護学実習Ⅱ 2前

公衆衛生看護学概論 1後

地域・在宅看護論 2前

地域・在宅援助論 2後

公衆衛生看護論 4後 ◎ ○ どちらか、1科目以上選択

保健医療福祉行政論 3前 ◎ ○ 　

公衆衛生看護方法論Ⅰ 2後 ◎

公衆衛生看護方法論Ⅱ 3前 ◎

公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 3後 ◎

公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 3後 ◎

保健統計学 3前 ◎

地域・在宅看護学実習 3前後

公衆衛生看護学実習Ⅰ 4前 ◎

公衆衛生看護学実習Ⅱ 4前 ◎

精神看護学概論 1後

精神看護援助論Ⅰ 2前

精神看護援助論Ⅱ 2後

精神看護援助論Ⅲ 2後 ◎

精神看護学実習 3前後

精神看護演習 3後 ◎

精神保健看護実習 4前 ◎

母性看護学概論Ⅰ 2前

母性看護学概論Ⅱ 2前

母性看護援助論Ⅰ 2前

母性看護援助論Ⅱ 2後

母性看護学実習 3前後 ※１単位は成人看護学実習読み替え

小児看護学概論 2前

小児看護援助論Ⅰ 2後

小児看護援助論Ⅱ 2後

小児看護学実習 3前後

成人看護学概論 1後

成人看護援助論Ⅰ 2前

成人看護援助論Ⅱ 2前

成人看護援助論Ⅲ 2後

成人看護援助論Ⅳ 4後 ◎

成人看護学実習Ⅰ 3前後

成人看護学実習Ⅱ 3前後

成人看護技術演習 4後 ◎

救急看護実習 4前 ◎

備 考

配
当
年
次

授
業
回
数

保
健
師
コ
ー

ス

養
護
教
諭
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ー

ス

高
校
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神
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ス

科目
区分

科目
番号

ナンバリング 科　　目　　名

専
門
科
目

基
礎
看
護
学

地
域
・
在
宅
看
護
論

精
神
看
護
学

母
性
看
護
学

小
児
看
護
学

成
人
看
護
学

実
践
応
用
看
護
学
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 3.専門科目(2)

【令和6年度入学生（3年次編入用）】

必
修

選
択

高齢者看護学概論 1後

高齢者看護援助論Ⅰ 2前

高齢者看護援助論Ⅱ 2後

高齢者看護学実習Ⅰ 3前後

高齢者看護学実習Ⅱ 3前後

認知症看護援助論 2後 ◎

認知症看護演習 2後 ◎

高齢者看護学実習Ⅲ 4前 ◎

看護統合実習 4前

リハビリテーション看護論 4前

救急救命看護論 4後 ○

がん看護論 4前

先端医療看護論 4前

感染看護論 4前

生殖技術看護論 4前

ターミナルケア論 4前 ◎

看護教育論 4後 ○

看護ｻｰﾋﾞｽ組織論 4後 ◎

看護行政論 4後 ◎

危機理論 2前

危機管理 4後

看護・福祉連携活動論 4後 ◎

災害看護論 4後

看護方法論Ⅰ 2前

看護方法論Ⅱ 2前

看護統合セミナー 4後

看護研究概論 2後

看護研究方法論 2後

看護研究セミナーⅠ 3後

看護研究セミナーⅡ 4前

高
齢
者
看
護
学

専
門
科
目

実
践
応
用
看
護
学

科目
区分

科目
番号

看護研究

ナンバリング 科　　目　　名

単位

配
当
年
次

認
知
症
看
護
強
化

コ
ー

ス

精
神
保
健
看
護
強
化

コ
ー

ス
備 考

授
業
回
数
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健
師
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ー

ス

養
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教
諭
コ
ー

ス

高
校
教
諭

（
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護
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ー

ス

救
急
看
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強
化

コ
ー

ス

【◎コース必修科目／○コース選択科目】

看護の統合と
実践

専
門
領
域
看
護
論

臨
床
看
護
論

看
護
教
育

管
理
論

看
護
統
合
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 3.専門科目(2)

【令和6年度入学生（3年次編入用）】

必
修

選
択

高齢者看護学概論 1後

高齢者看護援助論Ⅰ 2前

高齢者看護援助論Ⅱ 2後

高齢者看護学実習Ⅰ 3前後

高齢者看護学実習Ⅱ 3前後

認知症看護援助論 2後 ◎

認知症看護演習 2後 ◎

高齢者看護学実習Ⅲ 4前 ◎

看護統合実習 4前

リハビリテーション看護論 4前

救急救命看護論 4後 ○

がん看護論 4前

先端医療看護論 4前

感染看護論 4前

生殖技術看護論 4前

ターミナルケア論 4前 ◎

看護教育論 4後 ○

看護ｻｰﾋﾞｽ組織論 4後 ◎

看護行政論 4後 ◎

危機理論 2前

危機管理 4後

看護・福祉連携活動論 4後 ◎

災害看護論 4後

看護方法論Ⅰ 2前

看護方法論Ⅱ 2前

看護統合セミナー 4後

看護研究概論 2後

看護研究方法論 2後

看護研究セミナーⅠ 3後

看護研究セミナーⅡ 4前

高
齢
者
看
護
学

専
門
科
目

実
践
応
用
看
護
学

科目
区分

科目
番号

看護研究

ナンバリング 科　　目　　名

単位

配
当
年
次

認
知
症
看
護
強
化

コ
ー

ス

精
神
保
健
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護
強
化
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ー

ス
備 考
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業
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数
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健
師
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ー

ス

養
護
教
諭
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ー

ス

高
校
教
諭

（
看
護

）

コ
ー

ス

救
急
看
護
強
化

コ
ー

ス

【◎コース必修科目／○コース選択科目】

看護の統合と
実践

専
門
領
域
看
護
論

臨
床
看
護
論

看
護
教
育

管
理
論

看
護
統
合
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 4.教職課程

【令和6年度入学生（3年次編入用）】

必
修

選
択

自
由

教職概論 1後 ◎ ◎

教育社会学 2前 ◎ ◎

教育課程論 2後 ◎ ◎

教育方法論（ICT活用を含む） 2後 ◎ ◎

特別支援教育の基礎 3前 ◎ ◎

教育相談 3前 ◎ ◎

学校保健 2前 ◎ ◎

養護概説 2後 ◎

道徳・総合的な学習の時間・特別活動の基礎 3前 ◎

生徒指導論 2後 ◎

養護実習Ⅰ（事前・事後指導） 3前後 ◎

養護実習Ⅱ 3後 ◎

養護実習Ⅲ 3後 ◎

教職実践演習（養護） 4後 ◎

特別活動指導法 2前 ◎

生徒・進路指導論 2後 ◎

看護科教育法Ⅰ 2後 ◎

看護科教育法Ⅱ 3前 ◎

総合的な学習の時間の指導法 3前 ◎

教育実習指導 3前後 ◎

教育実習 3後 ◎

教職実践演習（高）Ｂ 4後 ◎

【◎コース必修科目／○コース選択科目】

認
知
症
看
護
強
化

コ
ー

ス

精
神
保
健
看
護
強
化

コ
ー

ス
備 考

保
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師
コ
ー

ス
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護
教
諭
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ー

ス

高
校
教
諭

（
看
護

）

コ
ー

ス

救
急
看
護
強
化

コ
ー

ス

教
職
課
程
に
関
す
る
科
目

教
職
共
通

養
護
教
諭

高
校
教
諭

（
看
護

）

単位

科目
区分

科目
番号

ナンバリング 科　　目　　名

配
当
年
次

授
業
回
数
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教教　　育育　　課課　　程程　　表表 4.教職課程

【令和6年度入学生（3年次編入用）】

必
修

選
択

自
由

教職概論 1後 ◎ ◎

教育社会学 2前 ◎ ◎

教育課程論 2後 ◎ ◎

教育方法論（ICT活用を含む） 2後 ◎ ◎

特別支援教育の基礎 3前 ◎ ◎

教育相談 3前 ◎ ◎

学校保健 2前 ◎ ◎

養護概説 2後 ◎

道徳・総合的な学習の時間・特別活動の基礎 3前 ◎

生徒指導論 2後 ◎

養護実習Ⅰ（事前・事後指導） 3前後 ◎

養護実習Ⅱ 3後 ◎

養護実習Ⅲ 3後 ◎

教職実践演習（養護） 4後 ◎

特別活動指導法 2前 ◎

生徒・進路指導論 2後 ◎

看護科教育法Ⅰ 2後 ◎

看護科教育法Ⅱ 3前 ◎

総合的な学習の時間の指導法 3前 ◎

教育実習指導 3前後 ◎

教育実習 3後 ◎

教職実践演習（高）Ｂ 4後 ◎

【◎コース必修科目／○コース選択科目】
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知
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科目
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５５ 教教職職課課程程

教職課程には，養護教諭一種免許状資格取得コース，高等学校教諭一種免許状（看護）

資格取得コースがあります。これらのコースは，学校保健及び国民の健康保持・増進に寄

与できる看護職者の育成を行うために設置されています。看護の専門的知識と技術を修得

し，豊かな人間性と総合的な判断力を培った教育職員を育成します。 

養護教諭一種免許状資格取得コース

１１．．教教職職課課程程（（養養護護））のの教教育育目目的的  
教職課程（養護）では，広島文化学園大学看護学部の教育目的・教育方針・教育目標に

加え，学校保健およびすべての国民の健康の保持・増進に寄与できる看護職者，及び保健・

医療と教育の連携が図れる質の高い専門教職者の育成を目的とする。 
 
２２．．教教職職課課程程（（養養護護））のの教教育育方方針針 

１）学校保健および全ての国民の健康の保持・増進に寄与できる養護教諭の育成を行う。 
２）保健・医療と教育の連携が図れる，質の高い専門職者の育成を行う。 

 
３３．．教教職職課課程程（（養養護護））のの教教育育目目標標 
１）学校教育における児童生徒等・職員の保健管理・保健教育の実践活動を理解し，外

傷・疾病などの応急処置及び予防について，速やか且つ適切な指導や対応を行うこ

とができる。 
２）性と生殖機能（命）について理解し，特に思春期に起こり得る心身の健康問題や相

談の必要性を理解することができる。 
３）学校内における児童・生徒及びその保護者の心の健康を理解し，適切に指導や対応

を行うことができる。 
４）学校保健組織の連携・協働を体験し、適切な対応の必要性を理解することができる。 
５）保健・医療・教育・福祉の連携における専門職としての必要性がわかる。 
 

４４．．教教育育課課程程のの内内容容 
１）教職課程（養護）を選択・希望する学生は，履修の手引きに記載の別表「教職課程

（養護）履修方法」に基づき，履修計画を立てる。 
２）別表「教職課程（養護）履修方法」に基づき，必要な科目を履修する。 

 
５５．．養養護護実実習習のの事事前前指指導導及及びび実実習習校校ととのの連連携携 
１）養護実習は，大学から選出された教員からなる「教職課程委員会」において，教職

課程（養護教諭一種免許状）履修者に対する特別指導日程を企画し実施する。 
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２）教職課程委員会は，２年次前期に養護教諭一種免許状履修課程について説明し，特

に学生の養護教諭免許取得に向けた学修に対する心構えの重要性を強調するととも

に，学生は「コース選択届」を教職課程委員会に提出する。その提出を基に，養護

教諭一種免許状履修課程予定者の概数を把握する。 
３）２年次前期の履修登録終了後，「養護実習説明会」を開き，養護実習計画及び依頼手

続きについて説明する。この説明に基づき，学生は２年次前期に養護実習予定校を

訪問し，実習依頼を行う。 
４）実習校との連絡調整は，養護実習予定校に対し依頼状，内諾書及び実施要項を実習

予定校に送付し，内諾書の発行を依頼する。これ以後，養護実習校とは緊密に連絡

を取り，養護実習が実効あるものとなるように努力する。 
５）指導教員は巡回指導計画のもと，本学の授業科目としての指導及び評価を責任ある

体制のもとに実施し，実習校との連携をとりながら訪問，指導を行う。 
 
６６．．養養護護実実習習のの履履修修資資格格 

１）養護実習の履修条件 
３年次前期終了時点で次の各号に該当する者。 

（１）教育学概論，教職概論，教育社会学，発達心理学，特別支援教育の基礎，学校保

健，養護概説，教育課程論，道徳・総合的な学習の時間・特別活動の基礎，教育

方法論（ICT 活用を含む），生徒指導論，教育相談，人権論の全ての科目単位が修

得されていること。 
（２）「広島文化学園大学看護学部教職課程（養護）に関する履修細則」第２条【別表３】

（養護及び教職に関する科目）①の内，養護に関する科目の未修得単位が５単位

以内であること。ただし，教授会において特別の事情があると認めた者について

はこの限りではない。 
２）教授会において養護実習を履修できる心身の健康を保持していると認めた者。 
３）学則に規定する懲戒を受けたことのない者。 
４）２年次前期に行う「養護実習説明会」に出席し，指示を受けた諸手続きを完了し，

その後の事前指導に出席している者。 
５）遅刻・欠席がなく，真摯な態度で授業に出席し，教育職を目指すものとして，積極

的・主体的な学習態度のある学生であること。 
 
７７．．養養護護実実習習のの目目的的 

教育実践の場において，児童・生徒の直接的な関わりを通し健康維持・増進のため

の具体的な保健室経営の方法を学び，保健計画の具体的な活動の一部を体験すること

により養護教諭としての知識・技術・態度などの基礎的能力を修得する。 
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８８．．養養護護実実習習のの目目標標  
＜養護実習Ⅰ＞ 

１）養護実習の意義を理解し，実習における心構えを理解する。 
２）事前の学校訪問に基づき，実習校の教育環境や児童生徒について理解を深める。 
３）事前は保健教育や保健管理の方法の予習準備を行い，事後には実習評価を行う。 
 
＜養護実習Ⅱ＞ 

１）履修した教職科目などの理論や技術を基礎に，教育現場における実践的な養護活動

の展開を体験し，養護教諭の職務を理解する。 
２）学校保健活動を推進するために，学校教育全般の組織・運営を理解し，養護教諭の

役割と機能について実践を通して理解する。 
３）児童・生徒の心身の発育発達，並びに学校生活の実態を正しく理解する。 

 
＜養護実習Ⅲ＞ 

１）学校教育全般に関する組織・運営を理解し，各教科・道徳・特別活動・総合的な学

習の時間の実情を知り，学校保健計画・学校安全計画の運用を通して養護教諭の活

動内容を理解する。 
２）教科保健学習や学級活動における保健指導について，学級担任教諭と養護教諭の協

力関係や保健教育の実際を理解する。 
３）健康問題を抱える児童・生徒の個別指導及び保健室登校児の指導について学び，養

護教諭の職務に関する実践的・研究的能力と態度を養う。 
 

９９．．養養護護実実習習のの構構成成及及びび方方法法 
＜養護実習の構成＞ 

１）養護実習Ⅰ（学内事前・事後学習）・・・・・・・・・・・・・・１単位 
学内で講義・演習を行う。 

２）養護実習Ⅱ（教育現場実習）・・・・・・・・・・・・・・・・・２単位 
３）養護実習Ⅲ（教育現場実習）・・・・・・・・・・・・・・・・・２単位 
＊養護実習Ⅱ，養護実習Ⅲは教育現場で実習を行う。 

＜養護実習の方法＞ 
１）養護実習の教育機関は学生の出身校（小，中，高等学校）を基本とする。 
２）養護実習の時期は，原則９月に実施する。ただし，実習校の事情により異なる場合

がある。 
３）養護実習の期間は３週間（１２０時間）である。 
４）養護実習に関わる事前指導は「養護実習Ⅰ」及び「教職課程（養護教諭一種免許）

履修者に対する特別指導日程」において実施する。 
５）実習中は，実習校と協議し計画に基づき担当教員が巡回指導を行う。 
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８８．．養養護護実実習習のの目目標標  
＜養護実習Ⅰ＞ 
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３）健康問題を抱える児童・生徒の個別指導及び保健室登校児の指導について学び，養

護教諭の職務に関する実践的・研究的能力と態度を養う。 
 

９９．．養養護護実実習習のの構構成成及及びび方方法法 
＜養護実習の構成＞ 

１）養護実習Ⅰ（学内事前・事後学習）・・・・・・・・・・・・・・１単位 
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＊養護実習Ⅱ，養護実習Ⅲは教育現場で実習を行う。 
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１）養護実習の教育機関は学生の出身校（小，中，高等学校）を基本とする。 
２）養護実習の時期は，原則９月に実施する。ただし，実習校の事情により異なる場合

がある。 
３）養護実習の期間は３週間（１２０時間）である。 
４）養護実習に関わる事前指導は「養護実習Ⅰ」及び「教職課程（養護教諭一種免許）

履修者に対する特別指導日程」において実施する。 
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広島文化学園大学看護学部教職課程（養護）に関する履修細則 

 
（趣旨） 
第１条  この細則は広島文化学園大学看護学部履修規程第１７条の規定に基づき，履修に

必要な事項を定める。 
（受講科目受講資格） 
第２条  教育職員免許法における養護教諭一種免許状に必要な科目は別表１～３である。 
【別表１】（教育職員免許法「養護教諭一種」別表第２の法定単位数の内訳） 

免許状

の種類 
基礎 
資格 最低取得単位数 

合 計 
単位数 

養護教
諭一種
免許状 

学士の
学位を
有する
こと 

養護に
関する
科目 

教育の
基礎的
理解に
関する
科目 

道徳、
総合的
な学習
の時間
等の内
容及び
生徒指
導、教
育相談
等に関
する科
目 

教育実践に関す
る科目 

※ 
大学が
独自に
設定す
る科目 

養護実
習 

教職実
践演習 

７

※は「人権論」以外に最低修得単位を超えて履修した「養護に関する科目」「教育

の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の内容及び生徒指導、

教育相談等に関する科目」「教育実践に関する科目」について併せて 単位選択し

なければならない。

【別表２】（教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目） 

授業科目名 
法定 
単位 

単位数 
必修 選択 

日本国憲法 
健康と運動 
基礎英語Ⅰ 
基礎英語Ⅱ 
コンピュータ操作法 
情報処理法 

合計 単位 
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広島文化学園大学看護学部教職課程（養護）に関する履修細則 

 
（趣旨） 
第１条  この細則は広島文化学園大学看護学部履修規程第１７条の規定に基づき，履修に

必要な事項を定める。 
（受講科目受講資格） 
第２条  教育職員免許法における養護教諭一種免許状に必要な科目は別表１～３である。 
【別表１】（教育職員免許法「養護教諭一種」別表第２の法定単位数の内訳） 

免許状

の種類 
基礎 
資格 最低取得単位数 

合 計 
単位数 

養護教
諭一種
免許状 

学士の
学位を
有する
こと 

養護に
関する
科目 

教育の
基礎的
理解に
関する
科目 

道徳、
総合的
な学習
の時間
等の内
容及び
生徒指
導、教
育相談
等に関
する科
目 

教育実践に関す
る科目 

※ 
大学が
独自に
設定す
る科目 

養護実
習 

教職実
践演習 

７

※は「人権論」以外に最低修得単位を超えて履修した「養護に関する科目」「教育

の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の内容及び生徒指導、

教育相談等に関する科目」「教育実践に関する科目」について併せて 単位選択し

なければならない。

【別表２】（教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目） 

授業科目名 
法定 
単位 

単位数 
必修 選択 

日本国憲法 
健康と運動 
基礎英語Ⅰ 
基礎英語Ⅱ 
コンピュータ操作法 
情報処理法 

合計 単位 

- 63 -



 
 

【別表３】（養護及び教職に関する科目）① 
免許法施行規則に定める科目区分 左記に対応する開設授業科目

科目
各科目に含めることが必

要な事項

最
低
修
得

単

位

数
授業科目

単位数

備考必

修

選

択

養
護
に
関
す
る
科
目

衛生学及び公衆衛生学

（予防医学を含む。）
保健医療福祉行政論 保健医療福祉論、

公衆衛生看護論

の中から１単位

１科目 以上選

択必修

公衆衛生学

公衆衛生看護論

疫学
学校保健 学校保健
養護概説 養護概説
健康相談活動の理論・健

康相談活動の方法
健康心理学 科目の

うち 科目

選択必修
臨床心理学

カウンセリング
栄養学（食品学を含む。） 栄養学

生化学
解剖学・生理学 人体構造機能学Ⅰ

人体構造機能学Ⅱ

人体構造機能学Ⅲ

人体構造機能学Ⅳ
「微生物学、免疫学、薬理

概論」
病態微生物学

臨床免疫・遺伝学

薬理学
精神保健 疾病・治療論各論Ⅲ

精神看護学概論
看護学（臨床実習及び救

急処置を含む。）
医学概論 年次開講

看護学原論Ⅰ

看護学原論Ⅱ

看護方法論Ⅰ

援助方法論Ⅰ

援助方法論Ⅱ

基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

地域・在宅看護学実

習Ⅰ

母性看護学概論Ⅰ

小児看護学概論

救急救命看護論

成人看護援助論Ⅰ

合 計
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【別表３】（養護及び教職に関する科目）① 
免許法施行規則に定める科目区分 左記に対応する開設授業科目

科目
各科目に含めることが必

要な事項

最
低
修
得

単

位

数
授業科目

単位数

備考必

修

選

択

養
護
に
関
す
る
科
目

衛生学及び公衆衛生学

（予防医学を含む。）
保健医療福祉行政論 保健医療福祉論、

公衆衛生看護論

の中から１単位

１科目 以上選

択必修

公衆衛生学

公衆衛生看護論

疫学
学校保健 学校保健
養護概説 養護概説
健康相談活動の理論・健

康相談活動の方法
健康心理学 科目の

うち 科目

選択必修
臨床心理学

カウンセリング
栄養学（食品学を含む。） 栄養学

生化学
解剖学・生理学 人体構造機能学Ⅰ

人体構造機能学Ⅱ

人体構造機能学Ⅲ

人体構造機能学Ⅳ
「微生物学、免疫学、薬理

概論」
病態微生物学

臨床免疫・遺伝学

薬理学
精神保健 疾病・治療論各論Ⅲ

精神看護学概論
看護学（臨床実習及び救

急処置を含む。）
医学概論 年次開講

看護学原論Ⅰ

看護学原論Ⅱ

看護方法論Ⅰ

援助方法論Ⅰ

援助方法論Ⅱ

基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

地域・在宅看護学実

習Ⅰ

母性看護学概論Ⅰ

小児看護学概論

救急救命看護論

成人看護援助論Ⅰ

合 計
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【別表３】（養護及び教職に関する科目）② 
免許法施行規則に定める科目区分 左記に対応する開設授業科目

科目
各科目に含めることが必

要な事項

最
低
修
得

単

位

数
授業科目

単位数

備考必

修

選

択

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に

関する歴史及び思想
教育学概論

教職の意義及び教員の役

割・職務内容（チーム学校

への対応を含む。）

教職概論

教育に関する社会的、制

度的又は経営的事項（学

校と地域との連携及び学

校安全への対応を含む。）

教育社会学

幼児、児童及び生徒の心

身の発達及び学習の過程
発達心理学

特別の支援を必要とする

幼児、児童及び生徒に対

する理解

特別支援教育の基礎

教育課程の意義及び編成

の方法（カリキュラム・マ

ネジメントを含む。）

教育課程論

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道徳、特別活動及び総合

的な学習の時間に関する

内容

道徳・総合的な学習

の時間・特別活動の

基礎
教育の方法及び技術（情

報機器及び教材の活用を

含む。）

教育方法論（ 活

用を含む）

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論

教育相談（カウンセリン

グに関する基礎的な知識

を含む。）の理論及び方法

教育相談

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

養護実習 養護実習Ⅰ 事前・事

後指導

養護実習Ⅱ

養護実習Ⅲ
学校体験活動

教職実践演習 教職実践演習（養護） 年次開講

大学が独自に設定する科目 人権論 最低修得単位を
超えて履修した
「養護に関する
科目」「教育の基
礎的理解に関す
る科目」「道徳、
総合的な学習の
時間等の内容及
び生徒指導、教
育相談等に関す
る科目」「教育実
践 に 関 す る 科
目」について併
せて 単位選択

合 計
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【別表３】（養護及び教職に関する科目）② 
免許法施行規則に定める科目区分 左記に対応する開設授業科目

科目
各科目に含めることが必

要な事項

最
低
修
得

単

位

数
授業科目

単位数

備考必

修

選

択

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に

関する歴史及び思想
教育学概論

教職の意義及び教員の役

割・職務内容（チーム学校

への対応を含む。）

教職概論

教育に関する社会的、制

度的又は経営的事項（学

校と地域との連携及び学

校安全への対応を含む。）

教育社会学

幼児、児童及び生徒の心

身の発達及び学習の過程
発達心理学

特別の支援を必要とする

幼児、児童及び生徒に対

する理解

特別支援教育の基礎

教育課程の意義及び編成

の方法（カリキュラム・マ

ネジメントを含む。）

教育課程論

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道徳、特別活動及び総合

的な学習の時間に関する

内容

道徳・総合的な学習

の時間・特別活動の

基礎
教育の方法及び技術（情

報機器及び教材の活用を

含む。）

教育方法論（ 活

用を含む）

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論

教育相談（カウンセリン

グに関する基礎的な知識

を含む。）の理論及び方法

教育相談

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

養護実習 養護実習Ⅰ 事前・事

後指導

養護実習Ⅱ

養護実習Ⅲ
学校体験活動

教職実践演習 教職実践演習（養護） 年次開講

大学が独自に設定する科目 人権論 最低修得単位を
超えて履修した
「養護に関する
科目」「教育の基
礎的理解に関す
る科目」「道徳、
総合的な学習の
時間等の内容及
び生徒指導、教
育相談等に関す
る科目」「教育実
践 に 関 す る 科
目」について併
せて 単位選択

合 計
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（養護実習履修資格）

第３条 養護実習を履修しようとするものは，３年次前期終了までに別表３の①に掲げる

必修科目のうち，未修得単位が４年次開講科目を除き，５単位以内であることと，別表３

の②に掲げる授業科目のうち，「教職実践演習」「養護実習Ⅰ．Ⅱ．Ⅲ」を除く，全ての授

業科目の単位を修得しておかなければならない。ただし，教授会において特別な事情と認

められた場合はこの限りではない。

２ 養護実習を履修しようとするものは，前条の条件のほかに次の各項に掲げる条件を充

たさなければならない。

１ 教授会において養護実習に耐えうる心身の健康を保持していると認めた者。

２ 学則に規定する懲戒を受けたことのない者。

３ ２年次前期に行う「養護実習説明会」に出席し，指示を受けた諸手続きを完了し，

その後の事前指導に出席している者。

（その他）

第４条 この細則に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。

附 則

１ この細則は，平成 年 月 日から施行する。

２ この細則は，平成 年 月 日から施行する。

３ この細則は，平成 年 月 日から施行する。

４ この細則は，平成 年 月 日から施行する。

５ この細則は，平成 年 月 日から施行する。

６ この細則は，平成 年 月 日から施行する。（大学学則改正に伴う改正。）

７ この細則は，平成 年 月 日から施行する。（大学学則改正に伴う改正。）

８ この細則は，平成 年 月 日から施行する。なお，平成 年度以前に入学した者

については，従前の例による。（科目名称変更に伴う改正。）

９ この細則は，平成 年 月 日から施行する。なお，平成 年度以前に入学した者

については，従前の例による。（教育職員免許法・同施行規則の一部改正に伴う改正。）

１０ この細則は，令和 年 月１日から施行する。（大学学則改正に伴う改正。）

１１ この細則は，令和 年 月 日から施行する。（科目の配当年次変更に伴う改正。）

１２ この細則は，令和 年 月 日から施行する。（養護実習の履修時期変更に伴う改

正。）
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（養護実習履修資格）

第３条 養護実習を履修しようとするものは，３年次前期終了までに別表３の①に掲げる

必修科目のうち，未修得単位が４年次開講科目を除き，５単位以内であることと，別表３

の②に掲げる授業科目のうち，「教職実践演習」「養護実習Ⅰ．Ⅱ．Ⅲ」を除く，全ての授

業科目の単位を修得しておかなければならない。ただし，教授会において特別な事情と認

められた場合はこの限りではない。

２ 養護実習を履修しようとするものは，前条の条件のほかに次の各項に掲げる条件を充

たさなければならない。

１ 教授会において養護実習に耐えうる心身の健康を保持していると認めた者。

２ 学則に規定する懲戒を受けたことのない者。

３ ２年次前期に行う「養護実習説明会」に出席し，指示を受けた諸手続きを完了し，

その後の事前指導に出席している者。

（その他）

第４条 この細則に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。

附 則

１ この細則は，平成 年 月 日から施行する。

２ この細則は，平成 年 月 日から施行する。

３ この細則は，平成 年 月 日から施行する。

４ この細則は，平成 年 月 日から施行する。

５ この細則は，平成 年 月 日から施行する。

６ この細則は，平成 年 月 日から施行する。（大学学則改正に伴う改正。）

７ この細則は，平成 年 月 日から施行する。（大学学則改正に伴う改正。）

８ この細則は，平成 年 月 日から施行する。なお，平成 年度以前に入学した者

については，従前の例による。（科目名称変更に伴う改正。）

９ この細則は，平成 年 月 日から施行する。なお，平成 年度以前に入学した者

については，従前の例による。（教育職員免許法・同施行規則の一部改正に伴う改正。）

１０ この細則は，令和 年 月１日から施行する。（大学学則改正に伴う改正。）

１１ この細則は，令和 年 月 日から施行する。（科目の配当年次変更に伴う改正。）

１２ この細則は，令和 年 月 日から施行する。（養護実習の履修時期変更に伴う改

正。）
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高等学校教諭一種免許状（看護）資格取得コース 
ⅠⅠ．．高高等等学学校校教教諭諭（（看看護護））教教職職課課程程のの概概要要

 
１１．．高高等等学学校校教教諭諭（（看看護護））教教職職課課程程のの教教育育目目的的  
高等学校教諭（看護）では，広島文化学園大学看護学部の教育目的・教育方針・教育目標に

加え，中等教育機関における看護の免許状を保有する高等学校教員の養成を行い，豊かな人間

性と総合的な判断力を培った教育職員を育成し，地域教育の発展に貢献することを目的とする。 
 
２２．．高高等等学学校校教教諭諭（（看看護護））教教職職課課程程のの教教育育方方針針 
１）高等学校において普通教育とともに看護に関する専門教育を行うことによって，人格の陶

冶を図り，国民の健康の保持・増進に寄与し得る人間の形成に寄与する看護の教育職員の

育成を行う。

２）高等学校における看護教育により教育と医療等の連携を図ることができ，また，生徒のボ

ランティア活動指導等を通して地域社会への貢献が活発にできる高等学校教諭（看護）の

育成を行う。

 
３３．．高高等等学学校校教教諭諭（（看看護護））教教職職課課程程のの教教育育目目標標 
１）普通教育の場において，看護基礎科目，専門科目等の看護に関する専門教育を行うために，

知識指導技術など教員としての資質を修得する。 
２）高等学校教諭（看護）として，学校教育法に示された高等学校教育目的 第５０条 及び教

育目標 第５１条 を達成するために，自分が取得する看護学の専門教科の諸能力のみでは

なく，高等学校教諭（看護）としての力量を修得する。 
第５０条 （高等学校教育目的） 
「高等学校は，中学校における教育の基礎の上に，心身の発達及び進路に応じて，高度な普通

教育及び専門教育を施すことを目的とする。」 
第５１条 （高等学校教育目標） 
（１）義務教育として行われる普通教育の成果を更に発展拡充させて，豊かな人間性，創造性

及び健やかな身体を養い，国家及び社会の形成者として必要な資質を養うこと。 
（２）社会において果たさなければならない使命の自覚に基づき，個性に応じて将来の進路を

決定させ，一般的な教養を高め専門的な知識，技術及び技能を習得させること。 
（３）個性の確立に努めるとともに，社会について，広く深い理解と健全な批判力を養い，社

会の発展に寄与する態度を養うこと。 
教職専門科目を意欲的に学び，学校経営や学級経営を始め，学習指導要領に示される総

合的な学習の時間・道徳・特別活動などについても広く理解をし，指導力を身に付ける。 
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高等学校教諭一種免許状（看護）資格取得コース 
ⅠⅠ．．高高等等学学校校教教諭諭（（看看護護））教教職職課課程程のの概概要要

 
１１．．高高等等学学校校教教諭諭（（看看護護））教教職職課課程程のの教教育育目目的的  
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２２．．高高等等学学校校教教諭諭（（看看護護））教教職職課課程程のの教教育育方方針針 
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２）高等学校における看護教育により教育と医療等の連携を図ることができ，また，生徒のボ

ランティア活動指導等を通して地域社会への貢献が活発にできる高等学校教諭（看護）の

育成を行う。

 
３３．．高高等等学学校校教教諭諭（（看看護護））教教職職課課程程のの教教育育目目標標 
１）普通教育の場において，看護基礎科目，専門科目等の看護に関する専門教育を行うために，

知識指導技術など教員としての資質を修得する。 
２）高等学校教諭（看護）として，学校教育法に示された高等学校教育目的 第５０条 及び教

育目標 第５１条 を達成するために，自分が取得する看護学の専門教科の諸能力のみでは

なく，高等学校教諭（看護）としての力量を修得する。 
第５０条 （高等学校教育目的） 
「高等学校は，中学校における教育の基礎の上に，心身の発達及び進路に応じて，高度な普通

教育及び専門教育を施すことを目的とする。」 
第５１条 （高等学校教育目標） 
（１）義務教育として行われる普通教育の成果を更に発展拡充させて，豊かな人間性，創造性

及び健やかな身体を養い，国家及び社会の形成者として必要な資質を養うこと。 
（２）社会において果たさなければならない使命の自覚に基づき，個性に応じて将来の進路を

決定させ，一般的な教養を高め専門的な知識，技術及び技能を習得させること。 
（３）個性の確立に努めるとともに，社会について，広く深い理解と健全な批判力を養い，社

会の発展に寄与する態度を養うこと。 
教職専門科目を意欲的に学び，学校経営や学級経営を始め，学習指導要領に示される総

合的な学習の時間・道徳・特別活動などについても広く理解をし，指導力を身に付ける。 
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４４．．教教育育課課程程のの内内容容 
本学の教育課程は，高等学校教諭（看護）の教育目標を達成するために資格習得に基づいたカ

リキュラムを編成している。 
１）高等学校教諭（看護）を選択・希望する学生は，履修の手引きの「広島文化学園大学看護学

部高等学校教諭（看護）教職課程に関する履修細則」に基づき，履修計画を立てる。 
２）履修の手引きの「広島文化学園大学看護学部高等学校教諭（看護）教職課程に関する履修細

則」に基づき，必要な科目を履修する。 
 
ⅡⅡ．．高高等等学学校校教教諭諭（（看看護護））教教育育実実習習のの履履修修方方法法

 
１１．．教教育育実実習習のの事事前前指指導導及及びび実実習習方方法法 
１）高等学校教諭（看護）教育実習は，大学から選出された教員からなる「教職課程委員会」に

おいて，高等学校教諭一種免許状（看護）の履修者に対する教育実習の指導日程を企画し実

施する。 
２）教職課程委員会は１年次前期に高等学校教諭一種免許状（看護）の履修課程について説明し，

高等学校教諭（看護）に対する心構えの重要性を認識させるとともに，高等学校教諭一種免

許状（看護）コース履修予定者を把握する。 
３）学生は２年次の前期に，「コース選択届」を教職課程委員会に提出する。 
４）２年次前期履修登録終了後，「教育実習説明会」を開き，教育実習計画及び依頼手続きについ

て説明する。教育実習予定校を決定し，２年次前期に依頼を行う。学生は２年次前期に教育

実習予定校を訪問し，実習依頼を行う。 
５）実習校との連絡調整は，教育実習予定校に対し，教育実習の前年度に依頼状，内諾書及び実

施要項を送付し，内諾書の発行を依頼する。これ以後，教育実習校とは緊密に連絡を取り，

教育実習が実効あるものとなるように努力する。 
６）指導教員は巡回指導計画のもと，本学の授業科目としての指導及び評価を責任ある体制のも

とに実施し，実習校との連携をとりながら訪問，指導を行う。 
 
２２．．教教育育実実習習のの履履修修資資格格 
１）教育実習の履修条件 

３年次前期終了時点で次の各号に該当する者。 
（１）別表３の①に掲げる必修科目のうち，未修得単位が看護実習科目と４年次開講科目を除

き，５単位以内であることと，別表３の②に掲げる授業科目のうち，「教育実習指導」「教

育実習」「教職実践演習（高）B」を除く，全ての授業科目の単位を修得しておかなけれ

ばならない。ただし，教授会において特別な事情と認められた場合はこの限りではない。 
（２）教授会において教育実習に耐えうる心身の健康を保持していると認めた者。 
（３）学則に規定する懲戒を受けたことのない者。 
（４）２年次前期に行う「教育実習説明会」に出席し，指示を受けた諸手続きを完了し，その

後の事前指導に出席している者。 
（５）遅刻・欠席がなく，真摯な態度で授業に出席し，教育職を目指すものとして，積極的・

主体的な学習態度のある学生であること。 
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４４．．教教育育課課程程のの内内容容 
本学の教育課程は，高等学校教諭（看護）の教育目標を達成するために資格習得に基づいたカ

リキュラムを編成している。 
１）高等学校教諭（看護）を選択・希望する学生は，履修の手引きの「広島文化学園大学看護学

部高等学校教諭（看護）教職課程に関する履修細則」に基づき，履修計画を立てる。 
２）履修の手引きの「広島文化学園大学看護学部高等学校教諭（看護）教職課程に関する履修細

則」に基づき，必要な科目を履修する。 
 
ⅡⅡ．．高高等等学学校校教教諭諭（（看看護護））教教育育実実習習のの履履修修方方法法

 
１１．．教教育育実実習習のの事事前前指指導導及及びび実実習習方方法法 
１）高等学校教諭（看護）教育実習は，大学から選出された教員からなる「教職課程委員会」に

おいて，高等学校教諭一種免許状（看護）の履修者に対する教育実習の指導日程を企画し実

施する。 
２）教職課程委員会は１年次前期に高等学校教諭一種免許状（看護）の履修課程について説明し，

高等学校教諭（看護）に対する心構えの重要性を認識させるとともに，高等学校教諭一種免

許状（看護）コース履修予定者を把握する。 
３）学生は２年次の前期に，「コース選択届」を教職課程委員会に提出する。 
４）２年次前期履修登録終了後，「教育実習説明会」を開き，教育実習計画及び依頼手続きについ

て説明する。教育実習予定校を決定し，２年次前期に依頼を行う。学生は２年次前期に教育

実習予定校を訪問し，実習依頼を行う。 
５）実習校との連絡調整は，教育実習予定校に対し，教育実習の前年度に依頼状，内諾書及び実

施要項を送付し，内諾書の発行を依頼する。これ以後，教育実習校とは緊密に連絡を取り，

教育実習が実効あるものとなるように努力する。 
６）指導教員は巡回指導計画のもと，本学の授業科目としての指導及び評価を責任ある体制のも

とに実施し，実習校との連携をとりながら訪問，指導を行う。 
 
２２．．教教育育実実習習のの履履修修資資格格 
１）教育実習の履修条件 

３年次前期終了時点で次の各号に該当する者。 
（１）別表３の①に掲げる必修科目のうち，未修得単位が看護実習科目と４年次開講科目を除

き，５単位以内であることと，別表３の②に掲げる授業科目のうち，「教育実習指導」「教

育実習」「教職実践演習（高）B」を除く，全ての授業科目の単位を修得しておかなけれ

ばならない。ただし，教授会において特別な事情と認められた場合はこの限りではない。 
（２）教授会において教育実習に耐えうる心身の健康を保持していると認めた者。 
（３）学則に規定する懲戒を受けたことのない者。 
（４）２年次前期に行う「教育実習説明会」に出席し，指示を受けた諸手続きを完了し，その

後の事前指導に出席している者。 
（５）遅刻・欠席がなく，真摯な態度で授業に出席し，教育職を目指すものとして，積極的・

主体的な学習態度のある学生であること。 
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３３．．教教育育実実習習のの目目的的 

大学で学んだ教育及び看護の理論・知識・技術を統合し，教育実習を通して教育の場に応じ

た実践力や研究能力・態度を養い，教育における総合的・創造的な学習態度の形成を図ること

を目的とする。

４４．．教教育育実実習習のの目目標標 
１）大学で学んだ教育の理論と看護理論・知識・技術を教育の場に応用し，教育実践することが

できる。 
２）学校教育の実態や諸問題を理解することができる。 
３）教員として，協調性を認識することができる。 
４）学校教育について実践を通し，教員としての意欲的態度を学ぶことができる。  
５）教育研究への意欲向上を図り，研究的態度をとることができる。 
６）教員や生徒と接することにより，自分の言動のもつ重みを体験し，社会人としての責任の重

大さについて学ぶことができる。 
７）教員や生徒と接することにより，人間関係を形成し倫理的態度をとることができる。  
８）実習中は，積極的に行動し，日々成長する生徒とともに自己を高めることができる。 
９）生徒の実態に即した指導方法を工夫し，研究的態度をとることができる。 
 
５５．．教教育育実実習習のの展展開開及及びび方方法法

１）教育実習の教育機関は，承諾を得ている高等学校を基本とする。 
２）教育実習の時期は，３年次に実施する。ただし，実習校の事情により異なる場合がある。 
３）教育実習の期間は２単位２週間（９０時間）である。 
４）教育実習生に対する指導の方法は，教職履修期間中に教職課程担当教員または学部職員があ

らかじめ実習校と調整し，実習校との連携をとりながら訪問，指導を行う。実習生は実習校

の実習担当教員等から実習状況を把握し教職課程担当教員により，指導・助言を得る。 
５）教育実習に関わる指導は教育実習指導１単位で行う。 
（１）教育実習事前指導講座 

教育現場での経験に向けての準備状況を最終的にチェックする。心得を含めたガイダンス

の他に実習記録・指導案の書き方，模擬授業を重点的に行う。 
（２）教育実習事後指導講座（教育実習報告会を含む） 

実習経験を自己点検する機会とし，教育実習について，自己点検及び自己評価を発表し，

課題について指導・助言を得る。 
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３３．．教教育育実実習習のの目目的的 
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６）教員や生徒と接することにより，自分の言動のもつ重みを体験し，社会人としての責任の重
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７）教員や生徒と接することにより，人間関係を形成し倫理的態度をとることができる。  
８）実習中は，積極的に行動し，日々成長する生徒とともに自己を高めることができる。 
９）生徒の実態に即した指導方法を工夫し，研究的態度をとることができる。 
 
５５．．教教育育実実習習のの展展開開及及びび方方法法

１）教育実習の教育機関は，承諾を得ている高等学校を基本とする。 
２）教育実習の時期は，３年次に実施する。ただし，実習校の事情により異なる場合がある。 
３）教育実習の期間は２単位２週間（９０時間）である。 
４）教育実習生に対する指導の方法は，教職履修期間中に教職課程担当教員または学部職員があ

らかじめ実習校と調整し，実習校との連携をとりながら訪問，指導を行う。実習生は実習校

の実習担当教員等から実習状況を把握し教職課程担当教員により，指導・助言を得る。 
５）教育実習に関わる指導は教育実習指導１単位で行う。 
（１）教育実習事前指導講座 

教育現場での経験に向けての準備状況を最終的にチェックする。心得を含めたガイダンス

の他に実習記録・指導案の書き方，模擬授業を重点的に行う。 
（２）教育実習事後指導講座（教育実習報告会を含む） 

実習経験を自己点検する機会とし，教育実習について，自己点検及び自己評価を発表し，

課題について指導・助言を得る。 
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広島文化学園大学看護学部高等学校教諭 看護 教職課程に関する履修細則

（趣旨）

第１条 この細則は広島文化学園大学看護学部履修規程第１８条の規定に基づき，履修に必要な

事項を定める。

（受講科目受講資格）

第２条 教育職員免許法における高等学校教諭一種免許状（看護）に必要な科目は別表１～３で

ある。

【別表１】（教育職員免許法「高等学校教諭一種免許状（看護）」別表第１の法定単位数の内訳）

免許状

の種類

基礎

資格
最低取得単位数

合 計

単位数

高等学
校教諭
一種免
許状
（看
護）

学士の
学位を
有する
こと

教科及
び教科
の指導
法に関
する科
目

教育の
基礎的
理解に
関する
科目

道徳，
総合的
な学習
の時間
等の指
導法及
び生徒
指導，
教育相
談等に
関する
科目

教育実践に関す
る科目

※
大学が
独自に
設定す
る科目

教育実
習

教職実
践演習

※は最低修得単位を超えて履修した「教科及び教科の指導法に関する科目」「教育の基礎的理

解に関する科目」「道徳，総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導，教育相談等に関する

科目」「教育実践に関する科目」について併せて１２単位選択しなければならない。

【別表２】（教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目）

授業科目名
法定

単位

単位数

必修 選択

日本国憲法

健康と運動

基礎英語Ⅰ

基礎英語Ⅱ

コンピュータ操作法

情報処理法

合計 単位
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広島文化学園大学看護学部高等学校教諭 看護 教職課程に関する履修細則

（趣旨）

第１条 この細則は広島文化学園大学看護学部履修規程第１８条の規定に基づき，履修に必要な

事項を定める。

（受講科目受講資格）

第２条 教育職員免許法における高等学校教諭一種免許状（看護）に必要な科目は別表１～３で

ある。

【別表１】（教育職員免許法「高等学校教諭一種免許状（看護）」別表第１の法定単位数の内訳）

免許状

の種類

基礎

資格
最低取得単位数

合 計

単位数

高等学
校教諭
一種免
許状
（看
護）

学士の
学位を
有する
こと

教科及
び教科
の指導
法に関
する科
目

教育の
基礎的
理解に
関する
科目

道徳，
総合的
な学習
の時間
等の指
導法及
び生徒
指導，
教育相
談等に
関する
科目

教育実践に関す
る科目

※
大学が
独自に
設定す
る科目

教育実
習

教職実
践演習

※は最低修得単位を超えて履修した「教科及び教科の指導法に関する科目」「教育の基礎的理

解に関する科目」「道徳，総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導，教育相談等に関する

科目」「教育実践に関する科目」について併せて１２単位選択しなければならない。

【別表２】（教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目）

授業科目名
法定

単位

単位数

必修 選択

日本国憲法

健康と運動

基礎英語Ⅰ

基礎英語Ⅱ

コンピュータ操作法

情報処理法

合計 単位
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【別表３】（教科及び教職に関する科目）①

免許法施行規則に定める科目区分 左記に対応する開設授業科目

科目
各科目に含めることが必

要な事項

最
低
修
得

単

位

数
授業科目

単位数

備考必

修

選

択

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

「生理学，生化学，病理

学，微生物学，薬理学」
人体構造機能学Ⅰ

人体構造機能学Ⅱ

人体構造機能学Ⅲ

人体構造機能学Ⅳ

栄養学

生化学

病態微生物学

薬理学

病理学総論
看護学（成人看護学，老

年看護学及び母子看護学

を含む。）

医学概論 年次開講

看護学原論Ⅰ

看護学原論Ⅱ

援助方法論Ⅰ

援助方法論Ⅱ

看護方法論Ⅰ

母性看護学概論Ⅰ

小児看護学概論

成人看護学概論

高齢者看護学概論

看護教育論 年次開講

リーダーシップ論 年次開講
看護実習 基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

成人看護学実習Ⅰ

高齢者看護学実習Ⅰ

母性看護学実習

小児看護学実習
各教科の指導法（情報機器及び

教材の活用を含む。）
看護科教育法Ⅰ

看護科教育法Ⅱ

合 計
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【別表３】（教科及び教職に関する科目）①

免許法施行規則に定める科目区分 左記に対応する開設授業科目

科目
各科目に含めることが必

要な事項

最
低
修
得

単

位

数
授業科目

単位数

備考必

修

選

択

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

「生理学，生化学，病理

学，微生物学，薬理学」
人体構造機能学Ⅰ

人体構造機能学Ⅱ

人体構造機能学Ⅲ

人体構造機能学Ⅳ

栄養学

生化学

病態微生物学

薬理学

病理学総論
看護学（成人看護学，老

年看護学及び母子看護学

を含む。）

医学概論 年次開講

看護学原論Ⅰ

看護学原論Ⅱ

援助方法論Ⅰ

援助方法論Ⅱ

看護方法論Ⅰ

母性看護学概論Ⅰ

小児看護学概論

成人看護学概論

高齢者看護学概論

看護教育論 年次開講

リーダーシップ論 年次開講
看護実習 基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

成人看護学実習Ⅰ

高齢者看護学実習Ⅰ

母性看護学実習

小児看護学実習
各教科の指導法（情報機器及び

教材の活用を含む。）
看護科教育法Ⅰ

看護科教育法Ⅱ

合 計
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【別表３】（教科及び教職に関する科目）②

免許法施行規則に定める科目区分 左記に対応する開設授業科目

科目
各科目に含めることが必

要な事項

最
低
修
得

単

位

数
授業科目

単位数

備考必

修

選

択

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に

関する歴史及び思想
教育学概論

教職の意義及び教員の役

割・職務内容（チーム学校

への対応を含む。）

教職概論

教育に関する社会的，制

度的又は経営的事項（学

校と地域との連携及び学

校安全への対応を含む。）

教育社会学

幼児，児童及び生徒の心

身の発達及び学習の過程
発達心理学

特別の支援を必要とする

幼児，児童及び生徒に対

する理解

特別支援教育の基礎

教育課程の意義及び編成

の方法（カリキュラム・マ

ネジメントを含む。）

教育課程論

道
徳
，
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及

び
生
徒
指
導
，
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

総合的な学習の時間に関

する内容
総合的な学習の時間

の指導法
特別活動の指導法 特別活動指導法

教育の方法及び技術（情

報機器及び教材の活用を

含む。）

教育方法論（ 活

用を含む）

生徒指導の理論及び方法 生徒・進路指導論 進路指導及びキャリ

ア教育の理論及び方

法を含む

教育相談（カウンセリン

グに関する基礎的な知識

を含む。）の理論及び方法

教育相談

進路指導及びキャリア教

育の理論及び方法

「生徒・進路指導論」

に含む

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

教育実習 教育実習指導

教育実習
学校体験活動

教職実践演習 教職実践演習（高） 年次開講

大学が独自に設定する科目

最低修得単位を超えて
履修した「教科及び教
科の指導法に関する科
目」「教育の基礎的理解
に関する科目」「道徳，
総合的な学習の時間等
の指導法及び生徒指
導，教育相談等に関す
る科目」「教育実践に関
する科目」について併
せて 単位選択

合 計
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【別表３】（教科及び教職に関する科目）②

免許法施行規則に定める科目区分 左記に対応する開設授業科目

科目
各科目に含めることが必

要な事項

最
低
修
得

単

位

数
授業科目

単位数

備考必

修

選

択

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に

関する歴史及び思想
教育学概論

教職の意義及び教員の役

割・職務内容（チーム学校

への対応を含む。）

教職概論

教育に関する社会的，制

度的又は経営的事項（学

校と地域との連携及び学

校安全への対応を含む。）

教育社会学

幼児，児童及び生徒の心

身の発達及び学習の過程
発達心理学

特別の支援を必要とする

幼児，児童及び生徒に対

する理解

特別支援教育の基礎

教育課程の意義及び編成

の方法（カリキュラム・マ

ネジメントを含む。）

教育課程論

道
徳
，
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及

び
生
徒
指
導
，
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

総合的な学習の時間に関

する内容
総合的な学習の時間

の指導法
特別活動の指導法 特別活動指導法

教育の方法及び技術（情

報機器及び教材の活用を

含む。）

教育方法論（ 活

用を含む）

生徒指導の理論及び方法 生徒・進路指導論 進路指導及びキャリ

ア教育の理論及び方

法を含む

教育相談（カウンセリン

グに関する基礎的な知識

を含む。）の理論及び方法

教育相談

進路指導及びキャリア教

育の理論及び方法

「生徒・進路指導論」

に含む

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

教育実習 教育実習指導

教育実習
学校体験活動

教職実践演習 教職実践演習（高） 年次開講

大学が独自に設定する科目

最低修得単位を超えて
履修した「教科及び教
科の指導法に関する科
目」「教育の基礎的理解
に関する科目」「道徳，
総合的な学習の時間等
の指導法及び生徒指
導，教育相談等に関す
る科目」「教育実践に関
する科目」について併
せて 単位選択

合 計
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（教育実習履修資格）

第３条 教育実習を履修しようとする者は，３年次前期終了までに別表３の①に 掲げる必修科目

のうち，未修得単位が看護実習科目と４年次開講科目を除き， ５単位以内であることと，別表

３の②に掲げる授業科目のうち，「教育実習指導」「教育実習」「教職実践演習（高） 」を除く，

全ての授業科目の単位を修得しておかなければならない。ただし，教授会において特別な事情

と認められた場合はこの限りではない。

２ 教育実習を履修しようとするものは，前条の条件のほかに次の各項に掲げる条件を充たさな

ければならない。

１ 教授会において教育実習に耐えうる心身の健康を保持していると認めた者。

２ 学則に規定する懲戒を受けたことのない者。

３ ３年次当初に行う「教育実習説明会」に出席し，指示を受けた諸手続きを完了し，その

後の事前指導に出席している者。

（その他）

第４条 この細則に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。

附則

１ この細則は，平成 年 月 日から施行する。

２ この細則は，平成 年 月 日から施行する。なお，平成 年度以前に入学した者につい

ては，従前の例による。（科目名称変更に伴う改正。）

３ この細則は，平成 年 月 日から施行する。なお，平成 年度以前に入学した者につい

ては，従前の例による。（教育職員免許法・同施行規則の一部改正に伴う改正。）

４ この細則は，令和 年 月 日から施行する。（大学学則改正に伴う改正。）

５ この細則は，令和 年 月 日から施行する。（科目の配当年次変更に伴う改正。）

６ この細則は，令和 年 月１日から施行する。（教育実習の履修時期変更に伴う改正。）
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（教育実習履修資格）

第３条 教育実習を履修しようとする者は，３年次前期終了までに別表３の①に 掲げる必修科目

のうち，未修得単位が看護実習科目と４年次開講科目を除き， ５単位以内であることと，別表

３の②に掲げる授業科目のうち，「教育実習指導」「教育実習」「教職実践演習（高） 」を除く，

全ての授業科目の単位を修得しておかなければならない。ただし，教授会において特別な事情

と認められた場合はこの限りではない。

２ 教育実習を履修しようとするものは，前条の条件のほかに次の各項に掲げる条件を充たさな

ければならない。

１ 教授会において教育実習に耐えうる心身の健康を保持していると認めた者。

２ 学則に規定する懲戒を受けたことのない者。

３ ３年次当初に行う「教育実習説明会」に出席し，指示を受けた諸手続きを完了し，その

後の事前指導に出席している者。

（その他）

第４条 この細則に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。

附則

１ この細則は，平成 年 月 日から施行する。

２ この細則は，平成 年 月 日から施行する。なお，平成 年度以前に入学した者につい

ては，従前の例による。（科目名称変更に伴う改正。）

３ この細則は，平成 年 月 日から施行する。なお，平成 年度以前に入学した者につい

ては，従前の例による。（教育職員免許法・同施行規則の一部改正に伴う改正。）

４ この細則は，令和 年 月 日から施行する。（大学学則改正に伴う改正。）

５ この細則は，令和 年 月 日から施行する。（科目の配当年次変更に伴う改正。）

６ この細則は，令和 年 月１日から施行する。（教育実習の履修時期変更に伴う改正。）
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Ⅲ 履修の手引き

１ 履修単位数・卒業必要単位数（コース認定単位数）

～ ３履修方法（履修単位数・卒業必要単位数）参照

２ 授業時間

時間 開始～終了時間 休憩時間

第１時限 ９：１０～１０：４０ １０：４０～１０：５０ 

第２時限 １０：５０～１２：２０ １２：２０～１３：０５ 

第３時限 １３：０５～１４：３５ １４：３５～１４：４５ 

第４時限 １４：４５～１６：１５ １６：１５～１６：２５ 

第５時限 １６：２５～１７：５５ １７：５５～１８：０５ 

第６時限 １８：０５～１９：３５  

３ 単位と時間

１）学則第 条

第 34 条  各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって

構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に

必要な学修等を考慮して，次の各号の基準により計算するものとする。 
 
（１） 看護学部 

ア 講義及び演習については，15 時間から 30 時間までの範囲をもって１単位とする。 
イ 実験，実習及び実技については，30 時間から 45 時間までの範囲をもって１単位とする。 
ウ 授業科目について，講義，演習，実験，実習又は，実技のうち２以上の方法の使用によ

り行う場合については，前掲各号の組み合わせに応じ，単位数を定める。 
エ 卒業研究の授業科目については，これらの学修の成果を評価して単位を授与することが

適切と認められる場合には，これらに必要な学修等を考慮して単位数を定めることができ

る。 
（２）学芸学部（省略） 
（３）人間健康学部（省略） 
 

２）本学においては 分の授業をもって２時間相当の授業時間とする。

３）前期・後期の授業週数は各 週間とし， 週間をもって１年の授業週数とする。

ただし，実習期間の設定により 週を超過することもある。

４）全授業週数と全試験週間数等を合わせて１年間 週の全授業期間とする。

５）授業開始後 分以上遅刻または早退した場合（途中退出を含む）は，欠席となる。

また３回の遅刻・早退で１回の欠席とみなす。
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Ⅲ 履修の手引き

１ 履修単位数・卒業必要単位数（コース認定単位数）

～ ３履修方法（履修単位数・卒業必要単位数）参照

２ 授業時間

時間 開始～終了時間 休憩時間

第１時限 ９：１０～１０：４０ １０：４０～１０：５０ 

第２時限 １０：５０～１２：２０ １２：２０～１３：０５ 

第３時限 １３：０５～１４：３５ １４：３５～１４：４５ 

第４時限 １４：４５～１６：１５ １６：１５～１６：２５ 

第５時限 １６：２５～１７：５５ １７：５５～１８：０５ 
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ウ 授業科目について，講義，演習，実験，実習又は，実技のうち２以上の方法の使用によ

り行う場合については，前掲各号の組み合わせに応じ，単位数を定める。 
エ 卒業研究の授業科目については，これらの学修の成果を評価して単位を授与することが

適切と認められる場合には，これらに必要な学修等を考慮して単位数を定めることができ

る。 
（２）学芸学部（省略） 
（３）人間健康学部（省略） 
 

２）本学においては 分の授業をもって２時間相当の授業時間とする。

３）前期・後期の授業週数は各 週間とし， 週間をもって１年の授業週数とする。

ただし，実習期間の設定により 週を超過することもある。

４）全授業週数と全試験週間数等を合わせて１年間 週の全授業期間とする。

５）授業開始後 分以上遅刻または早退した場合（途中退出を含む）は，欠席となる。

また３回の遅刻・早退で１回の欠席とみなす。
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４ 試験と成績評価

１）単位の授与：学則第 条～第 条

（単位修得の認定） 
第 35 条 各授業科目の履修を修了した者には，認定のうえ単位を与える。 
２ 単位修得の認定方法は，試験，論文その他の方法によるものとし，その方法については， 
  各授業科目の担当者がこれを定める。 
（試験等の時期） 
第 36 条 試験等の時期は，原則として，学期末又は学年末とするが，各授業科目の担当者が必

要と認めたときは，臨時に行うことができる。 
（試験等の受験資格） 
第 37 条 当該授業科目の履修について，毎学期当初に登録していない者又は平素の研究状況及

び出席状態の不良の者は，試験等を受けることはできない。 
（追試験） 
第 38 条 病気等やむを得ない事情により，試験等を受験できなかったと所属する学部の教授会

が認めた者については，追試験の機会を与えることができる。 
（学習の評価及び再試験） 
第 39 条 試験等の評価は，秀（S），優（A），良（B），可（C），不可（D）をもって表し，可

以上を合格とする。 
２ 成績と評価基準は，次の通りとする。 

100～90 点 秀（S），  89～80 点 優（A），  79～70 点 良（B） 
69～60 点  可（C），  59～0 点 不可（D） 

３ 評価基準の詳細は別途定める。 
４ 不合格の場合，所属する学部の教授会が認めた者については，再試験の機会を与えることが

できる。 
（教員の免許状授与の所要資格及びその他の資格） 
第 40 条  教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は，教育職員免許法及び同法施行

規則に定める所要の科目並びに単位を修得しなければならない。 
２  本学において当該所要資格を取得できる教員の免許状の種類等については，各学部履修規  
程の定めるところによる。 

３ 保育士の資格を取得しようとする者は，児童福祉法（昭和 年法律第 号），同法施

行令（昭和 年政令第 号）及び同法施行規則（昭和 年厚生省令第 号）に定める科目

及び単位を修得しなければならない。

４ 本学において取得できるその他の資格は，各学部履修規程の定めるところによる。

２） 学期末試験

（１） 受験資格

授業実施回数の３分の２以上の出席をしていなければ，当該授業科目の定期試験

等の受験資格が与えられず，単位は不認定となります。その授業科目の単位を必要

とする場合は，再履修をしてください。

（２） 試験方法

学期末試験は，当該科目を担当する教員が筆記試験，口頭試験，実技試験その他

適切な方法により行うものとする。
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学期末試験は，当該科目を担当する教員が筆記試験，口頭試験，実技試験その他

適切な方法により行うものとする。
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（３） 試験期日

① 各科目の試験期日は，原則として学期末におく。なお，再試験・追試験につい

ては，当該科目教員の判断による。

② ２学期にわたり授業を行う科目については，原則として，各学期に試験を行う。

（４） 試験結果

成績評価は，授業の担当教員が，その試験結果のほか受講状況その他を加味して

行う。成績評価は，下記のとおり秀，優，良，可及び不可の５段階に分け，不可は

不合格とし単位を与えない。

評価基準 評価
成績表の

表記
単位認定

～ 点 秀 認定

～ 点 優 認定

～ 点 良 認定

～ 点 可 認定

点以下 不可 不認定

未受験（受験資格有り） 不認定

未受験（受験資格無し） 不認定

既修得単位認定 認定 認定

履修中

   上記の成績評価を基に，単位あたりの成績評価平均値（GPA）を，以下の方法で算出する。 
なお、算出にあたっては、小数点以下第３位を四捨五入する。

 
秀（S)の単位数×４＋優(A)の単位数×３＋良(B)の単位数×２＋可(C)の単位数×１ 

成績評価を受けた科目の総単位数 
（５） 再試験 

学期末試験の結果が不合格（不可）の学生は，願い出によって，当該科目の担当

教員の判断により「再試験受験願」提出により認められれば再試験を受けることが

できる。ただし手数料として１科目 ， 円を会計に納入すること。（学則第 条 ）

（６） 追試験

病気，就職試験，その他やむを得ない事由のため期末試験を欠席した者は，追試

験受験願（様式１）とその事由を証明する書類（医師の診断書，事故又は延着証明

書等）を提出し，認められれば追試験を受けることができる。但し，手数料として

１科目 円を会計に納入すること。（学則第 条 ）また，無断欠席 事前連絡無

し の場合は，どのような理由であっても追試験を受けることができない。

（７） 再試験，追試験の評価

再試験及び追試験の結果は次のように評価する。

再試験・・・ 点満点法により評価し， 点以上を全部可とする。
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未受験（受験資格無し） 不認定
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できる。ただし手数料として１科目 ， 円を会計に納入すること。（学則第 条 ）

（６） 追試験

病気，就職試験，その他やむを得ない事由のため期末試験を欠席した者は，追試

験受験願（様式１）とその事由を証明する書類（医師の診断書，事故又は延着証明

書等）を提出し，認められれば追試験を受けることができる。但し，手数料として

１科目 円を会計に納入すること。（学則第 条 ）また，無断欠席 事前連絡無

し の場合は，どのような理由であっても追試験を受けることができない。

（７） 再試験，追試験の評価

再試験及び追試験の結果は次のように評価する。

再試験・・・ 点満点法により評価し， 点以上を全部可とする。
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追試験・・・ 点満点法により評価し，得点の８割をもって評価点とする。

（８） 再履修方法

再試験の結果が不合格（不可）になった者は，次年度以降に当該科目を再履修し，

試験を受けることができる。

① 実習の再履修の方法についても前項に準ずる。

（９） 不正行為

試験中不正行為が認められた場合，試験を継続することができないとともに，次の措

置がとられる。

① 当該科目の受験の無効

② 不正行為に対しては，学則第 条に基づき，罰則を科す。

単位の授与

２学期にわたる科目の各学期末成績は，最終学期に各学期末成績を総合評価し単位

授与の可否を決める。

３） 学期末試験受験要領

（１） 試験日程は各学期の授業時間割に準拠するが，状況によって時間割の組み替えを行

う。時間割や注意事項は事前に掲示する。

（２） 試験時間は原則として 分間とする。遅刻は試験開始から 分までは認める。中途

退場は試験開始から 分経過した時点から認める。

（３） 受験に関する注意事項

・開始時間５分前に定められた席に着席する。

・持ち込み等に関しては，科目担当教員の指示，規制に従う。

・学生証（忘れた場合は仮学生証の発行をうける）を机の通路側に提示し，本人である

ことを示す。

・配付された試験問題，答案用紙を確認の上，解答に入る。

・不正行為は，その科目の受験が無効になるばかりでなく，懲戒等の対象ともなる。

決して，不正行為を行ってはならない。

・レポート提出の場合は，担当教員の指示に従って行なう。
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５ 入学前の既修得単位等の認定

１） 入学前の既修得単位等の認定：学則第 条

 
（入学前の既修得単位等の認定） 
第 43 条  学長は，教育上有益と認めるときは，学生が本学の第１年次に入学する前に他の大学

又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位については，編入学等の場合

を除き，60 単位を超えない範囲で，本学における授業科目の履修により修得したものとみな

すことができる。 
２ 学長は，教育上有益と認めるときは，学芸学部子ども学科の学生が本学に在学中に他の指

定保育士養成施設において履修した授業科目又は入学前に指定保育士養成施設において履修

した単位のうち 30 単位を超えない範囲内で，本学で修得したものとみなすことができる。 
３ 学芸学部子ども学科の学生が指定保育士養成施設以外の学校等で履修した授業科目につい

て修得した単位については，教養科目に限り 30 単位を超えない範囲で，本学で修得したもの

とみなすことができる。 
４ 第 27 条，前条及び前項の規定により，本学における授業科目の履修により修得したものと

みなすことができる単位数は，すべてを合わせて，60 単位以内とする。 
５ 編入学の場合及び前項の規定による単位認定の取扱いについては，別に定める。

２） 入学前の既修得単位等の手続き

（１） 学生は，入学前の既修得単位のうち，認定を希望する科目及び単位を申請する。

（２） 申請用紙は所定の様式を用いる。

（３） 申請時は，申請用紙に，他大学等の成績証明書及び認定を希望する科目の授業概要

を添えて提出する。

（４） 大学等の成績証明書は，該当する大学の発行するものとし，認定を希望する科目の

概要は，履修案内のコピ－等とする。

（５） 申請は学生部を通じ，教育課程委員会で検討し教授会での審査を受ける。

（６） 審査の結果は，学生部を通じて，「既修得単位認定書」をもって学生に通知する。

（７） その他，留意事項

・認定申請をした学生は，申請した科目に関して認定が決定するまで授業に出席する。

・学生は既修得単位等の認定の申請に際して，必要に応じて授業概要等について，チ

ューターに相談する。

・科目認定の申請は１年次の当初に一括して行う。
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６ 単位制及び進級制の併用について・看護学実習の履修条件について

１）単位制及び進級制の併用

２年次から３年次への進級制（２年次から３年次に進級するときに進級制を導入する）

進級要件

２年から３年に進級する時、進級認定を行う。２年から３年に進級するためには、

１年次および２年次開講の教養基礎科目、基礎科目の必修科目（ 科目）の 以

上の科目を単位修得していなければならない。また、「基礎看護学」の全科目、専門

領域看護論の「看護方法論Ⅰ」「看護方法論Ⅱ」の単位を修得していることを必要条

件とする。

科目区分
開講

年次

必修科目 要件

教養

教育

科目

教養

コア

科目

対話の

教育

１年次 フレッシュマンセミナー（文化に生きる） 科目中

以上の

科 目 の 単

位修得

（ 科目

以 上 の 単

位修得）

領
域
科
目

人間と

社会

１年次

２年次

発達心理学

人間関係論

人間と

文化

１年次 心理学概論

基礎

科目

医療自然科学系

（ 科目）

１年次 生化学、栄養学、病態微生物学、人体構造機

能学Ⅰ、人体構造機能学Ⅱ、人体構造機能学

Ⅲ、人体構造機能学Ⅳ、病理学総論、薬理学、

公衆衛生学

２年次 疾病・治療論各論Ⅰ、疾病・治療論各論Ⅱ、

疾病・治療論各論Ⅲ、疾病・治療論各論Ⅳ、

疾病・治療論各論Ⅴ、臨床免疫・遺伝学

専門

科目

基礎看護学

（８科目）

１年次 看護学原論Ⅰ、看護学原論Ⅱ、看護理論、

基礎看護学実習Ⅰ

援助方法論Ⅰ、援助方法論Ⅱ、援助方法論Ⅲ

す べ て の

科 目 の 単

位修得

２年次 基礎看護学実習Ⅱ

専門領域看護論

（看護統合）

（２科目）

２年次 看護方法論Ⅰ、看護方法論Ⅱ

２） 看護学実習に関する履修条件

（１） 基礎看護学実習Ⅰ 
看護学原論Ⅰ，看護学原論Ⅱ，看護理論の科目単位が修得されている者 

（２） 基礎看護学実習Ⅱ 
基礎看護学実習Ⅰ及び看護方法論Ⅱ，援助方法論Ⅰ，援助方法論Ⅱ，援助方法論Ⅲの

科目単位が修得されている者 
（３） 実践応用看護学実習 

① 基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱの科目単位が修得されている者 
② ３年次から４年次に在籍している者 
③ 各実践応用看護学実習以外の科目単位が修得されている者 
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（２科目）
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２） 看護学実習に関する履修条件

（１） 基礎看護学実習Ⅰ 
看護学原論Ⅰ，看護学原論Ⅱ，看護理論の科目単位が修得されている者 

（２） 基礎看護学実習Ⅱ 
基礎看護学実習Ⅰ及び看護方法論Ⅱ，援助方法論Ⅰ，援助方法論Ⅱ，援助方法論Ⅲの

科目単位が修得されている者 
（３） 実践応用看護学実習 

① 基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱの科目単位が修得されている者 
② ３年次から４年次に在籍している者 
③ 各実践応用看護学実習以外の科目単位が修得されている者 
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７ 復学と履修について 
 

１）原則として単位制である。 
２）休学期間は在学期間に算入しない。 
３）復学した場合，休学した時の学年とする。 
４）その学年において開講される科目については，先の履修条件に抵触しない限りにおいて履修する

ことができる。 
５）手続き 
（１）履修に関する手続きは学生部学生課が行う。 
（２）休学中の学生から「復学について」連絡を受けた者は事務に連絡し，学生部が取得単位を確認

し，「復学願」（本人・保護者連名）に「単位取得証明書」を添付して学長に提出（学生部あて）

することを説明する。 
（３）学生部は学長に提出された書面コピーを教育課程委員長に提出する。 
（４）教育課程委員長は，教育課程委員会を開催し，「復学願」「成績証明書」を参考にして，先に挙

げた復学の条件と照らし合わせ，当該学年を決定し，教授会に報告する。  
（５）教育課程委員会は復学について，復学に必要な事項決定後すみやかに，教授会に提出し，教授

会において審議する。 
（６）教授会による決定を受けて，学生部は本人及び保護者に復学の時期，復学する学年，チュータ

ー及び担任教員を明記し，復学の件についてはチューター及び担任教員に相談すること，及び

登校日等を付した書面を学生及び保護者に送付する。 
（７）チューター及び担任教員は復学する学生に必要事項を伝え，必要に応じて復学する学生の相談

に対応し，復学がスムーズに進むように支援する。 
（８）休学延長の手続きについて 

① 休学期間が過ぎても学生からの連絡がない場合，学生部がその学生に復学又は休学延長手

続きについて喚起を促す。 
② 休学延長の手続きは休学手続きに準ずる。 
③ 復学の場合は先の方法でその手続きを行う。 

 
８ 学業成績不振学生に対する措置

 
学業成績不振学生は，チューターの指導により学業改善計画書を作成し，学生課に提出しなければな

りません。状況によっては保護者同伴で指導することがあります。 
学業成績不振学生とは，次の表に示した基準を下回る（未満の）者とします。 

また，４年後期の GPA を，卒業判定の基準としても用います。 
 
＜2023（令和 5）年度入学生以降＞ 

 
1 年 2 年 3 年 4 年 

前期末 後期末 前期末 後期末 前期末 後期末 前期末 後期末 

看護学科 
修得単位 22 45 66 83 96 106 114 124 

GPA 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 
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９ 広島文化学園大学看護学部履修規程 

（趣旨）

第１条 この規程は，広島文化学園大学学則（以下「学則」という。）に基づき看護学部の履

修及び単位の認定等に必要な事項を定める。

（配当年次）

第２条 授業科目の配当年次については，別表（教育課程表）に定める。

２ 各学年において履修する授業科目は，配当学年内に履修，修得することを原則とする。

３ 上級学年の者は，下級学年に配当されている授業科目を履修することができる。但し，

特別な場合を除いて，下級学年の者が上級学年配当の科目を履修することはできない。

４ 長期履修学生には配当年次を定めないが，履修順序を別表第３に定める。

（履修登録及び登録の上限）

第３条 学生は履修すべき授業科目について，指定の期日までに履修登録を行わなければな

らない。

２ 履修登録は，履修届を学生部に届け出ることによって行うものとする。

３ 登録日以後の登録及びその変更は，原則として認めない。

４ 既に単位を修得した授業科目及び授業時間が重複する授業科目は，履修登録をすること

ができない。

５ 履修登録のされていない授業科目については，単位修得を認めない。

６ 各セメスターの履修登録単位数の上限を 単位とする（ 制）。但し，当該学期の直

前の学期における が 以上の者は，上限を 単位として取り扱う。また，許可を得

た場合は，追加の履修登録をすることができる。

７ 休学や病気欠席等のやむを得ない理由で，授業科目を履修できなかった者の履修登録単

位数の上限は上記にかかわらず， 単位とする。

８ 次に掲げる科目は， 制に含まないものとする。

（１）教職課程に関する科目

（２）卒業研究

（３）集中講義による授業科目

（授業の不開講）

第４条 資格取得のための必修科目を除く選択科目において，履修登録者数が５名以下の場

合には，授業を開講しないことがある。

（単位認定）

第５条 授業実施時間の３分の２以上出席していない授業科目については，原則として単位

修得を認めない。

２ 単位の認定方法は，試験，論文その他の方法によるものとし，その方法につい

ては，各授業科目の担当者がこれを定める。

（成績評価）

第６条 試験等の評価は，秀（ ），優（ ），良（ ），可（ ），不可（ ）をもって表し，秀・

優・良・可を合格とし，所定の単位が認定される。不可は不合格とし，単位は認定されな

い。
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９ 広島文化学園大学看護学部履修規程 

（趣旨）

第１条 この規程は，広島文化学園大学学則（以下「学則」という。）に基づき看護学部の履

修及び単位の認定等に必要な事項を定める。

（配当年次）

第２条 授業科目の配当年次については，別表（教育課程表）に定める。

２ 各学年において履修する授業科目は，配当学年内に履修，修得することを原則とする。

３ 上級学年の者は，下級学年に配当されている授業科目を履修することができる。但し，

特別な場合を除いて，下級学年の者が上級学年配当の科目を履修することはできない。

４ 長期履修学生には配当年次を定めないが，履修順序を別表第３に定める。

（履修登録及び登録の上限）

第３条 学生は履修すべき授業科目について，指定の期日までに履修登録を行わなければな

らない。

２ 履修登録は，履修届を学生部に届け出ることによって行うものとする。

３ 登録日以後の登録及びその変更は，原則として認めない。

４ 既に単位を修得した授業科目及び授業時間が重複する授業科目は，履修登録をすること

ができない。

５ 履修登録のされていない授業科目については，単位修得を認めない。

６ 各セメスターの履修登録単位数の上限を 単位とする（ 制）。但し，当該学期の直

前の学期における が 以上の者は，上限を 単位として取り扱う。また，許可を得

た場合は，追加の履修登録をすることができる。

７ 休学や病気欠席等のやむを得ない理由で，授業科目を履修できなかった者の履修登録単

位数の上限は上記にかかわらず， 単位とする。

８ 次に掲げる科目は， 制に含まないものとする。

（１）教職課程に関する科目

（２）卒業研究

（３）集中講義による授業科目

（授業の不開講）

第４条 資格取得のための必修科目を除く選択科目において，履修登録者数が５名以下の場

合には，授業を開講しないことがある。

（単位認定）

第５条 授業実施時間の３分の２以上出席していない授業科目については，原則として単位

修得を認めない。

２ 単位の認定方法は，試験，論文その他の方法によるものとし，その方法につい

ては，各授業科目の担当者がこれを定める。

（成績評価）

第６条 試験等の評価は，秀（ ），優（ ），良（ ），可（ ），不可（ ）をもって表し，秀・

優・良・可を合格とし，所定の単位が認定される。不可は不合格とし，単位は認定されな

い。
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２ 成績と評価基準は，次の通りとする。

評価基準 評価 成績表

の表記

単位認定

点～ 点 秀 Ｓ 認定 ４

点～ 点 優 Ａ 認定 ３

点～ 点 良 Ｂ 認定 ２

点～ 点 可 Ｃ 認定 １

点以下 不可 Ｄ 不認定 ―

未受験（受験資格有り） Ｔ 不認定 ―

未受験（受験資格無し） Ｚ 不認定 ―

既修得単位認定 認定 Ｎ 認定 ―

履修中 Ｒ ― ―

３ 前項の成績評価を基に，単位あたりの成績評価平均値（ ）を，以下の方法で算出する。

なお、算出にあたっては、小数点以下第３位を四捨五入する。

（秀（ の単位数×４＋優 の単位数×３＋良 の単位数×２＋可 の単位数×１）

──────────────────────────────――――

成績評価を受けた科目の総単位数

（追試験）

第７条 病気，就職試験，その他やむを得ない事由のため期末試験に欠席した者は，追試験

受験願（様式１）とその事由を証明する書類（医者の診断書，事故又は延着証明書等）を

提出し，認められれば追試験を受けることができる。但し，追試験手数料として 円を

納入しなければならない。

（再試験）

第８条 期末試験不合格者は，再試験受験願（様式１）を提出し，認められれば，再試験を

受けることができる。再試験で認定された単位の評価は「可」とする。但し，再試験受験

者は再試験手数料として 円を納入しなければならない。

２ 補習実習を行う学生は，実習費用として一日 円を納入しなければならない。

（試験での不正行為）

第９条 試験等において不正行為をした者，もしくは不正行為があったと認められた者に対

しては，当該科目を不合格とし，内容により，その後の全試験科目の受験を認めない。

（臨地実習）

第 条 臨地実習は１年次後期以降に行う。

２ 実習の履修条件については，別途定める。

（養護実習）

第 条 養護実習は３年次に行う。

２ 養護実習の履修条件，実施方法等については，別途定める。

（教育実習）

第 条 教育実習は３年次に行う。

２ 教育実習の履修条件，実施方法等については，別途定める。
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２ 成績と評価基準は，次の通りとする。

評価基準 評価 成績表

の表記

単位認定

点～ 点 秀 Ｓ 認定 ４

点～ 点 優 Ａ 認定 ３

点～ 点 良 Ｂ 認定 ２

点～ 点 可 Ｃ 認定 １

点以下 不可 Ｄ 不認定 ―

未受験（受験資格有り） Ｔ 不認定 ―

未受験（受験資格無し） Ｚ 不認定 ―

既修得単位認定 認定 Ｎ 認定 ―

履修中 Ｒ ― ―

３ 前項の成績評価を基に，単位あたりの成績評価平均値（ ）を，以下の方法で算出する。

なお、算出にあたっては、小数点以下第３位を四捨五入する。

（秀（ の単位数×４＋優 の単位数×３＋良 の単位数×２＋可 の単位数×１）

──────────────────────────────――――

成績評価を受けた科目の総単位数

（追試験）

第７条 病気，就職試験，その他やむを得ない事由のため期末試験に欠席した者は，追試験

受験願（様式１）とその事由を証明する書類（医者の診断書，事故又は延着証明書等）を

提出し，認められれば追試験を受けることができる。但し，追試験手数料として 円を

納入しなければならない。

（再試験）

第８条 期末試験不合格者は，再試験受験願（様式１）を提出し，認められれば，再試験を

受けることができる。再試験で認定された単位の評価は「可」とする。但し，再試験受験

者は再試験手数料として 円を納入しなければならない。

２ 補習実習を行う学生は，実習費用として一日 円を納入しなければならない。

（試験での不正行為）

第９条 試験等において不正行為をした者，もしくは不正行為があったと認められた者に対

しては，当該科目を不合格とし，内容により，その後の全試験科目の受験を認めない。

（臨地実習）

第 条 臨地実習は１年次後期以降に行う。

２ 実習の履修条件については，別途定める。

（養護実習）

第 条 養護実習は３年次に行う。

２ 養護実習の履修条件，実施方法等については，別途定める。

（教育実習）

第 条 教育実習は３年次に行う。

２ 教育実習の履修条件，実施方法等については，別途定める。
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（看護師国家試験受験資格）

第 条 卒業の認定を受ける看護学部看護学科の学生が保健師助産師看護師法（昭和 年

法律第 号）第 条に基づき，同法施行規則に定める所定の科目を履修し，所定の単位

を修得したときには，看護師国家試験受験資格を有することができる。

（保健師国家試験受験資格）

第 条 卒業の認定を受ける看護学部看護学科の学生が保健師助産師看護師法（昭和 年

法律第 号）第 条に基づき，同法施行規則に定める所定の科目を履修し，所定の単位

を修得したときには，保健師国家試験受験資格を有することができる。

（認定強化コース）

第 条 救急看護強化コース，認知症看護強化コース及び精神保健看護強化コースの認定に

必要な履修単位を取得した学生には，それぞれのコースの修了認定証を授与する。

（養護教諭一種免許状）

第 条 卒業の認定を受ける学生が，教育職員免許法（昭和 年法律第 号）及

び同法施行規則（昭和 年文部省令第 号）に定める所定の科目を履修し，所要

の単位を修得したときには，養護教諭一種免許状の授与資格を取得することができ

る。

（高等学校教諭一種免許状（看護））

第 条 卒業の認定を受ける学生が，教育職員免許法（昭和 年法律第 号）及

び同法施行規則（昭和 年文部省令第 号）に定める所定の科目を履修し，所要

の単位を修得したときには，高等学校教諭一種免許状（看護）の授与資格を取得す

ることができる。

（進級制の併用）

第 条 ２年次から３年次への進級については，別途定める。

（卒業の認定）

第 条 本学部を卒業するためには，学生は，４年以上（２年次編入学生においては３年以

上，３年次編入学生においては２年以上）在学し，学則第 条に定めた卒業の要件を満た

さなければならない。

（チューター制）

第 条 学生の履修指導や学修支援等の修学及び学生生活に関し，必要な指導と助言を行う

ためにチューター制を設ける。

２ チューターは入学時より卒業時まで配置する。

３ チューター制に関し必要な事項は，別に定める。

（学修履歴証明書）

第 条 教育課程に定められた授業科目の単位を修得した学生に対しては，学修成果に係る

客観的資料として学修履歴証明書を交付することができる。学修履歴証明書に関し必要な

事項は，別に定める。

（その他）

第 条 本規程に定めるものの他，必要な事項については，看護学部教授会の議を経てこれ

を定める。
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（看護師国家試験受験資格）

第 条 卒業の認定を受ける看護学部看護学科の学生が保健師助産師看護師法（昭和 年

法律第 号）第 条に基づき，同法施行規則に定める所定の科目を履修し，所定の単位

を修得したときには，看護師国家試験受験資格を有することができる。

（保健師国家試験受験資格）

第 条 卒業の認定を受ける看護学部看護学科の学生が保健師助産師看護師法（昭和 年

法律第 号）第 条に基づき，同法施行規則に定める所定の科目を履修し，所定の単位

を修得したときには，保健師国家試験受験資格を有することができる。

（認定強化コース）

第 条 救急看護強化コース，認知症看護強化コース及び精神保健看護強化コースの認定に

必要な履修単位を取得した学生には，それぞれのコースの修了認定証を授与する。

（養護教諭一種免許状）

第 条 卒業の認定を受ける学生が，教育職員免許法（昭和 年法律第 号）及

び同法施行規則（昭和 年文部省令第 号）に定める所定の科目を履修し，所要

の単位を修得したときには，養護教諭一種免許状の授与資格を取得することができ

る。

（高等学校教諭一種免許状（看護））

第 条 卒業の認定を受ける学生が，教育職員免許法（昭和 年法律第 号）及

び同法施行規則（昭和 年文部省令第 号）に定める所定の科目を履修し，所要

の単位を修得したときには，高等学校教諭一種免許状（看護）の授与資格を取得す

ることができる。

（進級制の併用）

第 条 ２年次から３年次への進級については，別途定める。

（卒業の認定）

第 条 本学部を卒業するためには，学生は，４年以上（２年次編入学生においては３年以

上，３年次編入学生においては２年以上）在学し，学則第 条に定めた卒業の要件を満た

さなければならない。

（チューター制）

第 条 学生の履修指導や学修支援等の修学及び学生生活に関し，必要な指導と助言を行う

ためにチューター制を設ける。

２ チューターは入学時より卒業時まで配置する。

３ チューター制に関し必要な事項は，別に定める。

（学修履歴証明書）

第 条 教育課程に定められた授業科目の単位を修得した学生に対しては，学修成果に係る

客観的資料として学修履歴証明書を交付することができる。学修履歴証明書に関し必要な

事項は，別に定める。

（その他）

第 条 本規程に定めるものの他，必要な事項については，看護学部教授会の議を経てこれ

を定める。
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附 則

１ この規程は，平成 年 月 日から施行する。

２ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

３ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

４ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

５ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

６ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

７ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

８ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

９ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

この規定は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）（履修登録の上限変更）

この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

（養護実習，高等学校教諭一種免許状（看護）追加）

この規程は，平成 年 月 日から施行する。（第 条（授業の不開講）の追加）

この規程は，平成 年 月 日から施行する。（第 条（一部改正）

この規程は，令和 年 月 日から施行する。（第 条 （一部改正）（ 削除），第

条（一部改正）（精神保健福祉士削除， 以上の出席の廃止），第 条（一部改正）（臨

地実習年次変更），第 条（精神保健福祉士国家試験受験資格削除）， 第 条（進級制

の併用）

この規程は，令和 年 月 日から施行する。（第 条（養護実習の時期の変更））

この規程は，令和 年 月 日から施行する。（第 条（教育実習の時期の変更））

この規程は，令和 年 月 日から施行する。（第 条 履修登録及び登録の上限（

および単位数）の設定，第 条 成績評価平均値（ ）表記の変更に基づく改正，第

条 チューター制の文言の追加，および第 条をおこし学修履歴証明書の記述追加

による規程の整備）
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附 則

１ この規程は，平成 年 月 日から施行する。

２ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

３ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

４ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

５ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

６ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

７ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

８ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

９ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

この規定は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）（履修登録の上限変更）

この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

（養護実習，高等学校教諭一種免許状（看護）追加）

この規程は，平成 年 月 日から施行する。（第 条（授業の不開講）の追加）

この規程は，平成 年 月 日から施行する。（第 条（一部改正）

この規程は，令和 年 月 日から施行する。（第 条 （一部改正）（ 削除），第

条（一部改正）（精神保健福祉士削除， 以上の出席の廃止），第 条（一部改正）（臨

地実習年次変更），第 条（精神保健福祉士国家試験受験資格削除）， 第 条（進級制

の併用）

この規程は，令和 年 月 日から施行する。（第 条（養護実習の時期の変更））

この規程は，令和 年 月 日から施行する。（第 条（教育実習の時期の変更））

この規程は，令和 年 月 日から施行する。（第 条 履修登録及び登録の上限（

および単位数）の設定，第 条 成績評価平均値（ ）表記の変更に基づく改正，第

条 チューター制の文言の追加，および第 条をおこし学修履歴証明書の記述追加

による規程の整備）
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１０ 広島文化学園大学科目等履修生規程

 
（目的） 
第１条 広島文化学園大学学則（以下「学則」という。）第６０条第８項による科目等履修生につ

いて必要な事項は，次のとおり定める。 
（入学時期） 
第２条 科目等履修生の入学の時期は，毎学期（前期・後期・通年）の始めとする。 
（入学資格） 
第３条 本学に科目等履修生として入学することのできる者は，本学を卒業した者及び学則第１

１条の各号の一に該当する者とする。 
（特別科目等履修生） 
第４条 高大連携事業における高等学校生徒の科目等履修については，特別科目等履修生として 
別に定める。この場合，前条の規定は除外されるものとする。 

（学力認定試験） 
第５条 第３条に該当しない者で科目等履修生として入学を希望する者は，学力認定試験を受け，

高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められなければ入学することはできない。 
なお，学力認定試験を受験する者は学力認定料として 5,000 円を所定の期日までに納入しなけ

ればならない。 
（出願手続） 
第６条 科目等履修生として入学を希望する者は，科目等履修生入学願（様式１）に，最終卒業

学校の卒業証明書又は卒業見込証明書を添えて，本学に提出しなければならない。 
（履修科目数） 
第７条 学則第６０条第１項にある「数科目」とは，学期において，６科目１２単位までを原則

とする。 
２ 教育職員免許状取得のための履修については，前項の規定にかかわらず，科目数及び単位数

の制限を設けない。 
（入学許可） 
第８条 科目等履修生としての入学の許可は，本人による出願手続完了後，教授会の意見を聴い

たのち，学長が行う。ただし，履修を希望する者は，学長による入学許可の前に，当該科目の

担当教員の許可を得て，授業を受けることができる。 
（入学金） 
第９条 科目等履修生として入学が許可された者は，入学金として 5,000 円を入学時に納入しな

ければならない。 
なお，科目等履修生の入学金は，初めて科目等履修生となった学期以外は，徴収しない。また， 
本学の卒業生は入学金を免除する。 

（履修料） 
第１０条 学則第６０条第５項に定める履修料は，入学許可後１０日以内に納入しなければなら

ない。 
（実習費等） 
第１１条 科目等履修生の学力認定料，入学金，履修料等のほか，実験実習費その他教育に必要
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な費用を，別途徴収することがある。 
（納入金の不還付） 
第１２条 入学金，履修料等の既納の納入金は，授業が開始された後は理由の如何を問わず還付

しない。 
（単位取得の認定） 
第１３条 履修科目の単位取得の認定は，本学学部履修規程に基づき教授会の意見を聴いたのち，

学長が行う。 
  なお，研究生で科目等の履修を申し出た者については，当該科目担当教員の申し出に基づき教

授会の意見を聴いたのち，学長が行う。 
（履修科目の単位取得証明書） 
第１４条 履修科目の単位取得が認定された者に対しては，本人の希望により別記様式２による

当該科目の単位取得証明書を交付する。 
（入学許可の取消） 
第１５条 学長は，次の各号の一に該当するときは入学許可を取消すことができる。 
（１）科目等履修生として履修の実があがらないと認められるとき 
（２）科目等履修生としてその本分に反する行為があると認められるとき 
（３）科目等履修生の学力認定料，入学金及び履修料の納入を怠ったとき 

（その他） 
第１６条 科目等履修生については，本規程に定めるもののほか，本学の学則，学生準則及び学

生準則取扱細則を準用する。 
 

附 則

１ この規程は，平成 年 月 日から施行する。

２ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

３ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

４ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

５ この規程は，平成 年 月 日から施行する。

６ この規程は，平成 年 月 日から施行する。（一部改正）

７ この規程は，平成 年 月 日から施行する。 学校教育法改正に伴う改正  
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ⅣⅣ..学学生生生生活活支支援援シシスステテムム  
 
１）大学における学修 

大学における学修は，学生の主体的な自己意思決定によって行われるものです。学生の主体的学修とは，

大学で構築された教育課程の中から自主的に選択され，運用されてはじめて学修成果が生まれる学修方

法です。大学で構築された教育課程は，講義，演習，実習という教育方法で行います。 
この教育方法により学修成果が得られるためには，学生の主体的な自己意思決定によります。 
① 学生の学業生活への適応，②看護学専門教育への順化，③看護専門職者としての自覚と成長，④看

護学の専門知識及び技術の理解と修得等を必要とします。 
 
２）学生の大学生活全般における学修事項と学生の自主的課題 

学修支援内容は，各年次における学生の大学生活全般の学修事項によります。 
そこで，各年次における学生の大学生活全般の学修事項，要点をまとめると次の表になります。 
 
年次 学生の大学生活全般の学修事項 学生の自主的課題 

１年次 
前半 

(1) 学業生活への適応(通学・学修時間帯，教科書・参考書等の購入等) 
(2) 看護学学修課程の理解と履修計画(選択科目の決定を含む) 
(3) 教科目教育内容の理解 
・教養教育科目・基礎科目等の教育内容理解 
・基礎看護学教育内容の理解 

(4) 夢実現のため目標を設定し夢カルテに記載（４年後期まで継続） 
(5) 教養教育科目，基礎科目，基礎看護学等学修方法の修得 
(6) 自己学習方法の確立 
(7) 看護学学修に必要な時間の確保と余暇時間の有効活用（４年後期ま

で継続） 
(8) 看護専門職者として必要な学力，適性，努力等に関する自己評価と

これからの努力目標の設定（４年後期まで継続） 
(9) 自治会活動への参加（４年後期まで継続） 
(10)クラスメート，サークルメート等の交流（４年後期まで継続） 
(11)ボランティア活動への積極的参加（4 年後期まで継続） 

(1)生活時間帯と学業

時間帯生活様式・生

活費用・健康生活・

自己管理・学業生活

費用の保証 
(2)履修オリエンテー

ションの理解 
(3)教科目の講義等に

参加しての学生自

身の自己評価 

１年次 
後半 

(1) 看護学学修課程の年次的蓄積の積上げ方式の理解 
(2) 看護学学修内容，修得においても年次的積上げ方式で理解拡充する

ことの理解 
(3) 教科目教育内容の理解拡充 

・教養教育科目，基礎科目等の教育内容の理解拡充 
・基礎看護学教育内容理解拡充 

(4) 教養教育科目，基礎科目，基礎看護学学習方法の確立 
(5) 看護学学修に必要な時間の確保と余暇時間の有効活用の確立，修正 
(6) 看護専門職者としての必要な学力，適性，努力等に関する１年間の

自己評価と到達目標の設定 
(7) 宣誓式 臨地実習に出向くための心構え 
(8) 自治会活動，クラスメート，サークルメート等の交流，ボランティ

ア活動と学業生活と調和的参加 
(9) 実践応用看護学の教育内容の理解 
(10)教養教育科目，基礎科目，基礎看護学の知識，技術の実践応用看護

学への活用，応用の学修 

 

２年次 
前半 

(1) 自主的な看護学追究姿勢の確立 
(2) 自主的な看護学追究能力の開発 
(3) 基礎看護学実習による基礎看護学学修の集大成 
(4) 基礎看護学実習学修による実践応用看護学実習への準備確立 
(5) 目標を評価し選択するコースの決定（４年後期まで継続） 

 

２年次 
後半 

(1) 実践応用看護学の教育内容理解の拡充 
(2) 看護専門職者としての自覚と具体的努力目標の設定 
(3) 実践応用看護学の教育内容理解の拡充 
(4) 実践応用看護学実習への準備完了 
（実践応用看護学知識・技術等の修得完了） 
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学学修修生生活活支支援援シシスステテムム  
１）学修生活支援をチューター制及び担任制学修支援システムで行っています。 
チューター制：学修上の諸課題に対し学生が主体的に取り組み，教育課程教科目の学修生活に集中してい

くことができるように，チューター（教員）が支援するシステムをいいます。 
学業を円滑に，充実させるために小グループ単位で行います。 

 
担 任 制：学生が安心して充実した学業生活を送る上で生じた諸問題あるいは課題に対し，相談・助

言等を行いながら学生自らが問題解決できるように支援するシステムをいいます。 
クラス全体の問題には全体で，個人的問題には個別的に対応します。 

 
２）学修支援内容と支援システム 

各学年前・後期毎にまとめられた学修事項は，そのまま学修支援内容となります。 
学修支援内容のうち，教育形態の主流である講義，演習，実習で教育されることを除外したものがチュ

ーター制で行う学修支援内容となります。 
また，講義，演習，実習の中で教育充実を行っているものの，充分にその効果がみられない事項もチュ

ーター制学修支援の対象となります。そのことを考慮した上で，各学年の学修支援内容を抽出すると次

のようになります。 
 

【１年次生の支援内容と支援システム】 
(1) 全員の学力が看護学専門教育を受けることが初めてであることから，全員の学生が１年次前期・後期で

前表(1)～(11)までを等しく享受できるようにします。 
(2) １年次生の主教科目は，教養教育科目・基礎科目であることから，支援システムには教養教育科目・基

礎科の専任教員が対応します。 
(3) 特に１年次生では，大学生活への適応学修法の確立，看護専門職としての適応問題，学生の個人的・経

済的問題等が重要な課題となることから，グループ単位あるいは学生個人に対して対応します。 
(4) 学生の個人的問題の問題解決等もチューターが相談の窓口となり，状況によって学生部次長（学生）・

学生部長・学部長等の組織的な取組みを行います。 
(5) 夢実現のため目標を設定し夢カルテに記載できるよう支援を行っていきます。 
 

年次 学生の大学生活全般の学修事項 学生の自主的課題 

３年次 
前半 

(1) 基礎看護学，実践応用看護学学修知識・技術と国家試験との関連確認 
(2) 実習指導教員への適応 
(3) 実習グループのグループ-ダイナミックスの有効活用 
(4) 実習グループ間の相互補助能力の開発 
(5) 実習グループ間での人間関係の調整 

 

３年次 
後半 

(1) 実践応用看護学の実習学修適応 
（生活様式，健康管理，生活時間帯の変化，実習施設までの通学等） 

(2) 患者等看護の対象者との治療的人間関係の形成 
(3) 実習施設での看護スタッフ等の人間関係の形成 
(4) 実践応用看護学実習学修（看護過程）理解・修得 
(5) 実践応用看護学の講義・演習での修得知識・技術の応用活用 
(6) 実践応用看護学実習学修の拡充 
(7) 実践応用看護学実習学修の完了，終結 

 

４年次 
前半 

(1) 実践応用看護学実習事例の研究的追究 
(2) 看護研究開始 
(3) 実践応用看護学実習における看護判断能力と国家試験問題との関連

性の確認 
(4) 国家試験受験対策 
(5) 卒業後の進路決定・就職進学活動等 

 

４年次 
後半 

(1) 専門領域看護論と進路方向への適性とを関連させての学修 
(2) 日本及び外国での看護の現実と要求されている看護ニーズの確認 
(3) 自分の専攻する看護の専門領域等の想定とそれに向けての学修準備 
(4) ４年間の学修成果と適性を評価して･･･就職先等の決定 
(5) 国家試験受験準備 
(6) 自己点検評価し夢カルテ記載 
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【２年次生支援内容と支援システム】 
(1) ２年次生になると，学生の主体性及び学修方法も身に付き，その効果を認識し，自己レベルに合わせた

学修が確立できるようになります。従って，支援内容は各学生の持つ課題や問題の課題達成あるいは問

題解決に向けての支援を行っていきます。 
(2) 基礎看護学の教育完結，実践応用看護学の本格的教育も開始されることから，看護学追究の基本的学求

姿勢能力が問われます。これは，２年次生全員の学生に共通する課題で，３年次生，４年次生に連動・

発展していく達成課題でもあります。従ってこのことは，２年次生の支援内容の主要内容となります。 
(3) 看護学追究の基本姿勢は授業等で行われていることから，それを受けて学生が自ら自分達で追究したい

事項を決定し，それを側面から支援することが適切と考えています。 
(4) 学生の個人的問題の問題解決等もチューターが相談の窓口となり，状況によって学生部次長（学生）・

学生部長・学部長等の組織的な取組を行います。 
(5) 目標を評価し選択するコースを決定できるよう支援を行っていきます。 
 
【３年次生支援内容と支援システム】 
(1) ３年次生は実践応用看護学の講義・演習の完結と，実践応用看護学実習の完結が教育の主流となります。

多くの学生は講義等の単位を取得して，実習に移行可能となりますが，一部には必ずしも充分に単位修

得出来ていない学生もいます。従って，それを側面から支援する為に次のような対応も行います。 
① 実践応用看護学の講義・演習の学修を完結するのに必要な基礎知識や思考能力の不足者に対する補

充 
② 実践応用看護学実習において，実習という学修形態になじめないあるいは，能力的に追いついてい

けない学生に対する補充 
(2) 前項①の実践応用看護学の学修完結に必要な基礎知識や思考能力の不足者に対する補充に関しては各

教科目担当教員があたります。 
(3) 前項②の実践応用看護学実習から派生してくる，学生の個人的問題は，通常実習の中で解決されること

がのぞまれますが，必ずしも即応できない問題も多くあります。従って正規の実習担当の専任教員とは

別の，学年担任の専任教員をたて，実習等から派生する個人的諸問題の相談や解決にあたります。 
(4) 学生の個人的問題の問題解決等もチューターが相談の窓口となり，状況によって学生部次長（学生）・

学生部長・学部長等の組織的な取組を行います。 
 
【４年次生支援内容と支援システム】 
(1)  ４年次生は実践応用看護学実習における看護判断能力と国家試験問題との関連性の確認，看護研究，

専門領域看護論を通しての将来展望の決定という学修課程全体の集大成を行います。これらのことも

全て学生の主体的意志決定と努力により行われるのですが，３年次生と同様に，主体性，努力，知識

および思考能力の不足から自分で充分に集大成とできない学生もいます。従って，それを側面から支

援する為に次のような対応を行います。 
① 主体性，努力，知識，思考能力の不足による実践応用看護学実習の単位修得困難な者への支援（こ

れは実習科目の単位未修得者であるから再度履修する必要があり，教科目担当教員により効果的な

履修への指導を行います。） 
② 国家試験対策において明らかに援助が必要と思われる者（４年次看護学セミナーで対応） 

(2) ４年次生全体の学年担任として実践応用看護学の専任教員があたります。 
(3) 学生の個人的問題の問題解決等はチューターが相談の窓口となり，状況によって学生部次長（学生）・

学生部長・学部長等組織全体で対応します。 
(4) 自己点検評価し夢カルテに記載できるよう支援を行っていきます。 
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３）各学年に独自の問題・課題があることから，チューター・担任制を併用しています。 
各学年別の支援システムと，チューター・担任教員は以下のとおりです。 
 

年次 学生生活支援目的 支援システム 支援・内容・方法 令和８年度担当者 

１年次 

大学生活・講義履修に適応

する。 
学業生活上，問題の生じた

学生への相談・助言。 
宣誓式を行う意味 
初めての臨地実習への心

構え。 

チューター制兼担

任制（チューター

が担任となる） 

１．課題学習 
(小グループによるセミ
ナー) 
２．学生生活指導 
(小グループ，グループ
ミーティング，個人面

談) 
３．宣誓式 
 

チューター 
１．波多江（主任） 
２．塩田（副主任） 
３．進藤 
４．李 
５．寺西 
６．深井 

２年次 

学業生活上，問題の生じた

学生への相談・助言。 
 

チューター制兼担

任制 
１．教科目成績 
(個人面談指導) 
２．学生生活指導 
(個人面談指導) 
 

チューター 
１．金澤（主任） 
２．藤本（副主任） 
３．江藤 
４．那須 
５．加納 
６．古山 

 

３年次 
・ 

編入生 

学業生活上，問題の生じた

学生への相談・助言。 
チューター制兼担

任制 
１．教科目成績 
(個人面談指導) 
２．個人的問題解決 
(個人面談指導) 

チューター 
１．浅香（主任） 
２．田村（副主任） 
３．岩本 
４．岡田 
５．香川 
６．川﨑 
７．藤原（芳）（編入） 

 

４年次 
・ 

編入生 

学業生活上，問題の生じた

学生への相談・助言。 
チューター制兼担

任制 
１．学生生活指導 
(個人面談指導) 

チューター 
１．上林（主任） 
２．河内山（副主任） 
３．佐々木 
４．藤尾 
５．堀井 
６．二島 
７．藤原（芳）（編入） 
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３）各学年に独自の問題・課題があることから，チューター・担任制を併用しています。 
各学年別の支援システムと，チューター・担任教員は以下のとおりです。 
 

年次 学生生活支援目的 支援システム 支援・内容・方法 令和８年度担当者 

１年次 

大学生活・講義履修に適応

する。 
学業生活上，問題の生じた

学生への相談・助言。 
宣誓式を行う意味 
初めての臨地実習への心

構え。 

チューター制兼担

任制（チューター

が担任となる） 

１．課題学習 
(小グループによるセミ
ナー) 
２．学生生活指導 
(小グループ，グループ
ミーティング，個人面

談) 
３．宣誓式 
 

チューター 
１．波多江（主任） 
２．塩田（副主任） 
３．進藤 
４．李 
５．寺西 
６．深井 

２年次 

学業生活上，問題の生じた

学生への相談・助言。 
 

チューター制兼担

任制 
１．教科目成績 
(個人面談指導) 
２．学生生活指導 
(個人面談指導) 
 

チューター 
１．金澤（主任） 
２．藤本（副主任） 
３．江藤 
４．那須 
５．加納 
６．古山 

 

３年次 
・ 
編入生 

学業生活上，問題の生じた

学生への相談・助言。 
チューター制兼担

任制 
１．教科目成績 
(個人面談指導) 
２．個人的問題解決 
(個人面談指導) 

チューター 
１．浅香（主任） 
２．田村（副主任） 
３．岩本 
４．岡田 
５．香川 
６．川﨑 
７．藤原（芳）（編入） 

 

４年次 
・ 
編入生 

学業生活上，問題の生じた

学生への相談・助言。 
チューター制兼担

任制 
１．学生生活指導 
(個人面談指導) 

チューター 
１．上林（主任） 
２．河内山（副主任） 
３．佐々木 
４．藤尾 
５．堀井 
６．二島 
７．藤原（芳）（編入） 
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学学生生参参画画会会議議

看護学生が積極的かつ自主的な学習活動を教員と協働で行うために下記の委員会を発足させる。 
 

 国国家家試試験験対対策策委委員員会会

目   的：国家試験に向けて実施される模擬試験実施の際の補助的役割をなしつつ， 
学生自らがその志気が向上するよう学生への啓発活動を行う。

指 導 教 員：国家試験対策委員会委員長および副委員長 
学生構成メンバー：１～４年次生 各３名 
役 割：模擬試験や国家試験対策講座実施の補助的役割，国家試験に向けて情報の 

収集および学習者への意識高揚。 
 

 研研究究発発表表会会運運営営委委員員会会

目   的：研究発表会を学生たちが手作りで運営することによって，看護研究および 
その成果発表の意義について幅広く学ぶ機会とする。 

指 導 教 員：看護研究セミナー担当教員２名 
学生構成メンバー：３年次生，12 名ほど 
役 割：研究抄録集の編集・製本・配布，看護研究発表会招待文の発送，看護研究発

表会当日の企画・運営をする。 
 

 実実習習室室委委員員会会

目 的：学部実習室整備委員会の趣旨に従い，学生自らが実習および実習室の教材

が使用手順に沿って整然となされ，責任を持った自己学習ができるように運

営・推進されることを目的とする。 
指 導 教 員：実習室整備委員長および副委員長 
学生構成メンバー：１～４年次生 各３名 
役 割：実習室機材の整備・点検およびその計画，実習室使用基準に沿った自己学習

に関しての啓発活動を行う。 
 

 アアククテティィブブ・・ララーーニニンンググ委委員員会会

目 的：教職員組織によるアクティブ・ラーニング推進委員会と連携協働し，学生の

主体的学びを促進するために，学生の意見を集約すると共に授業経営に参画

する。

指 導 教 員： 委員会アクティブ・ラーニング担当教員 名

学生構成メンバー：１～４年次生 各３名

役 割：授業に対する学生のニーズを情報収集し 委員会へ提供する。

学生の主体的学びを促進するための検討を行う。

学生に対して主体的学びの動機付けを行う。

教員とともに授業経営に参画する。

 委委員員会会

目 的：SDGs を学び学内・学外に置いて持続可能な開発目標に関する様々な活動を

推進する。学内において SDGs の取組を定着させることを目的とする。 
指 導 教 員：SDGs 推進委員１名および自治会担当教員１名 
学生構成メンバー：１～４年次生 各３名 
役 割：学内において学生が取り組める項目の選定を行い SDGs 推進委員会に提供

する。学内・学外において SDGs 活動に積極的に関わり学生活動として定

着させる。SDGs の取組についての学内広報活動を行う。 
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学学生生参参画画会会議議

看護学生が積極的かつ自主的な学習活動を教員と協働で行うために下記の委員会を発足させる。 
 

 国国家家試試験験対対策策委委員員会会

目   的：国家試験に向けて実施される模擬試験実施の際の補助的役割をなしつつ， 
学生自らがその志気が向上するよう学生への啓発活動を行う。

指 導 教 員：国家試験対策委員会委員長および副委員長 
学生構成メンバー：１～４年次生 各３名 
役 割：模擬試験や国家試験対策講座実施の補助的役割，国家試験に向けて情報の 

収集および学習者への意識高揚。 
 

 研研究究発発表表会会運運営営委委員員会会

目   的：研究発表会を学生たちが手作りで運営することによって，看護研究および 
その成果発表の意義について幅広く学ぶ機会とする。 

指 導 教 員：看護研究セミナー担当教員２名 
学生構成メンバー：３年次生，12 名ほど 
役 割：研究抄録集の編集・製本・配布，看護研究発表会招待文の発送，看護研究発

表会当日の企画・運営をする。 
 

 実実習習室室委委員員会会

目 的：学部実習室整備委員会の趣旨に従い，学生自らが実習および実習室の教材

が使用手順に沿って整然となされ，責任を持った自己学習ができるように運

営・推進されることを目的とする。 
指 導 教 員：実習室整備委員長および副委員長 
学生構成メンバー：１～４年次生 各３名 
役 割：実習室機材の整備・点検およびその計画，実習室使用基準に沿った自己学習

に関しての啓発活動を行う。 
 

 アアククテティィブブ・・ララーーニニンンググ委委員員会会

目 的：教職員組織によるアクティブ・ラーニング推進委員会と連携協働し，学生の

主体的学びを促進するために，学生の意見を集約すると共に授業経営に参画

する。

指 導 教 員： 委員会アクティブ・ラーニング担当教員 名

学生構成メンバー：１～４年次生 各３名

役 割：授業に対する学生のニーズを情報収集し 委員会へ提供する。

学生の主体的学びを促進するための検討を行う。

学生に対して主体的学びの動機付けを行う。

教員とともに授業経営に参画する。

 委委員員会会

目 的：SDGs を学び学内・学外に置いて持続可能な開発目標に関する様々な活動を

推進する。学内において SDGs の取組を定着させることを目的とする。 
指 導 教 員：SDGs 推進委員１名および自治会担当教員１名 
学生構成メンバー：１～４年次生 各３名 
役 割：学内において学生が取り組める項目の選定を行い SDGs 推進委員会に提供

する。学内・学外において SDGs 活動に積極的に関わり学生活動として定

着させる。SDGs の取組についての学内広報活動を行う。 
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Ⅴ　専任教員担当科目一覧

教員名 職名 学期 科目番号 科目名
フレッシュマンセミナー(文化に生きる)
職業選択と職業的アイデンティティ
看護学原論Ⅰ
看護学原論Ⅱ
援助方法論Ⅰ
看護理論
地域・在宅看護論
地域・在宅看護学実習
看護方法論Ⅰ
看護方法論Ⅱ
看護科教育法Ⅱ
看護研究セミナーⅡ

援助方法論Ⅱ
援助方法論Ⅲ
地域・在宅看護学実習
看護研究セミナーⅠ

フレッシュマンセミナー(文化に生きる)
援助方法論Ⅰ
地域・在宅看護論
地域・在宅看護学実習
先端医療看護論
危機理論
看護研究セミナーⅡ

インクルーシブ社会論
援助方法論Ⅱ
援助方法論Ⅲ
地域・在宅援助論
公衆衛生看護論
地域・在宅看護学実習
看護教育論
災害看護論
看護研究概論
看護研究方法論
看護研究セミナーⅠ

フレッシュマンセミナー(文化に生きる)
精神疾病・治療論各論
援助方法論Ⅰ
地域・在宅看護学実習
精神看護援助論Ⅰ
精神看護学実習
精神保健看護実習
看護統合実習
危機理論
看護方法論Ⅱ
看護研究セミナーⅡ

インクルーシブ社会論
援助方法論Ⅱ
援助方法論Ⅲ
地域・在宅看護学実習
精神看護学概論
精神看護援助論Ⅲ
精神看護学実習
精神看護演習
看護ｻｰﾋﾞｽ組織論
看護研究セミナーⅠ

佐藤　敦子
学生部長
教 授

前期

後期

石川　孝則
学 部 長
教 授

前期

後期

前信　由美
学 科 長
教 授

前期

後期
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Ⅴ　専任教員担当科目一覧

教員名 職名 学期 科目番号 科目名
フレッシュマンセミナー(文化に生きる)
職業選択と職業的アイデンティティ
看護学原論Ⅰ
看護学原論Ⅱ
援助方法論Ⅰ
看護理論
地域・在宅看護論
地域・在宅看護学実習
看護方法論Ⅰ
看護方法論Ⅱ
看護科教育法Ⅱ
看護研究セミナーⅡ

援助方法論Ⅱ
援助方法論Ⅲ
地域・在宅看護学実習
看護研究セミナーⅠ

フレッシュマンセミナー(文化に生きる)
援助方法論Ⅰ
地域・在宅看護論
地域・在宅看護学実習
先端医療看護論
危機理論
看護研究セミナーⅡ

インクルーシブ社会論
援助方法論Ⅱ
援助方法論Ⅲ
地域・在宅援助論
公衆衛生看護論
地域・在宅看護学実習
看護教育論
災害看護論
看護研究概論
看護研究方法論
看護研究セミナーⅠ

フレッシュマンセミナー(文化に生きる)
精神疾病・治療論各論
援助方法論Ⅰ
地域・在宅看護学実習
精神看護援助論Ⅰ
精神看護学実習
精神保健看護実習
看護統合実習
危機理論
看護方法論Ⅱ
看護研究セミナーⅡ

インクルーシブ社会論
援助方法論Ⅱ
援助方法論Ⅲ
地域・在宅看護学実習
精神看護学概論
精神看護援助論Ⅲ
精神看護学実習
精神看護演習
看護ｻｰﾋﾞｽ組織論
看護研究セミナーⅠ

佐藤　敦子
学生部長
教 授

前期

後期

石川　孝則
学 部 長
教 授

前期

後期

前信　由美
学 科 長
教 授

前期

後期
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Ⅴ　専任教員担当科目一覧

教員名 職名 学期 科目番号 科目名
フレッシュマンセミナー(文化に生きる)
ボランティアと地域住民生活
高齢者看護援助論Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
看護統合実習
看護研究セミナーⅡ

高齢者看護学概論
高齢者看護援助論Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
認知症看護演習
看護研究セミナーⅠ

看護学からのSDGsⅡ
成人看護援助論Ⅰ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
救急看護実習
看護研究セミナーⅡ

国際社会と医療
成人看護学概論
成人看護援助論Ⅲ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
救急救命看護論
看護研究セミナーⅠ

スタートアップセミナー
コンピュータ操作法
情報システム論
看護研究セミナーⅡ

看護学からのSDGsⅠ
生活と統計
科学的研究法入門
情報科学概論
情報処理法
看護研究方法論
看護研究セミナーⅠ

自然環境と人間
疾病・治療論各論Ⅰ
看護研究セミナーⅡ

人体構造機能学Ⅲ
病理学各論
疾病・治療論各論Ⅴ
看護研究セミナーⅠ

看護学からのSDGsⅡ
家族論
精神疾病・治療論各論
成人看護援助論Ⅰ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
ターミナルケア論
看護研究セミナーⅡ

成人看護学概論
成人看護援助論Ⅲ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
看護研究概論
看護研究セミナーⅠ

棚﨑　由紀子 研究科長

前期

後期

田村　和恵 教 授

前期

後期

岩本　由美 教 授

前期

後期

前期

小林　敏生 教 授

前期

後期

後期

教　授金澤　寛
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Ⅴ　専任教員担当科目一覧

教員名 職名 学期 科目番号 科目名
フレッシュマンセミナー(文化に生きる)
ボランティアと地域住民生活
高齢者看護援助論Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
看護統合実習
看護研究セミナーⅡ

高齢者看護学概論
高齢者看護援助論Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
認知症看護演習
看護研究セミナーⅠ

看護学からのSDGsⅡ
成人看護援助論Ⅰ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
救急看護実習
看護研究セミナーⅡ

国際社会と医療
成人看護学概論
成人看護援助論Ⅲ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
救急救命看護論
看護研究セミナーⅠ

スタートアップセミナー
コンピュータ操作法
情報システム論
看護研究セミナーⅡ

看護学からのSDGsⅠ
生活と統計
科学的研究法入門
情報科学概論
情報処理法
看護研究方法論
看護研究セミナーⅠ

自然環境と人間
疾病・治療論各論Ⅰ
看護研究セミナーⅡ

人体構造機能学Ⅲ
病理学各論
疾病・治療論各論Ⅴ
看護研究セミナーⅠ

看護学からのSDGsⅡ
家族論
精神疾病・治療論各論
成人看護援助論Ⅰ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
ターミナルケア論
看護研究セミナーⅡ

成人看護学概論
成人看護援助論Ⅲ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
看護研究概論
看護研究セミナーⅠ

棚﨑　由紀子 研究科長

前期

後期

田村　和恵 教 授

前期

後期

岩本　由美 教 授

前期

後期

前期

小林　敏生 教 授

前期

後期

後期

教　授金澤　寛
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Ⅴ　専任教員担当科目一覧

教員名 職名 学期 科目番号 科目名
病態微生物学
疫学
保健統計学
看護研究セミナーⅡ

公衆衛生学
看護研究セミナーⅠ

フレッシュマンセミナー(文化に生きる)
関係法規
化学の基礎
人体構造機能学Ⅰ
人体構造機能学Ⅱ
看護研究セミナーⅡ

地域生活と文化
臨床免疫・遺伝学
人体構造機能学Ⅳ
病理学総論
看護研究セミナーⅠ

看護学からのSDGsⅡ
学校保健
養護実習Ⅰ（事前・事後指導）
看護科教育法Ⅱ
教育実習指導
看護研究セミナーⅡ

公衆衛生看護学概論
公衆衛生看護論
公衆衛生看護活動展開論Ⅱ
養護実習Ⅰ（事前・事後指導）
教職実践演習（養護）
看護科教育法Ⅰ
教育実習指導
教育実習
教職実践演習（高）Ｂ
看護研究セミナーⅠ

ジェンダー論
人間発生・発達学
公衆衛生看護学実習Ⅱ
母性看護学概論Ⅰ
母性看護学概論Ⅱ
母性看護学実習
感染看護論
看護研究セミナーⅡ

リーダーシップ論
権利擁護と成年後見
公衆衛生看護論
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護活動展開論Ⅰ
母性看護援助論Ⅱ
母性看護学実習
生殖技術看護論
看護研究セミナーⅠ

道徳・総合的な学習の時間・特別活動の基礎

教育学概論

川﨑　裕美 教 授

前期

後期

渡邉　満 特任教授
前期

後期

中村　哲 教 授

前期

後期

波多江　崇 教 授

前期

後期

山内　京子 教 授

前期

後期
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Ⅴ　専任教員担当科目一覧

教員名 職名 学期 科目番号 科目名
病態微生物学
疫学
保健統計学
看護研究セミナーⅡ

公衆衛生学
看護研究セミナーⅠ

フレッシュマンセミナー(文化に生きる)
関係法規
化学の基礎
人体構造機能学Ⅰ
人体構造機能学Ⅱ
看護研究セミナーⅡ

地域生活と文化
臨床免疫・遺伝学
人体構造機能学Ⅳ
病理学総論
看護研究セミナーⅠ

看護学からのSDGsⅡ
学校保健
養護実習Ⅰ（事前・事後指導）
看護科教育法Ⅱ
教育実習指導
看護研究セミナーⅡ

公衆衛生看護学概論
公衆衛生看護論
公衆衛生看護活動展開論Ⅱ
養護実習Ⅰ（事前・事後指導）
教職実践演習（養護）
看護科教育法Ⅰ
教育実習指導
教育実習
教職実践演習（高）Ｂ
看護研究セミナーⅠ

ジェンダー論
人間発生・発達学
公衆衛生看護学実習Ⅱ
母性看護学概論Ⅰ
母性看護学概論Ⅱ
母性看護学実習
感染看護論
看護研究セミナーⅡ

リーダーシップ論
権利擁護と成年後見
公衆衛生看護論
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護活動展開論Ⅰ
母性看護援助論Ⅱ
母性看護学実習
生殖技術看護論
看護研究セミナーⅠ

道徳・総合的な学習の時間・特別活動の基礎

教育学概論

川﨑　裕美 教 授

前期

後期

渡邉　満 特任教授
前期

後期

中村　哲 教 授

前期

後期

波多江　崇 教 授

前期

後期

山内　京子 教 授

前期

後期
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Ⅴ　専任教員担当科目一覧

教員名 職名 学期 科目番号 科目名
看護学からのSDGsⅡ
精神疾病・治療論各論
精神看護援助論Ⅰ
精神看護学実習
精神保健看護実習
看護統合実習
看護研究セミナーⅡ

精神看護援助論Ⅱ
精神看護学実習
精神看護演習
看護研究セミナーⅠ

母性看護学概論Ⅰ
母性看護援助論Ⅰ
母性看護学実習
小児看護学実習
看護統合実習
看護研究セミナーⅡ

公衆衛生看護活動展開論Ⅰ
母性看護援助論Ⅱ
母性看護学実習
小児看護援助論Ⅰ
小児看護援助論Ⅱ
小児看護学実習
看護統合セミナー
看護研究セミナーⅠ

看護学からのSDGsⅡ
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅲ
看護研究セミナーⅡ

高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
認知症看護援助論
認知症看護演習
看護研究セミナーⅠ

スタートアップセミナー
フレッシュマンセミナー(文化に生きる)
職業選択と職業的アイデンティティ
看護学原論Ⅰ
援助方法論Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
精神看護援助論Ⅰ
精神看護学実習
看護統合実習
看護方法論Ⅱ
看護研究セミナーⅡ

情報と医療
援助方法論Ⅱ
援助方法論Ⅲ
基礎看護学実習Ⅰ
精神看護学実習
看護統合セミナー
看護研究セミナーⅠ

後期

河内山　真由美 准 教 授

前期

後期

浅香真由巳 准 教 授

前期

後期

上林　聡子 准 教 授

前期

後期

岡田　京子 准 教 授

前期
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Ⅴ　専任教員担当科目一覧

教員名 職名 学期 科目番号 科目名
看護学からのSDGsⅡ
精神疾病・治療論各論
精神看護援助論Ⅰ
精神看護学実習
精神保健看護実習
看護統合実習
看護研究セミナーⅡ

精神看護援助論Ⅱ
精神看護学実習
精神看護演習
看護研究セミナーⅠ

母性看護学概論Ⅰ
母性看護援助論Ⅰ
母性看護学実習
小児看護学実習
看護統合実習
看護研究セミナーⅡ

公衆衛生看護活動展開論Ⅰ
母性看護援助論Ⅱ
母性看護学実習
小児看護援助論Ⅰ
小児看護援助論Ⅱ
小児看護学実習
看護統合セミナー
看護研究セミナーⅠ

看護学からのSDGsⅡ
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅲ
看護研究セミナーⅡ

高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
認知症看護援助論
認知症看護演習
看護研究セミナーⅠ

スタートアップセミナー
フレッシュマンセミナー(文化に生きる)
職業選択と職業的アイデンティティ
看護学原論Ⅰ
援助方法論Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
精神看護援助論Ⅰ
精神看護学実習
看護統合実習
看護方法論Ⅱ
看護研究セミナーⅡ

情報と医療
援助方法論Ⅱ
援助方法論Ⅲ
基礎看護学実習Ⅰ
精神看護学実習
看護統合セミナー
看護研究セミナーⅠ

後期

河内山　真由美 准 教 授

前期

後期

浅香真由巳 准 教 授

前期

後期

上林　聡子 准 教 授

前期

後期

岡田　京子 准 教 授

前期
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Ⅴ　専任教員担当科目一覧

教員名 職名 学期 科目番号 科目名
成人看護援助論Ⅰ
成人看護援助論Ⅱ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
がん看護論
看護研究セミナーⅡ

成人看護援助論Ⅲ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
看護統合セミナー
看護研究セミナーⅠ

フレッシュマンセミナー(文化に生きる)
小児看護学概論
小児看護学実習
看護統合実習
感染看護論
看護研究セミナーⅡ

インクルーシブ社会論
公衆衛生看護活動展開論Ⅰ
母性看護援助論Ⅱ
小児看護援助論Ⅰ
小児看護援助論Ⅱ
小児看護学実習
看護研究セミナーⅠ

小児看護学概論
小児看護学実習
看護研究セミナーⅡ

地域生活と文化
公衆衛生看護活動展開論Ⅰ
母性看護援助論Ⅱ
小児看護援助論Ⅰ
小児看護援助論Ⅱ
小児看護学実習
看護統合セミナー
看護研究セミナーⅠ

看護学からのSDGsⅡ
公衆衛生看護方法論Ⅱ
公衆衛生看護学実習Ⅰ
公衆衛生看護学実習Ⅱ
看護研究セミナーⅡ

公衆衛生看護学概論
公衆衛生看護論
保健医療福祉行政論
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護活動展開論Ⅰ
公衆衛生看護活動展開論Ⅱ
看護・福祉連携活動論
看護研究セミナーⅠ

藤原　芳美 准 教 授

前期

後期

進藤　美樹 准 教 授

前期

後期

藤尾　順子 准 教 授

前期

後期

佐々木　由紀 准 教 授

前期

後期
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Ⅴ　専任教員担当科目一覧

教員名 職名 学期 科目番号 科目名
成人看護援助論Ⅰ
成人看護援助論Ⅱ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
がん看護論
看護研究セミナーⅡ

成人看護援助論Ⅲ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
看護統合セミナー
看護研究セミナーⅠ

フレッシュマンセミナー(文化に生きる)
小児看護学概論
小児看護学実習
看護統合実習
感染看護論
看護研究セミナーⅡ

インクルーシブ社会論
公衆衛生看護活動展開論Ⅰ
母性看護援助論Ⅱ
小児看護援助論Ⅰ
小児看護援助論Ⅱ
小児看護学実習
看護研究セミナーⅠ

小児看護学概論
小児看護学実習
看護研究セミナーⅡ

地域生活と文化
公衆衛生看護活動展開論Ⅰ
母性看護援助論Ⅱ
小児看護援助論Ⅰ
小児看護援助論Ⅱ
小児看護学実習
看護統合セミナー
看護研究セミナーⅠ

看護学からのSDGsⅡ
公衆衛生看護方法論Ⅱ
公衆衛生看護学実習Ⅰ
公衆衛生看護学実習Ⅱ
看護研究セミナーⅡ

公衆衛生看護学概論
公衆衛生看護論
保健医療福祉行政論
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護活動展開論Ⅰ
公衆衛生看護活動展開論Ⅱ
看護・福祉連携活動論
看護研究セミナーⅠ

藤原　芳美 准 教 授

前期

後期

進藤　美樹 准 教 授

前期

後期

藤尾　順子 准 教 授

前期

後期

佐々木　由紀 准 教 授

前期

後期
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Ⅴ　専任教員担当科目一覧

教員名 職名 学期 科目番号 科目名
成人看護援助論Ⅰ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
救急看護実習
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
看護統合実習
リハビリテーション看護論
看護研究セミナーⅡ

看護学からのSDGsⅠ
成人看護援助論Ⅲ
成人看護援助論Ⅳ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
成人看護技術演習
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
看護研究セミナーⅠ

精神看護援助論Ⅰ
精神看護学実習
看護研究セミナーⅡ

看護学からのSDGsⅠ
精神看護援助論Ⅱ
精神看護学実習
精神看護演習
看護研究セミナーⅠ

看護学からのSDGsⅡ
小児看護学実習
看護研究セミナーⅡ

母性看護援助論Ⅱ
小児看護援助論Ⅰ
小児看護援助論Ⅱ
小児看護学実習
看護研究セミナーⅠ

フレッシュマンセミナー(文化に生きる)
援助方法論Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
精神看護援助論Ⅰ
看護方法論Ⅱ
看護研究セミナーⅡ

援助方法論Ⅱ
援助方法論Ⅲ
基礎看護学実習Ⅰ
看護研究セミナーⅠ

看護研究セミナーⅡ

養護概説
養護実習Ⅱ
養護実習Ⅲ
看護研究セミナーⅠ

成人看護援助論Ⅰ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
救急看護実習
看護研究セミナーⅡ

看護学からのSDGsⅠ
成人看護援助論Ⅲ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
看護研究セミナーⅠ

塩田　愛子 講 師

前期

後期

那須　敏子 講 師

前期

後期

江藤　剛 講 師

前期

後期

香川　明花 講 師

前期

後期

藤本　和恵 准 教 授

前期

後期

寺西　明子 講 師

前期

後期
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Ⅴ　専任教員担当科目一覧

教員名 職名 学期 科目番号 科目名
成人看護援助論Ⅰ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
救急看護実習
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
看護統合実習
リハビリテーション看護論
看護研究セミナーⅡ

看護学からのSDGsⅠ
成人看護援助論Ⅲ
成人看護援助論Ⅳ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
成人看護技術演習
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
看護研究セミナーⅠ

精神看護援助論Ⅰ
精神看護学実習
看護研究セミナーⅡ

看護学からのSDGsⅠ
精神看護援助論Ⅱ
精神看護学実習
精神看護演習
看護研究セミナーⅠ

看護学からのSDGsⅡ
小児看護学実習
看護研究セミナーⅡ

母性看護援助論Ⅱ
小児看護援助論Ⅰ
小児看護援助論Ⅱ
小児看護学実習
看護研究セミナーⅠ

フレッシュマンセミナー(文化に生きる)
援助方法論Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
精神看護援助論Ⅰ
看護方法論Ⅱ
看護研究セミナーⅡ

援助方法論Ⅱ
援助方法論Ⅲ
基礎看護学実習Ⅰ
看護研究セミナーⅠ

看護研究セミナーⅡ

養護概説
養護実習Ⅱ
養護実習Ⅲ
看護研究セミナーⅠ

成人看護援助論Ⅰ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
救急看護実習
看護研究セミナーⅡ

看護学からのSDGsⅠ
成人看護援助論Ⅲ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
看護研究セミナーⅠ

塩田　愛子 講 師

前期

後期

那須　敏子 講 師

前期

後期

江藤　剛 講 師

前期

後期

香川　明花 講 師

前期

後期

藤本　和恵 准 教 授

前期

後期

寺西　明子 講 師

前期

後期
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Ⅴ　専任教員担当科目一覧

教員名 職名 学期 科目番号 科目名
援助方法論Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
看護方法論Ⅱ
看護研究セミナーⅡ

援助方法論Ⅱ
援助方法論Ⅲ
基礎看護学実習Ⅰ
災害看護論
看護統合セミナー
看護研究セミナーⅠ

人間関係論
心理学概論
教育相談
看護研究セミナーⅡ

発達心理学
健康心理学
看護統合セミナー
看護研究方法論
生徒・進路指導論
看護研究セミナーⅠ

援助方法論Ⅰ
地域・在宅看護学実習
精神看護援助論Ⅰ
精神看護学実習
看護研究セミナーⅡ

援助方法論Ⅱ
援助方法論Ⅲ
地域・在宅看護学実習
精神看護学概論
精神看護学実習
精神看護演習
看護研究セミナーⅠ

母性看護学実習
小児看護学実習
看護研究セミナーⅡ

看護学からのSDGsⅠ
母性看護援助論Ⅱ
母性看護学実習
小児看護援助論Ⅰ
小児看護援助論Ⅱ
小児看護学実習
看護研究セミナーⅠ

高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅲ
看護研究セミナーⅡ

看護学からのSDGsⅠ
高齢者看護援助論Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
認知症看護援助論
認知症看護演習
看護研究セミナーⅠ

李　翁 講 師

前期

後期

二島　良輔 講 師

前期

後期

古山　陽子 助 教

前期

後期

堀井　順平 講 師

前期

後期

加納　美雪 助 教

前期

後期
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Ⅴ　専任教員担当科目一覧

教員名 職名 学期 科目番号 科目名
援助方法論Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
看護方法論Ⅱ
看護研究セミナーⅡ

援助方法論Ⅱ
援助方法論Ⅲ
基礎看護学実習Ⅰ
災害看護論
看護統合セミナー
看護研究セミナーⅠ

人間関係論
心理学概論
教育相談
看護研究セミナーⅡ

発達心理学
健康心理学
看護統合セミナー
看護研究方法論
生徒・進路指導論
看護研究セミナーⅠ

援助方法論Ⅰ
地域・在宅看護学実習
精神看護援助論Ⅰ
精神看護学実習
看護研究セミナーⅡ

援助方法論Ⅱ
援助方法論Ⅲ
地域・在宅看護学実習
精神看護学概論
精神看護学実習
精神看護演習
看護研究セミナーⅠ

母性看護学実習
小児看護学実習
看護研究セミナーⅡ

看護学からのSDGsⅠ
母性看護援助論Ⅱ
母性看護学実習
小児看護援助論Ⅰ
小児看護援助論Ⅱ
小児看護学実習
看護研究セミナーⅠ

高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅲ
看護研究セミナーⅡ

看護学からのSDGsⅠ
高齢者看護援助論Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
認知症看護援助論
認知症看護演習
看護研究セミナーⅠ

李　翁 講 師

前期

後期

二島　良輔 講 師

前期

後期

古山　陽子 助 教

前期

後期

堀井　順平 講 師

前期

後期

加納　美雪 助 教

前期

後期
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Ⅴ　専任教員担当科目一覧

教員名 職名 学期 科目番号 科目名
援助方法論Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人看護援助論Ⅰ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
看護研究セミナーⅡ

援助方法論Ⅱ
援助方法論Ⅲ
基礎看護学実習Ⅰ
成人看護援助論Ⅲ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
高齢者看護援助論Ⅱ
看護研究セミナーⅠ

深井　美穂 助 手

前期

後期
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Ⅴ　専任教員担当科目一覧

教員名 職名 学期 科目番号 科目名
援助方法論Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人看護援助論Ⅰ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
看護研究セミナーⅡ

援助方法論Ⅱ
援助方法論Ⅲ
基礎看護学実習Ⅰ
成人看護援助論Ⅲ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
高齢者看護援助論Ⅱ
看護研究セミナーⅠ

深井　美穂 助 手

前期

後期
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Ⅵ　兼担・兼任講師担当科目一覧

　１　兼担講師

教員名 所属 学期 科目番号 科目名

インクルーシブ社会論

インクルーシブ社会論

インクルーシブ社会論

数理から見た生活

人間社会における音楽文化
鈴木　絢子 学芸学部

前期

後期

後期
中谷　智子 学芸学部

前期

加地　信幸 人間健康学部
前期

後期

後期
藤金　倫徳 学芸学部

前期

後期
德永　光真 学芸学部

前期
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Ⅵ　兼担・兼任講師担当科目一覧

　１　兼担講師

教員名 所属 学期 科目番号 科目名

インクルーシブ社会論

インクルーシブ社会論

インクルーシブ社会論

数理から見た生活

人間社会における音楽文化
鈴木　絢子 学芸学部

前期

後期

後期
中谷　智子 学芸学部

前期

加地　信幸 人間健康学部
前期

後期

後期
藤金　倫徳 学芸学部

前期

後期
德永　光真 学芸学部

前期
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２　兼任講師

教員名 所属 学期 科目番号 科目名
基礎英語Ⅰ
基礎英語Ⅱ

地域・在宅看護学実習
精神看護学実習
地域・在宅看護学実習
精神看護学実習
社会学概論

地域・在宅看護論

公衆衛生看護学概論
看護・福祉連携活動論

教育社会学

地域・在宅援助論

道徳・総合的な学習の時間・特別活動の基礎
総合的な学習の時間の指導法

教職概論

小児看護学実習

小児看護学実習

公衆衛生看護学概論
公衆衛生看護活動展開論Ⅱ
公衆衛生看護論

認知症看護援助論
認知症看護演習

音楽と日常生活

疾病・治療論各論Ⅰ

疾病・治療論各論Ⅰ

疾病・治療論各論Ⅴ

高齢者看護学実習Ⅰ

疾病・治療論各論Ⅱ

疾病・治療論各論Ⅴ

医療英語会話Ⅰ

先端医療看護論

前期

後期

木原　久美子
前期

後期

前期

後期

池本　淳一
前期

後期

後期

それいゆ
前期

後期

前期

後期

北村　健 中国労災病院
前期

加藤　愛子

久保　敬二 木村眼科内科病院
前期

後期
栗栖　薫

中国労災病院
院長

前期

前期

後期

後期

前期

狩谷　美穂
前期

後期

前期

後期

岩崎　俊輔

小川　英夫

後期

後期

後期

前期

後期

岡本　義裕 神戸市外国語大学
前期

後期

沖田　和美

河瀨　成穂 呉共済病院

後期

太田　佳光 岡山商科大学
前期

今野　伸樹

礒田　朋子
前期

後期

尾原　寿子

前期

前期

大山　好美
前期

後期

川端　俊介 呉共済病院

- 101 -

２　兼任講師

教員名 所属 学期 科目番号 科目名
基礎英語Ⅰ
基礎英語Ⅱ

地域・在宅看護学実習
精神看護学実習
地域・在宅看護学実習
精神看護学実習
社会学概論

地域・在宅看護論

公衆衛生看護学概論
看護・福祉連携活動論

教育社会学

地域・在宅援助論

道徳・総合的な学習の時間・特別活動の基礎
総合的な学習の時間の指導法

教職概論

小児看護学実習

小児看護学実習

公衆衛生看護学概論
公衆衛生看護活動展開論Ⅱ
公衆衛生看護論

認知症看護援助論
認知症看護演習

音楽と日常生活

疾病・治療論各論Ⅰ

疾病・治療論各論Ⅰ

疾病・治療論各論Ⅴ

高齢者看護学実習Ⅰ

疾病・治療論各論Ⅱ

疾病・治療論各論Ⅴ

医療英語会話Ⅰ

先端医療看護論

前期

後期

木原　久美子
前期

後期

前期

後期

池本　淳一
前期

後期

後期

それいゆ
前期

後期

前期

後期

北村　健 中国労災病院
前期

加藤　愛子

久保　敬二 木村眼科内科病院
前期

後期
栗栖　薫

中国労災病院
院長

前期

前期

後期

後期

前期

狩谷　美穂
前期

後期

前期

後期

岩崎　俊輔

小川　英夫

後期

後期

後期

前期

後期

岡本　義裕 神戸市外国語大学
前期

後期

沖田　和美

河瀨　成穂 呉共済病院

後期

太田　佳光 岡山商科大学
前期

今野　伸樹

礒田　朋子
前期

後期

尾原　寿子

前期

前期

大山　好美
前期

後期

川端　俊介 呉共済病院
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教員名 所属 学期 科目番号 科目名
疾病・治療論各論Ⅲ

精神看護援助論Ⅱ

生殖技術看護論

公衆衛生看護方法論Ⅱ
公衆衛生看護学実習Ⅰ
公衆衛生看護学実習Ⅱ
公衆衛生看護学概論
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護活動展開論Ⅰ
公衆衛生看護論
臨床心理学

カウンセリング

感染看護論

疾病・治療論各論Ⅴ

特別活動指導法

疾病・治療論各論Ⅲ
医学概論
薬理学

疾病・治療論各論Ⅱ

疾病・治療論各論Ⅳ

道徳・総合的な学習の時間・特別活動の基礎
総合的な学習の時間の指導法
生徒指導論
生徒・進路指導論
生物学
生化学
栄養学

高齢者看護学実習Ⅰ

高齢者看護学実習Ⅱ

生命倫理

がん看護論

疾病・治療論各論Ⅲ
精神疾病・治療論各論

高齢者看護学実習Ⅱ

看護・福祉連携活動論

リハビリテーション看護論

林　美香
前期

後期

平光　修
後期

前期

後期

前期

早川　浩 早川クリニック
前期

後期

平野　達也

後期

後期

中尾　豊喜 大阪体育大学
前期

濱本　千春
前期

後期

中村　瑞子
前期

後期

後期

杉岡　正典 名古屋市立大学
前期

後期

時津　啓 島根県立大学
前期

後期

田地　豪 広島大学大学院
前期

後期

豊田　秀三 豊田内科クリニック
前期

後期

坂野　堯 さかの小児科
前期

関岡　剛史 東広島医療センター

前期

新庄　敬子

下西　さや子
前期

後期

前期

後期

下種　涼 医療法人せのがわ
前期

後期

土肥　敏博
前期

後期

前期

西岡　政子
前期

後期

野村　卓史
後期
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教員名 所属 学期 科目番号 科目名
疾病・治療論各論Ⅲ

精神看護援助論Ⅱ

生殖技術看護論

公衆衛生看護方法論Ⅱ
公衆衛生看護学実習Ⅰ
公衆衛生看護学実習Ⅱ
公衆衛生看護学概論
公衆衛生看護方法論Ⅰ
公衆衛生看護活動展開論Ⅰ
公衆衛生看護論
臨床心理学

カウンセリング

感染看護論

疾病・治療論各論Ⅴ

特別活動指導法

疾病・治療論各論Ⅲ
医学概論
薬理学

疾病・治療論各論Ⅱ

疾病・治療論各論Ⅳ

道徳・総合的な学習の時間・特別活動の基礎
総合的な学習の時間の指導法
生徒指導論
生徒・進路指導論
生物学
生化学
栄養学

高齢者看護学実習Ⅰ

高齢者看護学実習Ⅱ

生命倫理

がん看護論

疾病・治療論各論Ⅲ
精神疾病・治療論各論

高齢者看護学実習Ⅱ

看護・福祉連携活動論

リハビリテーション看護論

林　美香
前期

後期

平光　修
後期

前期

後期

前期

早川　浩 早川クリニック
前期

後期

平野　達也

後期

後期

中尾　豊喜 大阪体育大学
前期

濱本　千春
前期

後期

中村　瑞子
前期

後期

後期

杉岡　正典 名古屋市立大学
前期

後期

時津　啓 島根県立大学
前期

後期

田地　豪 広島大学大学院
前期

後期

豊田　秀三 豊田内科クリニック
前期

後期

坂野　堯 さかの小児科
前期

関岡　剛史 東広島医療センター

前期

新庄　敬子

下西　さや子
前期

後期

前期

後期

下種　涼 医療法人せのがわ
前期

後期

土肥　敏博
前期

後期

前期

西岡　政子
前期

後期

野村　卓史
後期
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教員名 所属 学期 科目番号 科目名
小児看護学実習

教育相談

特別支援教育の基礎

高齢者看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅰ
看護行政論
危機管理
基礎看護学実習Ⅰ
高齢者看護援助論Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅱ
健康と運動

広島県地域の時事問題

母性看護学概論Ⅱ

疾病・治療論各論Ⅳ

精神看護援助論Ⅱ

看護サービス組織論

疾病・治療論各論Ⅳ

医療英語会話Ⅰ

医療英語会話Ⅱ

高齢者看護学実習Ⅱ

疾病・治療論各論Ⅰ

看護学からのSDGsⅠ

栄養学

日本国憲法
人権論

教育課程論
教育方法論（ICT活用を含む）
中国語

古田　広子

毛利　カリーナ
前期

後期

李　暁維
前期

山下　美保
前期

吉田　成章
前期

後期

前期

後期

前期

後期

前期

後期

後期

横山　しつよ
前期

後期

前期

丸亀　朱美

水野　俊行 済生会呉病院

後期

後期

前期

前期

横山　優斗

後期

後期

松林　滋
松林レディースクリ

ニック

前期

馬明　康宏
セノーテ訪問看護
広島ステーション

前期

後期

枡田　勲
前期

後期

広島文化学園大学
カウンセラー

前期

藤原　隆

谷口　奈美

後期

後期

福田　友美

槙田　洋子
前期

後期

古屋敷　智恵美

前期

後期

山田　貴弘
前期

後期
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教員名 所属 学期 科目番号 科目名
小児看護学実習

教育相談

特別支援教育の基礎

高齢者看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅰ
看護行政論
危機管理
基礎看護学実習Ⅰ
高齢者看護援助論Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅱ
健康と運動

広島県地域の時事問題

母性看護学概論Ⅱ

疾病・治療論各論Ⅳ

精神看護援助論Ⅱ

看護サービス組織論

疾病・治療論各論Ⅳ

医療英語会話Ⅰ

医療英語会話Ⅱ

高齢者看護学実習Ⅱ

疾病・治療論各論Ⅰ

看護学からのSDGsⅠ

栄養学

日本国憲法
人権論

教育課程論
教育方法論（ICT活用を含む）
中国語

古田　広子

毛利　カリーナ
前期

後期

李　暁維
前期

山下　美保
前期

吉田　成章
前期

後期

前期

後期

前期

後期

前期

後期

後期

横山　しつよ
前期

後期

前期

丸亀　朱美

水野　俊行 済生会呉病院

後期

後期

前期

前期

横山　優斗

後期

後期

松林　滋
松林レディースクリ

ニック

前期

馬明　康宏
セノーテ訪問看護
広島ステーション

前期

後期

枡田　勲
前期

後期

広島文化学園大学
カウンセラー

前期

藤原　隆

谷口　奈美

後期

後期

福田　友美

槙田　洋子
前期

後期

古屋敷　智恵美

前期

後期

山田　貴弘
前期

後期
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Ⅶ
履

修
科
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績
控
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８

年
度

入
学

生
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必
修
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必
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Ⅰ
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看
護

学
原

論
Ⅱ

1
前

小
児

看
護

援
助

論
Ⅰ

2
後

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
論

4
前

援
助

方
法

論
Ⅰ

1
前

小
児

看
護

援
助

論
Ⅱ

2
後

救
急

救
命

看
護

論
4
後

援
助

方
法

論
Ⅱ

1
後

小
児

看
護

学
実

習
3
前

後
が

ん
看

護
論

4
前

援
助

方
法

論
Ⅲ

1
後

成
人

看
護

学
概

論
1
後

先
端

医
療

看
護

論
4
前

看
護

理
論

1
前

成
人

看
護

援
助

論
Ⅰ

2
前

感
染

看
護

論
4
前

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅰ

1
後

成
人

看
護

援
助

論
Ⅱ

2
前

生
殖

技
術

看
護

論
4
後

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅱ

2
前

成
人

看
護

援
助

論
Ⅲ

2
後

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
論

4
前

公
衆

衛
生

看
護

学
概

論
1
後

成
人

看
護

援
助

論
Ⅳ

4
後

看
護

教
育

論
4
後

地
域

・
在

宅
看

護
論

2
前

成
人

看
護

学
実

習
Ⅰ

3
前

後
看

護
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

組
織

論
4
後

地
域

・
在

宅
援

助
論

2
後

成
人

看
護

学
実

習
Ⅱ

3
前

後
看

護
行

政
論

4
後

公
衆

衛
生

看
護

論
4
後

成
人

看
護

技
術

演
習

4
後

危
機

理
論

2
前

保
健

医
療

福
祉

行
政

論
3
後

救
急

看
護

実
習

4
前

危
機

管
理

4
後

公
衆

衛
生

看
護

方
法

論
Ⅰ

2
後

高
齢

者
看

護
学

概
論

1
後

看
護

・
福

祉
連

携
活

動
論

4
後

公
衆

衛
生

看
護

方
法

論
Ⅱ

3
前

高
齢

者
看

護
援

助
論

Ⅰ
2
前

災
害

看
護

論
4
後

公
衆

衛
生

看
護

活
動

展
開

論
Ⅰ

3
後

高
齢

者
看

護
援

助
論

Ⅱ
2
後

看
護

方
法

論
Ⅰ

2
前

公
衆

衛
生

看
護

活
動

展
開

論
Ⅱ

3
後

高
齢

者
看

護
学

実
習

Ⅰ
3
前

後
看

護
方

法
論

Ⅱ
2
前

保
健

統
計

学
3
前

高
齢

者
看

護
学

実
習

Ⅱ
3
前

後
看

護
統

合
セ

ミ
ナ

ー
4
後

地
域

・
在

宅
看

護
学

実
習

3
前

後
認

知
症

看
護

援
助

論
2
後

看
護

研
究

概
論

2
後

公
衆

衛
生

看
護

学
実

習
Ⅰ

4
前

認
知

症
看

護
演

習
2
後

看
護

研
究

方
法

論
2
後

公
衆

衛
生

看
護

学
実

習
Ⅱ

4
前

高
齢

者
看

護
学

実
習

Ⅲ
4
前

看
護

研
究

セ
ミ

ナ
ー

Ⅰ
3
後

精
神

看
護

学
概

論
1
後

看
護

研
究

セ
ミ

ナ
ー

Ⅱ
4
前

精
神

看
護

援
助

論
Ⅰ

2
前

精
神

看
護

援
助

論
Ⅱ

2
後

精
神

看
護

援
助

論
Ⅲ

2
後

【
注

】
　

開
講

年
次

に
つ

い
て

　
＜

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

の
示

し
方

＞

精
神

看
護

学
実

習
3
前

後
人

文
社

会
学

系
（
例

）
N

N
　

　
　

0
0
1

精
神

看
護

演
習

3
後

医
療

自
然

科
学

系

精
神

保
健

看
護

実
習

4
前

情
報

・
総

合
科

学
系

　
科

目
区

分
学

修
段

階
通

し
番

号

母
性

看
護

学
概

論
Ⅰ

2
前

外
国

語
1
基

礎
 2

応
用

 3
発

展

母
性

看
護

学
概

論
Ⅱ

2
前

母
性

看
護

援
助

論
Ⅰ

2
前

母
性

看
護

援
助

論
Ⅱ

2
後

・
 実

習
は

学
修

段
階

を
3
と

す
る

。

母
性

看
護

学
実

習
3
前

後
・
 強

化
コ

ー
ス

に
関

す
る

科
目

は
開

講
時

期
も

考
慮

に
入

れ
主

に
学

修
段

階
3
と

す
る

。

評
価

科
目

区
分

科
目

 番
号

ﾅ
ﾝ
ﾊ

ﾞﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

科
目

 番
号

ﾅ
ﾝ
ﾊ

ﾞﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

配
当

年
次

評
価

必
修

・
選

択
別

配
当

年
次

必
修

・
選

択
別

評
価

基 礎 看 護 学

地 域 ・ 在 宅 看 護 論

専 門 科 目

看
護

の
統

合
と

実
践

専 門 領 域 看 護 論

臨 床 看 護 論

看 護 教 育

管 理 論

看 護 統 合

看
護

研
究

実 践 応 用 看 護 学

科
目

区
分

科
　

　
目

　
　

名
科

　
　

目
　

　
名

科
目

区
分

科
目

 番
号

ﾅ
ﾝ
ﾊ

ﾞﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

配
当

年
次

必
修

・
選

択
別

科
　

　
目

　
　

名

専 門 科 目

単
位

小
計

専 門 科 目

高 齢 者 看 護 学成 人 看 護 学小 児 看 護 学

実 践 応 用 看 護 学

看
護

学
部

看
護

学
科

・
看

護
専

門
領

域
と

教
職

課
程

・
精

神
保

健
は

教
育

課
程

表
に

書
か

れ
た

順
番

で
は

な
く
、

　
開

講
時

期
の

順
次

性
に

し
た

が
っ

て
ナ

ン
バ

ー
を

つ
け

る
。

前
・
・
・
・
・
前

期

後
・
・
・
・
・
後

期

後
集

・
・
・
後

期
集

中

前
集

・
・
・
前

期
集

中

精 神 看 護 学 母 性 看 護 学
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Ⅶ
履

修
科

目
成

績
控

表

【
令

和
８

年
度

入
学

生
】

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

看
護

学
原

論
Ⅰ

1
前

小
児

看
護

学
概

論
2
前

看
護

統
合

実
習

4
前

看
護

学
原

論
Ⅱ

1
前

小
児

看
護

援
助

論
Ⅰ

2
後

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
論

4
前

援
助

方
法

論
Ⅰ

1
前

小
児

看
護

援
助

論
Ⅱ

2
後

救
急

救
命

看
護

論
4
後

援
助

方
法

論
Ⅱ

1
後

小
児

看
護

学
実

習
3
前

後
が

ん
看

護
論

4
前

援
助

方
法

論
Ⅲ

1
後

成
人

看
護

学
概

論
1
後

先
端

医
療

看
護

論
4
前

看
護

理
論

1
前

成
人

看
護

援
助

論
Ⅰ

2
前

感
染

看
護

論
4
前

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅰ

1
後

成
人

看
護

援
助

論
Ⅱ

2
前

生
殖

技
術

看
護

論
4
後

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅱ

2
前

成
人

看
護

援
助

論
Ⅲ

2
後

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
論

4
前

公
衆

衛
生

看
護

学
概

論
1
後

成
人

看
護

援
助

論
Ⅳ

4
後

看
護

教
育

論
4
後

地
域

・
在

宅
看

護
論

2
前

成
人

看
護

学
実

習
Ⅰ

3
前

後
看

護
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

組
織

論
4
後

地
域

・
在

宅
援

助
論

2
後

成
人

看
護

学
実

習
Ⅱ

3
前

後
看

護
行

政
論

4
後

公
衆

衛
生

看
護

論
4
後

成
人

看
護

技
術

演
習

4
後

危
機

理
論

2
前

保
健

医
療

福
祉

行
政

論
3
後

救
急

看
護

実
習

4
前

危
機

管
理

4
後

公
衆

衛
生

看
護

方
法

論
Ⅰ

2
後

高
齢

者
看

護
学

概
論

1
後

看
護

・
福

祉
連

携
活

動
論

4
後

公
衆

衛
生

看
護

方
法

論
Ⅱ

3
前

高
齢

者
看

護
援

助
論

Ⅰ
2
前

災
害

看
護

論
4
後

公
衆

衛
生

看
護

活
動

展
開

論
Ⅰ

3
後

高
齢

者
看

護
援

助
論

Ⅱ
2
後

看
護

方
法

論
Ⅰ

2
前

公
衆

衛
生

看
護

活
動

展
開

論
Ⅱ

3
後

高
齢

者
看

護
学

実
習

Ⅰ
3
前

後
看

護
方

法
論

Ⅱ
2
前

保
健

統
計

学
3
前

高
齢

者
看

護
学

実
習

Ⅱ
3
前

後
看

護
統

合
セ

ミ
ナ

ー
4
後

地
域

・
在

宅
看

護
学

実
習

3
前

後
認

知
症

看
護

援
助

論
2
後

看
護

研
究

概
論

2
後

公
衆

衛
生

看
護

学
実

習
Ⅰ

4
前

認
知

症
看

護
演

習
2
後

看
護

研
究

方
法

論
2
後

公
衆

衛
生

看
護

学
実

習
Ⅱ

4
前

高
齢

者
看

護
学

実
習

Ⅲ
4
前

看
護

研
究

セ
ミ

ナ
ー

Ⅰ
3
後

精
神

看
護

学
概

論
1
後

看
護

研
究

セ
ミ

ナ
ー

Ⅱ
4
前

精
神

看
護

援
助

論
Ⅰ

2
前

精
神

看
護

援
助

論
Ⅱ

2
後

精
神

看
護

援
助

論
Ⅲ

2
後

【
注

】
　

開
講

年
次

に
つ

い
て

　
＜

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

の
示

し
方

＞

精
神

看
護

学
実

習
3
前

後
人

文
社

会
学

系
（
例

）
N

N
　

　
　

0
0
1

精
神

看
護

演
習

3
後

医
療

自
然

科
学

系

精
神

保
健

看
護

実
習

4
前

情
報

・
総

合
科

学
系

　
科

目
区

分
学

修
段

階
通

し
番

号

母
性

看
護

学
概

論
Ⅰ

2
前

外
国

語
1
基

礎
 2

応
用

 3
発

展

母
性

看
護

学
概

論
Ⅱ

2
前

母
性

看
護

援
助

論
Ⅰ

2
前

母
性

看
護

援
助

論
Ⅱ

2
後

・
 実

習
は

学
修

段
階

を
3
と

す
る

。

母
性

看
護

学
実

習
3
前

後
・
 強

化
コ

ー
ス

に
関

す
る

科
目

は
開

講
時

期
も

考
慮

に
入

れ
主

に
学

修
段

階
3
と

す
る

。

評
価

科
目

区
分

科
目

 番
号

ﾅ
ﾝ
ﾊ

ﾞﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

科
目

 番
号

ﾅ
ﾝ
ﾊ

ﾞﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

配
当

年
次

評
価

必
修

・
選

択
別

配
当

年
次

必
修

・
選

択
別

評
価

基 礎 看 護 学

地 域 ・ 在 宅 看 護 論

専 門 科 目

看
護

の
統

合
と

実
践

専 門 領 域 看 護 論

臨 床 看 護 論

看 護 教 育

管 理 論

看 護 統 合

看
護

研
究

実 践 応 用 看 護 学

科
目

区
分

科
　

　
目

　
　

名
科

　
　

目
　

　
名

科
目

区
分

科
目

 番
号

ﾅ
ﾝ
ﾊ

ﾞﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

配
当

年
次

必
修

・
選

択
別

科
　

　
目

　
　

名

専 門 科 目

単
位

小
計

専 門 科 目

高 齢 者 看 護 学成 人 看 護 学小 児 看 護 学

実 践 応 用 看 護 学

看
護

学
部

看
護

学
科

・
看

護
専

門
領

域
と

教
職

課
程

・
精

神
保

健
は

教
育

課
程

表
に

書
か

れ
た

順
番

で
は

な
く
、

　
開

講
時

期
の

順
次

性
に

し
た

が
っ

て
ナ

ン
バ

ー
を

つ
け

る
。

前
・
・
・
・
・
前

期

後
・
・
・
・
・
後

期

後
集

・
・
・
後

期
集

中

前
集

・
・
・
前

期
集

中

精 神 看 護 学 母 性 看 護 学
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Ⅶ
履

修
科

目
成

績
控

表

【
令

和
８

年
度

入
学

生
】

必
修

選
択

自
由

教
職

概
論

1
後

教
育

社
会

学
2
後

教
育

課
程

論
2
後

教
育

方
法

論
（
IC

T
活

用
を

含
む

）
2
後

特
別

支
援

教
育

の
基

礎
3
前

教
育

相
談

3
前

学
校

保
健

2
前

養
護

概
説

2
後

道
徳

・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

・
特

別
活

動
の

基
礎

3
前

生
徒

指
導

論
2
後

養
護

実
習

Ⅰ
（
事

前
・
事

後
指

導
）

3
前

後

養
護

実
習

Ⅱ
3
後

養
護

実
習

Ⅲ
3
後

教
職

実
践

演
習

（
養

護
）

4
後

特
別

活
動

指
導

法
2
前

生
徒

・
進

路
指

導
論

2
後

看
護

科
教

育
法

Ⅰ
2
後

看
護

科
教

育
法

Ⅱ
3
前

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

指
導

法
3
前

教
育

実
習

指
導

3
前

後

教
育

実
習

3
後

教
職

実
践

演
習

（
高

）
Ｂ

4
後

科
　

　
目

　
　

名
配

当
年

次

必
修

・
選

択
別

評
価

教 職 課 程 に 関 す る 科 目

教 職 共 通 養 護 教 諭 高 校 教 諭 （ 看 護 ）

科
目

区
分

科
目

 番
号

ﾅ
ﾝ
ﾊ

ﾞﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

- 105 -

Ⅶ
履

修
科

目
成

績
控

表

【
令

和
８

年
度

入
学

生
】

必
修

選
択

自
由

教
職

概
論

1
後

教
育

社
会

学
2
後

教
育

課
程

論
2
後

教
育

方
法

論
（
IC

T
活

用
を

含
む

）
2
後

特
別

支
援

教
育

の
基

礎
3
前

教
育

相
談

3
前

学
校

保
健

2
前

養
護

概
説

2
後

道
徳

・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

・
特

別
活

動
の

基
礎

3
前

生
徒

指
導

論
2
後

養
護

実
習

Ⅰ
（
事

前
・
事

後
指

導
）

3
前

後

養
護

実
習

Ⅱ
3
後

養
護

実
習

Ⅲ
3
後

教
職

実
践

演
習

（
養

護
）

4
後

特
別

活
動

指
導

法
2
前

生
徒

・
進

路
指

導
論

2
後

看
護

科
教

育
法

Ⅰ
2
後

看
護

科
教

育
法

Ⅱ
3
前

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

指
導

法
3
前

教
育

実
習

指
導

3
前

後

教
育

実
習

3
後

教
職

実
践

演
習

（
高

）
Ｂ

4
後

科
　

　
目

　
　

名
配

当
年

次

必
修

・
選

択
別

評
価

教 職 課 程 に 関 す る 科 目

教 職 共 通 養 護 教 諭 高 校 教 諭 （ 看 護 ）

科
目

区
分

科
目

 番
号

ﾅ
ﾝ
ﾊ

ﾞﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

- 105 -



履修の手引き

学校法人広島文化学園
広島文化学園大学

看護学部

履
修
の
手
引
き

二
〇
二
六（
令
和
八
）年
度

広
島
文
化
学
園
大
学

看
護
学
部

2026（令和8）年度

学生番号

氏　　名




